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別紙様式１－１

筑波大学附属駒場高等学校 指定第４期目 29～03

❶令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約）

① 研究開発課題

国際社会に貢献する科学者・技術者の育成をめざした探究型学習システムの構築と教材開発
② 研究開発の概要

過去３期（H14-18・H19-23・H24-28）の研究開発課題

第１期「先駆的な科学者・技術者を育成するための中高一貫カリキュラム研究と教材開発」

第２期「国際社会で活躍する科学者・技術者を育成する中高一貫カリキュラム研究と教材開発

－中高大院の連携を生かしたサイエンスコミュニケーション能力育成の研究－」

第３期「豊かな教養と探究心あふれるグローバル・サイエンティストを育成する中高大院連携

プログラムの研究開発」

への取り組みを活かし、主体的・協働的な学びを通じて、自ら設定した研究課題に対して探究する

理数系人材の育成を目的とする。そして、生徒の成長過程に即したカリキュラムと学習プログラム

を開発・実践し、それらを連動させた学習システムの構築を目標とする。さらにその成果を積極的

に発信し、中等教育現場との共有を図る。

研究開発の柱は以下の４つである。

① 国際社会に貢献する科学者・技術者を育成する探究型学習の教材開発と実践

② 主体的な探究活動をするための基礎力育成カリキュラムの開発と実践

③ 探究型学習を実践するためのプログラム開発とサポート体制

④ 探究型学習システムの構築と他校への発信・共有

③ 令和３年度実施規模

全校生徒（附属駒場中学校を含む）を対象に実施する

④ 研究開発内容

○研究計画

【第１年次】
準備・リサーチ段階と位置づける。新規に取り組む内容については、各種プログラムの準備、

および試行へ向けた調整を行う。すでに実施している内容については、これまでのSSH事業の成果
と評価を踏まえ、継続的実践・改良・再構築を進める。
【第２年次】

試行段階と位置づける。第１年次に準備したプログラムについては、実施規模を限定した形で
の試行を通して、さらなる実現可能性を探る。第１年次に試行・改良したプログラムについては、
前年度の結果を踏まえた本格実施を行う。
【第３年次】

研究を具体的に展開する。第２年次までに試行した内容について、再検討を行い本格的な実施
に取り組む。また、継続的に実践している内容については、再検討・改良などを行い、成果の普及
を進める。
【第４年次】

研究の深化・充実を図る。全ての研究内容について、第３年次までに開発した教育プログラム
や教材を本格的に展開し、評価を試みる。
【第５年次】

研究の完結および発展期ととらえる。第４年次までの研究で得られた成果をもとに、開発した
各種プログラムや教材、カリキュラムを、他校でも活用できるような形での普遍化に取り組む。
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○教育課程上の特例等特記すべき事項

なし

○令和３年度の教育課程の内容

巻末・関係資料（教育課程）の通り。平成 28 年度より「理科課題研究」および「学校設定科目

・課題研究」を、高校２年次・３年次で実施している。

○具体的な研究事項・活動内容

今年度の主な活動内容を、研究開発の柱①～④の順に示す。

① 国際社会に貢献する科学者・技術者を育成する探究型学習の教材開発と実践

1) 理科課題研究の充実と探究型教材の開発と実践

高校２年次の必修科目「理科課題研究」（または「学校設定科目・課題研究」）において行

われてきた「能動的・探究的学習」プログラムおよび教材を正課授業の中で発展開発した。オ

ンサイトとオンライン、それぞれの適性を活かした学習形態から新たな教材を開発した。高校

１～３年の理科の通常授業では，すべて２コマ連続（１コマ 50 分）の時間割を組み，実験を

数多く実施できるように工夫している。さらに，探究学習推進のため，中学３年「テーマ研究」

を設置し，SSH 事業として開発した教材を基に，実験を中心とした開発型プログラムを展開し

ている。発展性のある課題に取り組んだ生徒には，高３「理科課題研究（発展）」で専門的な

探究活動へと深化させる。今後は，これらを科学者・技術者を育成する探究型カリキュラムと

して位置づけ，連動したプログラムへ発展させていく。科学系クラブの活動にも，本校の SSH

を経験した OB 大学生・大学院生による助言・相談を加え，研究テーマの設定や課題の発見を

手助けさせるとともに，深められた研究成果を本校の文化祭および各種サイエンスフェアにて

発表・発信する。

2) 情報収集能力とメディア活用能力の育成

生徒の研究・発表に必要な情報検索やプレゼンテーションスキルを涵養することを目標とし

た SSH 特別講座「メディア虎の穴（シリーズセミナー）」を、独立講座として実施した。セミ

ナー講師は，民間企業や大学の研究者・スタッフを活用する。効果については，対外的な研究

発表・意見交換や参加生徒へのアンケート調査等により検証する。

3) 学際的（教科融合型）課題研究や理数系以外での課題研究の推進

高校２年次の必修科目「学校設定科目・課題研究」（または「理科課題研究」）において、

理科以外の７講座（国語・地歴・公民・数学・保健体育・障害科学・英語）を設置し、探理数

探究やインクルーシブ教育など教科融合型の課題に取り組んだ。高校３年次「学校設定科目・

課題研究」（選択科目）では、７名の生徒がさらに研究を進めた。

② 主体的な探究活動をするための基礎力育成カリキュラムの開発と実践

1) 理数系基礎力の充実と科学的リテラシーの涵養
理数系の基礎力を充実させるだけでなく，科学的リテラシーの涵養を主眼に置き，すべての

教科が独自性を活かしたプログラムを展開した。以下に例を挙げる。
理科では，現行の理科カリキュラムを再構築し，高１・高２での必修科目における基礎力の

獲得を確実にするとともに，高２・高３での選択科目における探究型学習による応用力の育成
につながるような理科４科目の教材の開発に注力し，そのシラバスの作成をも目標とする。ま
た、理科SSH特別講座において，講師による専門的な知見の習得とともに，最近の研究成果に
基づく科学的なリテラシーの養成を心がける。

数学科では，本校SSH指定期間の卒業生による数学オリンピックワークショップを開催し，
本校生徒のみならず，数学オリンピックをめざす首都圏の高校生にも積極的に参加を呼びか
け，これまでの15年で蓄積してきた知を共有する。講義形式ではなく，ワークショップ形式に
することで，探究型の学習を実践し，複数の学校との交流を図りながら，理数系基礎力と科学
的リテラシーの涵養をめざす。実施の前後に，Webでの広報活動や教材公開をし，参加者への
アンケート調査や電子メール等による意見交換を行い，効果の検証を行う。
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保健体育科では，これまで継続してきたプログラム「からだを測る」（身体姿勢と筋の発達
の縦断的観察）を発展させ，いつでも主体的に測定できる環境整備をめざし，保健授業を中心
に健康科学の基礎を学習する。体育授業では，スポーツサイエンスの理論学習と測定・実験を
取り入れるとともに，それらの教材の蓄積，共有を行う。

地歴公民科では，テーマ「科学者の社会的責任を考える」でのSSH特別講座を実施する。社
会の第一線で活躍する研究者を招き，21世紀を生きる中高生が，理系文系の枠に囚われず，こ
れからの社会で必要な科学的素養や哲学に触れる機会を提供する。

国語科では，専門的な内容の文章を読み，書くための基礎的な力を身につけさせることと，
「科学や科学的な態度とは何か」という問いに考え続ける力を養わせることを目標とする。通
常の授業では主体的・協働的な学習を重視し，それを通じて批判的思考・協調性・学習プロ
セスの認知や自己調整能力を身につけさせ，読解記述能力の伸張につなげる。また，自ら問
いを立て解決をめざす中で，目的に応じたメディアの使い分けや図書館の利用方法を学ぶ等，
情報を収集・吟味し，成果を表現する能力の育成を図る。

2) 主体的・協働的な学び（アクティブラーニング）による探究能力の開発
環境地図作成や地域研究では，探究学習に必要な「テーマ設定→情報収集→調査→集約と

分析→発表」を段階的に経験させ，生徒の学び合い教え合いを中心に実施し，成果は作品や

報告集にまとめ，発信する。「城ヶ島野外実習」では，グループによる事前学習・観察・調

査とレポート作成の活動を踏まえ，高校２年「理科課題研究」「学校設定科目：課題研究」

での，グループ活動による主体的・協働的な学びにつなげる。この他に，全教科で図書・情

報メディアを活用した授業など，通常の授業の中での取組みも行う。技術・家庭・情報科で

は，民間企業等と連携し，プログラミング学習の教材開発，情報活用能力の育成をめざした

段階的な教育課程編成を行う。技術科・情報科の授業を中心としながら生徒に育成する資質

・能力を明らかにし，教科間連携による学びを構築する。

③ 探究型学習を実践するためのプログラム開発とサポート体制

1) 高大連携によるプログラムの推進と実践

高校生希望者を対象とした東京医科歯科大学高大連携オンラインプログラムに参加（12 月）

し、医療分野の複雑な問題に関する資質を醸成した。東京大学教養学部「高校生と大学生のた

めの金曜特別講座」への参加などを通して大学での学びに繋がる素養の育成を目指した。

2) 本校卒業生を活用した SSH 事業サポート体制の充実と育成プログラムの検証

数学オリンピック参加に資する講座「SSH 数学オリンピックワークショップ」においては、

講師を始めとして TA、アドバイザーとして本校卒業生を招聘し、指導協力を得た。本校 SSH

事業を経験した卒業生を追跡調査し，SSH 事業への評価を取り入れ，科学者や技術者の育成に

必要な，探究型カリキュラムプログラムの有効性について検証した。なお数学科では，SSH 第

1 期の 2002 年とそれ以前 5 カ年の卒業生にアンケート調査を行い，数学の教材・カリキュラ

ムに関する有益な示唆を得た。今期 SSH では，卒業生全体に関するアンケート調査を行い，

数的なデータだけではなく，人材育成に関する事例研究となるような質的な内容を獲得した。

3) 社会と連携し貢献する科学者・技術者の素養を育成するプログラムの開発と実践

・「科学者の社会的責任を考える」を主題とした、熊本県水俣市におけるフィールドワーク（「水

俣から日本社会を考える」および震災後の福島に関する現代の科学・技術をめぐる多様な側面

を共同で研究する高槻高等学校・灘高等学校とのフィールドワークを行った。

・高２課題研究（学校設定科目）「障害科学：ともに生きる」では、実際に様々な形で障害に

かかわる方々による講演を聞き、情報保障を体験的に学ぶ機会設けたオンライン交流を大学や

特別支援学校行った。

4) 国際舞台での研究発表の推進と国際科学コンクール等への派遣

・姉妹校協定を結んでいる台中市立第一高級中学とは今年度もオンラインで研究交流を行い、互

いの研究を発表した。また、今後の研究交流をさらに発展すべく姉妹校協定を５年間更新した。
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他校の SSH プログラムにも生徒を派遣し、立命館高等学校重点枠事業の約 6 ヶ月に及ぶ「Japan 

Super Science Fair（JSSF）」の国際共同課題研究交流に参加した。

・今年度生徒が参加した国際科学コンクールは以下の通りである。

国際地理オリンピック／国際数学オリンピック／国際情報オリンピック／アジア太平洋情報オ

リンピック／国際物理オリンピック／アジア物理オリンピック／国際化学オリンピック／国際

生物学オリンピック／国際地学オリンピック

・英語プレゼンテーション能力の育成を図る取り組みとして、SSH 特別講座「プレゼンワークシ

ョップ（オンライン）」を年３回実施し、オンラインでの効果的コミュニケーションスキルを磨

いた。高２課題研究（学校設定科目）においても「外国語学習の科学」を開講した。

④ 探究型学習システムの開発と他校への発信・共有

・北海道数学科教員研修会をオンラインで行った。画面越しの生徒を相手に、本校教員が実際に

公開授業を実施するという過去に例を見ない方法での開催となった。本校の取り組み事例ととも

に生徒の知的な興味関心を刺激し、数学的思考力を育成するような具体的教材について報告・協

議した。また教育研究会での数学科公開授業では、本校公式 HP の限定公開サイトで、当日の発

表資料に加えて、開発教材が閲覧できるように工夫し、成果の広い共有に努めた。また，SSH 指

定期間２０年で得られた数学科開発教材を冊子に纏め，報告書として発行し，SSH 事業の成果の

普及・共有に努めた。

⑤ 運営指導委員会の開催

SSH に関する運営指導委員会を開催し、運営指導委員より指導・助言・評価を受けた。

⑥ 成果の公表・普及

本校の教育研究会で授業を公開するとともに、SSH の成果を発信する。数学科で開発した先進

的教材・カリキュラムの公表・共有のため、SSH 校・SSH 校以外の学校・大学等と連携した合同

研修会を企画・開催する。また、国内で開催される国際的な科学研究発表会、および全国 SSH 合

同発表会、東京都内指定校合同発表会等へ参加し、生徒研究発表を通して成果の公表を行った。

さらに、SSH 情報交換会・事務処理説明会等においても、他校との情報交換を積極的に行った。

⑦ 事業の評価

適宜、事業ごとのアンケートを実施し、それぞれの事業の成果について検討を行う。また、運

営指導委員会において運営指導委員による評価を受け、事業の拡充に活かす。さらに、数学科で

実施する北海道数学科教員研修会や教育研究会等では、SSH 校以外の学校・大学等の参加者から

も広く評価を求めた。

⑧ 報告書の作成

事業ごとのアンケート結果や運営指導委員会による指導・助言・評価を参考にしながら、SSH

事業全体の成果を総合的に評価し、報告書にまとめた。

⑤ 研究開発の成果と課題

○研究成果の普及について

・各教科の教育活動の成果の共有・普及を学校全体へ拡げるべく、校内教員研修会を２回実施した。

共有した成果が即時に活用されるようクラウドベースでの情報共有を図ることで、授業改善や発展

に繋がった。今年度行われた各種 SSH 事業の実施後は随時報告を行い、共有を図って、学校全体

の授業改善・発展に努めた。

・学校 HP における SSH ページを通じて、数学科では開発教材を広く公開し、普及を図るべくダウ

ンロード可能としており、理科についても新たに開発された学習プログラムを集約し、公開・普及

へと努めた。教育研究会や北海道数学科教員研修会では、SSH 事業の成果発信を図った公開授業

と研究協議をオンラインで行ったが、オンサイトでの質の維持・発展をねらい成果の普及に努めた。

・各教員が所属する学会等において、SSH 事業の取組みや開発教材、その成果を発信している。
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○実施による成果とその評価

・課題研究では、高２（必修）から高３（選択）への流れが教員・生徒ともに意識できるようにな

り、高２課題研究の総括的活動の外部での発表という意識がさらに高まり、他校での SSH 成果発

表会などに参加する数も場も増えている。

・海外校との研究交流プログラムで発表した自分の研究を一層ブラッシュアップし、より多くの場

で披露する機会を得るために、複数の発表会等に参加するという流れがなお強くなった。

・海外校との交流プログラムや国際オリンピックへの継続的な参加により、生徒のパフォーマンス

だけでなく、生徒指導の手順・方法も多くの教員に共有されるようになっている。・水俣と福島で

のフィールドワークも継続的に実施できるようになり、理系だけでなく文系生徒の研究も社会と密

接に関わる科学技術に対する探究活動が、一層活発になっている。

○実施上の課題と今後の取組

・様々なオンライン交流会の経験を、既存プログラムの「大学研究室訪問」に活かし継続する高大

連携プログラムへと発展させたい。

・SSH 事業の効果測定で、学校独自アンケートによる卒業生調査を実施している。調査回答者を増

加させ、継続的、効率的に経年調査ができる方法を模索したい。

・学校 HP の中で、本校 SSH 事業への取り組みや成果（物）等を、効果的に発信する方法について、

関係部署とも協議の上、さらなる研究を重ね、普及させたい。
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別紙様式２－１

筑波大学附属駒場高等学校 指定第４期目 29～03

❷令和３年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

① 研究開発の成果

研究開発の柱①～④の順に示す。

① 国際社会に貢献する科学者・技術者を育成する探究型学習の教材開発と実践

1) 理科課題研究の充実と探究型教材の開発と実践

新型感染症拡大による緊急対応とするオンライン授業から新たな教材が開発され、授業後の

生徒へアンケートからその効果が検証された。新たな実践により、生徒の探究をより一層深め

るオンサイト・オンライン学習プログラムの構築につながった。

2) 情報収集能力とメディア活用能力の育成

日本マイクロソフトやアドビシステムズなどのご協力を受け、従来のシリーズセミナー「メデ

ィア 虎の穴」を独立講座として複数回におよび継続実施し、メディアリテラシーとプレゼンテ

ーションスキルの向上を図った。

3) 学際的（教科融合型）課題研究や理数系以外での課題研究の推進

高校２年次「学校設定科目・課題研究」では、「映像を読み解く・批評する」「法と社会」

「水俣から日本社会を考える」「“筑駒”オリンピック・パラリンピックを開催する～オリン

ピック精神を伝えるために」「ともに生きる」「外国語学習の科学」を設置し、探究型学習に

取り組んだ。全国、都、学芸大学主催、関東近県の SSH・課題研究成果発表会等多くの生徒が

口頭発表やポスター発表において研究の成果を披露した。

② 主体的な探究活動をするための基礎力育成カリキュラムの開発と実践

1) 理数系基礎力の充実と科学的リテラシーの涵養
技術科の他にも、全教科でＳＳＨ講座を開催し、探究活動に必要な基礎力や科学的リテラシー
涵養を図った。実施時期は各学期期末考査終了後や放課後等、主にオンサイトでの開催がメイ
ンではあるが、時期によってはオンラインを活用して実施した。対象は中学・高校問わず希望
者としている。

「プレゼンテーション能力向上ワークショップ（英語科）」「<弱いロボット>的思考のすすめ（国

語科）」「被害者支援における「科学的」根拠をめぐる諸問題（社会科）」「図法幾何学による球

体折紙展開図の作図（数学科）」「遺伝子解析の最前線～新型コロナから体外受精まで～（理科）」

2) 主体的・協働的な学び（アクティブラーニング）による探究能力の開発
中学においては、全員の探究学習向上に役立てるために学年に応じたフィールドワークを計画

し、代替企画、オンライン講義を交えて実施した。主なものは以下の通り。
「身のまわりの環境地図作成（中学１年１～２学期：社会科）」
「東北地域研究（中学２年２学期～中学３年１学期：総合学習）」
「城ヶ島野外実習（中学３年生３学期：総合学習）」

③ 探究型学習を実践するためのプログラム開発とサポート体制

1) 高大連携によるプログラムの推進と実践
・今年度中止となった、中学３年および高校２年次の「筑波大学研究室訪問」は、従来複数設
定されたコース（研究室）から各自選んで見学・実習を行うプログラムだが、これまで生徒の
知的好奇心を満たすだけでなく、将来の自分の専攻やキャリアを考えるきっかけとなる意義深
いものとなっている。
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2) 本校卒業生を活用したSSH事業サポート体制の充実と育成プログラムの検証
「SSH数学オリンピックワークショップ」では、本校卒業生らが講師として、またＴＡとして

中学生たちに、数学オリンピックの問題を教えたり、自身のオリンピック経験について話した
りすることで、これまでのSSHの成果を母校に還元することができた。課題研究での研究成果
を論文としてまとめ、SSH課題研究として論文集を発行した。

3) 社会と連携し貢献する科学者・技術者の素養を育成するプログラムの開発と実践
・課題研究「水俣から日本社会を考える」の実習や福島フィールドワークの現地実習を実施
し、改めて実際の現場を肌で感じることの重要性を実感させることができた。
・課題研究「障害科学：ともに生きる」では、実際の障害者の方々や特別支援学校教員、東京
大学先端技術研究センターの教授や医師から学び、インクルーシブ教育と科学・技術の融合
を図る機会となった。科学的な視点での取り組みとして筑波大学サイバニクス研究センター
と特別支援学校と連携をした「人を支援する工学技術」を学ぶ講義・グループワークや盲ろ
う者当事者や介助者から情報機器や情報保障の実際を聞く機会、聴覚障害のある高校生との
オンライン交流で情報保障を体験的に学ぶ機会を設けた。これらは、障害と科学が融合した

「ともにいきる」社会の実現の構築につながるプログラムとなった
4) 国際舞台での研究発表の推進と国際科学コンクール等への派遣
・台中第一高級中学との研究交流を発展させるべく、フィールドワークの部分を国内（三宅島）

で実施し、現地での探究活動と個人研究を深めるための研修成果をオンラインでの研究交流
会にて発表することで、プログラムの充実を図った。

・立命館高等学校のSSH重点枠プログラムでは、英語で近隣及び、海外校の生徒と共同で半年
以上に渡り研究を進め、成果を国内外の高校生に向けて発表した。

・各種国際オリンピックおよび国内科学コンクールに参加し、成果を挙げた。

・プレゼンワークショップを今年度も実施し、より多くの生徒の英語プレゼンテーション能力
を育成することができた。

④ 探究型学習システムの構築と他校への発信・共有

北海道数学科教員研修会をオンラインで実施し、本校数学科教員による遠隔での公開授業を

行い、開発教材等についての報告や協議、数学教育に関する意見交換を行うことで、本校の教

育に関する情報発信・共有に寄与した。

② 研究開発の課題

・高校３年次「（理科）課題研究」は選択履修科目だが、学校行事や受験準備で最も多忙な学年で

あり、履修生徒を今以上に確保することは困難である。現状２年次の「（理科）課題研究」「課題

研究（数学講座）」の担当教員が個別に履修を薦める形であるが、全国 SSH 生徒研究発表会を始

めとした各種発表会での研究を校内に広く普及し、探究活動や研究の継続をさらに推進したい。

・「課題研究」の評価方法について引き続き検討しているが、講座が文理（その融合）の幅広い分

野に及ぶため、統一、画一化した形のものを設定する難しさがある。

・大学研究室訪問は従来１日開催であるが、今年度も中止となった。各種 SSH オンライン発表会

で得た経験から、大学研究室から研究の指導を継続的に受けられるような、新たな形態の高大連携

プログラムが創案された。

・一昨年度より、SSH 事業の効果の調査を兼ねた統一の記述アンケートを、進路懇談会や進学懇談

会で来校する卒業生に数回実施した。データの蓄積や分析方法、数値での定量評価について検討を

続けることが必要である。

・刷新された本校ＨＰにおいて、過去の SSH 研究開発実施報告書や SSH 年間行事カレンダー、イ

ベント写真などを随時公開・更新しているが、さらに広く効果的に発信する方法やその効果の検証

について、外部の意見も取り入れて改良を進めたい。
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Ⅰ．研究開発の概略
１．研究開発の実施期間

指定を受けた日から令和 4年 3月 31日まで

２．研究開発課題

国際社会に貢献する科学者・技術者の育成を

めざした探究型学習システムの構築と教材開発

３．研究開発の概略

第１期（平成 14～18 年度）では、研究開発課題

「先駆的な科学者・技術者を育成するための中高

一貫カリキュラム研究と教材開発」に取り組んだ。

第２期（平成 19～23 年度）には、研究開発課題

「国際社会で活躍する科学者・技術者を育成する

中高一貫カリキュラム研究と教材開発－中高大院

の連携を生かしたサイエンスコミュニケーション

能力育成の研究－」の下、生徒の「教え合い学び

合い」による、「サイエンスコミュニケーション」

能力育成、国際交流・研究活動支援等を行った。

第３期（平成 24～28 年度）では、「豊かな教養

と探究心あふれるグローバル・サイエンティスト

(global scientist)を育成する中高大院連携プログ

ラムの研究開発」を掲げ、全員に探究型学習であ

る「（理科）課題研究」を履修させるとともに、意

欲の高い生徒には、次年度も続けて履修させるこ

とで研究や発表の能力を伸ばした。本校従来の「教

養」主義に則り、理数系のテーマに偏らないこと、

「グローバル」としては、従来の台中一中との研

究交流や他 SSH 校海外派遣プログラムを目標に、

英語発表（口頭・ポスター）スキルを高めること

に留意した。「高大連携」では、SSH 以前から実施

している筑波大学研究室訪問を継続し、東京医科

歯科大学・高大連携プログラムを拡充した。

第４期（平成 29～34 年度）は、主体的・協働的

な学びを通して、自ら設定した研究課題に対して

探究する理数系人材を育成するとともに、中高生

の成長過程に応じたカリキュラムと、それを有機

的に連動させた学習システムの開発を目標とする。

今期の研究開発の柱は以下の通りである。

①国際社会に貢献する科学者・技術者を育成する
探究型学習の教材開発と実践
②主体的な探究活動をするための基礎力育成
カリキュラムの開発と実践
③探究型学習を実践するためのプログラム開発と

サポート体制
④探究型学習システムの開発と他校への発信・
共有

４．現状の分析と研究の目的・目標

過去３期の SSH 事業では、生徒の研究発表能力

を高めるプログラムを開発・実践してきた。その

過程における課題として、SSH 事業と中学・高校

での成長の検証、通常授業と SSH 事業との関連、

事業成果の発信などが挙げられていた。そこで

第４期では、中学の基礎力養成から高校での高度

な探究活動につながる育成カリキュラムの編成を

図り、高大連携・卒業生の活用・社会との連携・

海外校との連携という観点から各種プログラムを

開発・実践する。さらに、そのプログラムや成果

を広く発信し、効果を検証しつつ、探究型学習  

システムの構築をめざす。

５．研究の仮説・内容・方法・検証

研究内容の柱①～④の順に詳述する。

①国際社会に貢献する科学者・技術者の育成を
めざした探究型学習の教材開発と実践
数学科における探究型学習教材開発については、

全国の教員と活発な意見交換をすることで、これ

までに開発した教材を見直し、更なる教材の開発

へとつなげることができると考えられる。そこで、

SSH 全国数学科教員研修会における開発教材や

カリキュラムを公開・発信、研究協議を通して、

実践報告と教材の共有を図る。また、過去の SSH
において実施していた、遠方の学校において本校

教材を活用した研究授業・研究協議を行う取組み

を復活させ、近隣の SSH 校数学科教員に加わっ

ていただくことで、より広く深く教材の共有を図

る。実施の前後に、参加した教員へのアンケート

調査や E メール等による意見交換を行い、内容の

検討に役立てる。

理科や数学では、中学３年総合的学習「テーマ

学習」教材を、高校２年「理科課題研究」および

「課題研究」で発展・拡充させ、発展性のある課

題に取り組んだ生徒を高校３年「理科課題研究」

「課題研究」に引き上げ、SSH 期卒業の OB（学

部生・院生）によるサポートを引き続き実践する。

課題研究や科学系部活動の OB によるサポートは

長期 SSH 校にのみ可能な利点かつ責務であり、
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第４期 SSH では、従来の理科や数学以外での実

現可能性についても検討していきたい。また、新

学習指導要領の「理数探究」を見据え、これまで

開発・実施してきた実験教材や生徒の研究成果を

整理し、実践例の蓄積とテキスト化の検討を継続

する。

情報科における、情報活用能力を育成して研究

成果の発信技能を向上させるセミナーには、民間

企業との連携が不可欠である。第４年次は、シリ

ーズセミナー「メディア虎の穴」と「メディア虎

の穴・特別編」の継続実施および発展に取り組む。

評価については、対外的な研究発表の成果や生徒

へのアンケート等により検証する。

課題研究全般に関する取組みとしては、これま

でも実施してきた中学３年総合学習「テーマ学習」

が、高校２・３年「理科課題研究」「学校設定科目：

課題研究」における探究学習の基礎と考えられる。

これらを継続するとともに、中学生と高校生の相

互交流による異学年学び合いや共同研究について

も試行する。実施前後には、生徒・担当教員への

アンケート調査や意見交換等を行い、講座数・内

容の検討を随時行いたい。

②主体的な探究活動をするための基礎力育成 カ
リキュラムの開発と実践
数学科では、SSH 期の卒業生の在校生に及ぼす

影響について考察すべく、これまでの特別講座を

発展させた、数学オリンピックワークショップを、

継続実施し、部活動である数学科学研究部を対象

の中心として、事前・事後指導の拡充を図る。SSH
特別講座も継続して実施し、対象の幅をより広げ、

高いレベルでの理数探究心を養成する。

理科では、応用力の育成には探究型学習が有効

であるという仮説に基づき、理科（４科目）によ

る教材開発や、高校１・２年での必修科目におけ

る理科カリキュラムの再構築や、現行教材の発展

はカリキュラムの検討を継続する。また、中学３

年総合学習「城ヶ島野外実習」を継続し、グルー

プ活動や議論を重視した主体的・協働的な学びに

つなげる。

情報科では、民間企業等と連携して情報活用能

力を育成し、研究成果の効果的発信技能を向上さ

せるセミナーを継続する第４年次には、現況に鑑

みシリーズセミナーを独立講座として実施し、対

象の幅を広げた特別講座を開講する。効果につい

ては、対外的な研究発表の成果や参加生徒のアン

ケート調査等により評価検証する。

保健体育科では、「体育や保健の見方・考え方を

働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に

向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉

え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊か

なスポーツライフを継続するための資質・能力を

育成すること」を目指し、スポーツ科学・医学分

野における最先端の研究や事業等に触れる機会を

提供する。

国語科では、「伝わらないこと、伝わってしまう

こと―人間とＡＩから見た言語理解―」と題した

SSH 特別講座を行い、協働的・探究的活動に不可

欠な「伝えあう力」の育成を目指す。  

中高連携をめざす取組みとしては、従来の中学

２年生および中学３年の総合学習「東京地域研究」

「東北地域研究」における協働的な探究活動を取

り入れた学習の改善をさらに進め、継続発展させ

るとともに、異学年による学び合いを意識し、高

校生が中学生、中学３年生が中学２年生に指導す

る機会や、研究発表を相互に見合う合同での学習

機会の設定を図る。

③探究型学習を実践するためのプログラム開発と
サポート体制
（ⅰ）高大連携によるプログラムの推進と実践

筑波大学研究室訪問や東京医科歯科大学との高

大連携プログラムを継続し，意欲の高い生徒の高

校３年「理科課題研究」「学校設定科目：課題研究」

への接続方法等について，大学と連携しながら進

める。実施の前後に，生徒・大学教員・教員への

アンケート調査やメール等での意見交換を行い，

プログラム内容の充実と発展を図る。

保健体育科では，３年次までに構築した大学と

の協力関係を活用して，大学研究室の協力を受け

た探究型学習を更に推進し発展させる。

（ⅱ）本校卒業生を活用した SSH 事業サポート

体制の充実と育成プログラムの検証

指定第１年次に在校生していた生徒が卒業生と

なって SSH 支援の側にまわる年次となり、組織

的な卒業生からの支援について更なる内容の充

実・発展を試みるとともに、若手研究者による特

別講座や課題研究や探究型学習の卒業生による指

導、国際オリンピック出場者による後輩への助言

等について、持続可能な体制づくりをめざす。卒
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業生アンケートや聴き取り調査によるデータの分

析を進め、まとめる。

（ⅲ）社会と連携し貢献する科学者・技術者の  

素養を育成するプログラムの開発と実践

科学系部活動の一環として実施してきた、科学・

化学部による小学生向け実験教室を発展継続する

とともに、生物部、パーソナルコンピュータ研究

部、数学科学研究部等による小・中学生向け実験

教室やワークショップを計画し、可能な団体から

本格実施する。

地歴公民科では、「科学者の社会的責任を考える」

を主題とした従来の水俣に関する研究を継続する

とともに、東日本大震災がもたらした福島県への

複合災害に関する研究を通して、科学・技術をめ

ぐる諸課題をより多様な視点から思考を深められ

るようなプログラムの構築を目指し、検討する。

インクルーシブ教育に関しては、「学校設定科

目：課題研究」障害科学講座での特別支援学校と

の交流・協働学習を継続実施するとともに、SSH
の取り組みの中で科学技術との融合を図る。また、

東京オリンピック・パラリンピックの開催を前に、

スポーツサイエンスと障害者スポーツを取り入れ

た課題研究の推進を図る。

（ⅳ）国際舞台での研究発表の推進と国際科学

コンクール等への派遣

姉妹校、台中第一高級中学（台湾）との研究交

流を継続する。その研究を軸にした、共同研究や

他地域・他校での交流に関して検討し、試行する。

また、国際科学コンクールや国際科学オリンピッ

クと、SSH 事業への参加生徒や卒業生などについ

て収集したデータから立てた、SSH 事業とその効

果に関する仮説を検証する。

英語の授業では引き続き、話すこと・聞くこと

の産出能力およびプレゼンテーション能力の醸成

を、ALT や外部講師のさらなる活用により伸長し、

大学や卒業生との連携企画の効果の検証を行う。

④探究型学習システムの開発と他校への発信・
共有
第４年次までの評価・検証を受けて、本校の探

究型学習システムをさらに発展させ、再検証が可

能な形を模索しながら他校と共有する。

また、実施した各プログラムについて、生徒に

よる自己評価や、パフォーマンス評価を用いた探

究型学習の達成度を測る評価基準をまとめ、他校

と共有し検証を行う。

６．教育課程

巻末の関係資料を参照。教育課程の特例に該当

しない教育課程の変更（平成 28 年度完全実施）に

ついては以下の通りである。

【教科・科目名】「理科課題研究」及び学校設定  

科目「課題研究」

【開設する理由】理科及び理科以外の教科での

主体的・探究的活動の支援強化

【目標】理科だけでなく、数学や情報や他教科で

の生徒の主体的・探究的活動の深化・発展を促進

させ、その成果と課題を教育課程に反映させる。

【内容】高校２年生では、大きなテーマを掲げた

10 程度の講座を教員が用意し、オリエンテーショ

ンで研究の内容と探究活動を紹介する。生徒は

希望する講座を選択し、ゼミナール形式で探究型

プログラムを実践する。その後、そこで身につけ

た研究手法を活かし、自ら設定した課題に、個人

あるいはグループで主体的探究的に取組む。高校

３年では、さらにその課題を深化させ、専門性の

ある高度な研究に取組み、その成果を発表する。

【履修学年】高校２・３年次／【単位数】各１

【指導方法】個人・グループ毎に指導教員を配置

し、研究を支える理論、実験方法、先行研究の

検索・活用方法、データ解析方法、論文のまとめ

方を一貫して指導する。また、大学との連携や OB
の活用等、多面的な指導方法も視野に入れる。

【年間指導計画】集中形式での課外実施を含め、

研究を支える理論、実験方法、先行研究の検索と

活用方法、データ解析方法、論文のまとめ方を

指導する。

【既存の教科・科目との関連等】研究活動の発端

となる課題発見、研究活動を支える課題解決の

方法等は、高校１年次までの履修教科における

学習内容を基盤とする。

 （研究部・三井田裕樹）
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Ⅱ．研究開発の経緯

５年計画の第５年次は，研究の発展期および完

結期ととらえる。第４年次までの研究で得られた

成果をもとに，開発した各種プログラムや教材，

カリキュラムを，他校でも活用できるような形で

の普遍化に取り組む。

今年度も多くの事業が実施形態の振替を余儀な

くされたが、生徒の研究活動が継続されること、

研究支援や成果発表の場および質が保持されるに、

「全生徒を対象に」「特定の教科ではなく全教員が

携わって」という本校 SSH 事業展開の理念を再確

認して各種事業に臨んだ。

１．第５年次研究の主な活動

今年度の主な活動は以下の通りである。

一部の活動については、以降の章で詳述する。

4 月
SSH 年間各種プログラム計画の見
直し、協議開始

4/12
第１回校内 SSH 推進委員会「ポス
ト SSH-第４期終了後の展望-」協
議

5 月
台湾姉妹校との研究交流プログラ
ム計画協議（オンライン会議）

5/17
第２回校内 SSH 推進委員会「ポス
ト SSH-第４期終了後の展望-」協
議

5/22
SSH 卒業後アンケート（高３進学懇
談会）

6/5～
立命館高校国際共同課題研究
プログラム 参加生徒 2 名

6/22
校内研修会「図書館研修・道徳教
材共有・ポスト SSH の展望」

6/29-
7/1

KSASF2021 (韓国科学アカデミー
サイエンスフェア) オンライン実施

7/3 第１回 SSH 運営指導委員会

7/7
理科課題研究特別講演「太陽電池
および二次電池の原理と関連トピ
ックス」

7/8
英語科 SSH 特別講座 「プレゼン
テーション能力向上オンラインワー
クショップ」（中３・高１・高２）

7/12
第一回 釜山国際高校とのオンライ
ン文化交流

8/5
（第一部）

8/20
（第二部）

SSH 生徒研究発表会（高３生 2
名）「ミジンコは光がお好き？」

8/25
SSH 北海道数学科教員研修会（オ
ンライン）

9/4
SSH 卒業後アンケート（高２進路懇
談会）

9/18
数学オリンピックワークショップ（オ
ンライン）

9/25 高校 3 年課題研究校内発表会

9/27
第３回校内 SSH 推進委員会「ポス
ト SSH-第４期終了後の展望-」協
議

10/2
SSH 日経サイエンス連携講座 明
治大学出張講義「2050 年をどう
生きる？」

10/19
校内 SSH 推進委員会「ポスト
SSH
-第４期終了後の展望-」協議開始

11/2-5
立命館高校 JSSF オンライン参加
高２生２名

11/3-6

SSH 特別企画「Ｍｉｙａｋｅ Ｉｓｌａｎｄ
Science Academy Tour for 
Taiwan」三宅島フィールドワーク
高１生５名高２生８名引率４名参加

11/20

第 48 回教育研究会（オンライン・
オンサイト同時開催）テーマ「闊達
に探究する生徒の育成を目指した
授業の創造」

12/7
英語科 SSH 特別講座 「プレゼン
テーション能力向上オンラインワー
クショップ」（高 1・２対象）

12/9
社会科 SSH 講演会
「被害者支援における「科学的」根
拠をめぐる諸問題」
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12/10
東京医科歯科大学✕筑波大学附
属駒場高等学校高大連携企画オ
ンライン参加

12/16・
20

技術家庭/情報科 SSH メディア虎
の穴「プレゼンテーションの理論と
実際」

12/11
数学科 SSH 特別講座「図法幾何
学による球体折紙展開図の作図」

12/19
SSH 東京都指定校合同発表会
「マイコンで作るネオンダンスショ
ー」口頭発表参加

12/20
第二回 釜山国際高校とのオンライ
ン文化交流 高１生８名参加

12/25
マスフェスタ（大阪府立大手前高
校）高２課題研究（数学）受講生 2
名参加、引率教員１名

12/26-
28

ホープツーリズム（教育旅行版）
～複合災害の教訓等から「持続可
能な社会・地域づくりを探究・創造
する」～ 灘・高槻・筑駒３校合同
福島合宿 中学 2 年生 2 名、高
校 1 年生 5 名、高校 2 年生 3 名
参加

1/4-7

社会科 SSH「科学者の社会的責
任」水俣フィールドワーク 高２課
題研究（地理）受講生 16 名参加、
引率教員 2 名

1/7
台中第一高級中学とのオンライン
研究交流発表会 高２生徒 7 名・
高１生徒 5 名

1/26
国語科 SSH 特別講座「〈弱いロボ
ット〉的思考のすすめ」

1/29
第２回 SSH 運営指導委員会（オン
ライン）

2/8
理科（生物）SSH 特別講座
「遺伝子解析の最前線～新型コロ
ナから体外受精まで～」

2/17
校内研修会「新教育課程・SSH 総
括・ポスト SSH の展望」

2/23
東京学芸大学主 SSH/SGH/
WWL 課題研究成果発表会 参加
生徒 7 名（口頭 1・ポスター3）

3/12
英語科 SSH 特別講座 「プレゼン
テーション能力向上ワークショップ」
（中１・中２対象）

3/21
関東近県 SSH 指定校合同研究発
表会（オンライン）

3/25
令和３年度 SSH 研究開発実施報
告書提出（文部科学省・ＪＳＴ）

２．委員会等の活動

①SSH 運営指導委員会

校外の運営指導委員とすべての教科から選出さ

れた校内推進委員が参加して、7 月にハイフレッ

クス会議、１月にオンライン会議で２回開催され、

今年度の SSH 事業の報告や今後の SSH 事業の進

め方、第４期指定終了後の考え方などについて意

見交換を行った。

②校内プロジェクト委員会

校内プロジェクト３（筑駒アカデメイア担当）

「筑駒人材バンク」を活かして本校 OB による公

開講演会を催し、地域貢献を果たした。

③研究部

実施計画書、事業計画書、事業経費説明書など

SSH関係書類の取りまとめ、文部科学省および JST

との連絡協議、外部からの各種調査・アンケート

の実施等を行った。また、研究発表の場となる

教育研究会、校内研修会の企画・運営を行った。

また、形態をオンラインに代えて実施した国際交

流プログラムについて、今後の更なる発展のため

の検証・評価を行った。

④その他

筑波大学附属学校群 11 校が参加する、年５回の

附属学校連携委員会において、本校 SSH 活動つい

て報告し、新型感染症拡大の影響による新たな教

育活動の様式について大学側と全附属学校教員が

意見交換を行い情報共有をしている。

（研究部 三井田裕樹）
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Ⅲ．研究開発の内容

① 国際社会に貢献する科学者・技術者の

育成をめざした探究型学習の教材開発

と実践

a. 中高一貫数学教材の開発と全国への

発信

１．仮説

高等教育において探究型の学び，対話的

な学びの重要性が声高に主張され，授業改革

が叫ばれている昨今，中等教育において，高

等教育機関での学びを見通しながら教材・カリ

キュラムを構成することの重要性も高まってい

るといえる。探究的な学びは決して授業の「型」

のみで実現するものではなく，その内容である

教材，そして教材と教材をつなぐストーリーとし

てのカリキュラムがあってこそ実現できると考え

るからである。

言うまでもないが，数学科としての教材研究

の基盤となるのは授業である。どのような教材

で生徒のどのような資質・能力を引き出し，どこ

まで高めていくかという長期的な視野が求めら

れる。

これらの要請に応えるべく，本校数学科で

は教材開発を進め，それらを全国へと発信す

る試みを行っている。

２．概要

2.1 教材開発に際しての基本姿勢

100 の教材開発の

事例を蓄積しているが，ほとんどの教材に通底

しているのは，扱いたい中心課題と，それに対

する生徒の発想や反応が対となっていることで

ある。教材によっては，生徒の発想がさらに次

の課題を生み出し，数学的活動のサイクルが

展開しているものもある。これが，本校数学科

における教材開発の基本姿勢として「教師と生

徒との相互作用で築き上げること」を掲げてい

る所以である。

中 1：生徒のアイディアで埋まる前の黒板

中 1：教材開発のアイディアの爆心地ともいえる

－ 15 －



教材を束ねるカリキュラムの開発に関しても，

発想はトップダウンではなく，ボトムアップであ

ると言えるだろう。すなわち教師は，日々の教

材開発において，授業を通して生徒との相互

作用で教材を磨きつつ，次にどのような教材を

提示するか，どのような課題へとつなげるかを

考え，理解や深化，発展や一般化への流れを

組み立てる。例えば，関数のグラフの和や差

について扱う教材については，中学校での比

例・反比例の学習から高校での微分・積分の

学習までを一貫し，さらに大学における数学を

も見通した中心概念として，長年の教材開発

の蓄積が，一種のカリキュラムとして成立しつ

つある。

中 1：後ろの黒板もアイディアで埋まることも

高 1：教材がヒットした日の放課後の様子。

ひとつの教材に対し，教師と生徒が授業の

中でともに知恵を出し合い，さらに定例の数学

科教科会を通して教師間でもさらに深める。こ

の繰り返しが，本校数学科の教材開発と実践

研究の中心である。開発教材集として提示し

ているものは，日々の膨大な授業の中で試行

錯誤しながら，一定の成果としてまとまったもの

の一部にすぎない。また，開発教材自体も完

成されたものではなく，同じ教材を異なる教師

が扱い，異なる生徒が取り組むことで，さらに

新しい視点や，深い考察が生まれていく事例

もある。

第Ⅳ期を迎えた本校 SSH事業において，今

まで以上に求められるのは，新たな教材開発

はもちろんのこと，既に開発し共有している教

材についても，本校に限らず広く他校で実践

していただき，その反応をもとにさらに洗練して

いくことである。そして，個々の教材と，それを

貫くカリキュラムという視点で既存のカリキュラ

ムや教材を見直し再構成することが，研究主

題として標榜する「探究型学習システムの構築」

にもつながっていくのではないかと考えている。

2.2 開発教材とその発信

SSH 事業も含めて本校

数学科が開発した教材の一覧を掲載する。本

校数学科では，教材を大きく分けて代数，解

析，幾何，統計，微分方程式，確率の各分野

に位置づけ，主な対象学年によって教材をナ

ンバリングして整理している。すべての教材は

後節にて報告する SSH 数学科教員研修会を

はじめ，本校公式 Web サイトでも専用ページ

を設けて閲覧できるようにしている（Web 上で

はパスワードによって閲覧制限をかけているが，

パスワードについては問い合わせに応じるとと

もに，教員向け研究会でその都度周知）。
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３．まとめと検証

本校数学科のSSH事業に関わる研究では，

開発教材を中学・高校の既存のカリキュラムの

中に位置づけることからはじめて，通常の授業

で繰り返し実践しながら洗練してきたものであ

る。しかし，前述したように，ひとつひとつの教

材を完成された教材と考えるのではなく，すで

に実践された教材についても，生徒による新

たな解釈や，また教師による新たな工夫などを

盛り込んで再度実践するというサイクルも含め

て，教材開発ととらえるべきであろう。

詳細は後節にて報告するが，本校数学科が

主催する SSH教員研修会では，協力校に赴き，

協力校の生徒を対象に本校教員が研究授業

を行う取組や，本校開発教材をベースに，協

力校の先生方に，自校の生徒を対象に研究

授業をやっていただく等の取組も，ここ数年来

で行っている。また，ありがたいことに，これら

学校としての枠組みを離れた数学科教員個人

の研究活動の中からではあるが，各種学会で

の研究発表をきっかけに，「自校でもこの教材

を実践してみたい」という申し出を受け，実践し

た結果や生徒の感想を送っていただいたとい

う事例もある。開発教材の有効性の検証という

側面と並行して，より良い教材へと発展させる

礎としても，このように教材開発のネットワーク

を広げていくことは，今後さらに重要性を増す

であろう。

公開授業・研究協議会や，SSH 数学科教員

研修会など，従前より本校数学科では，他校

の先生方から直接意見をいただく機会を継続

的に設けている。今後フィードバックの仕組み

について，Web サイトを活用するなど，より集

約しやすいものをつくっていくことも大切では

ないかと考えられる。

なお，今年度に実施した北海道立命館慶祥

高等学校との研修会および研究授業におい

ては，④-b にて詳細な報告を記したので，そ

ちらを参照されたい。

（文責：数学科・吉崎 健太）

2019:数学科教員沖縄研修会での研究授業

2021:SSH数学科教員北海道研修会での

オンライン研究授業
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b. 理科課題研究の充実と

探究型教材の開発と実践

１．仮説

マイコンを含めた各種情報機器の発達、ならびに

プログラミングの“身近化”が著しい。

生徒たちのほうが、この時代の流れに敏感ではな

いだろうか。それゆえ、この中等教育において、

そして、この普通科において、そのような視点を

大胆に取り入れた講座を設ければ、相当の生徒が

希望し、さらには意欲的に取り組んでくれるので

はないだろうか。

そういった仮説をもとに、２年間取り組んできた。

最終年度の今年度は、今後さらに重要になってく

る今後の「理数探究の在り方」も見据えて、「情報」

「プログラミング」「物理」これらをキーワードに

した取り組みを報告することにしたい。

２．概要

前項で述べたような問題意識を持って、2019 年

度と 2021 年度において、「スマートデバイスの開

発と実験」をテーマに、高２をターゲットに理科

課題研究を設定した。おもに、マイコンを用いて、

自分が作りたいＩｏＴデバイス等を作る。さらに、

可能ならば、そこに新規性のあるものを組み込ん

でいこうというものである。

すると、どちらの年度も 60 人前後の希望者がい

た。これは、高２在籍数の 3 分の 1 程度で、いか

にＩｏＴ関連のことに関心があり、それを学びた

いと思っているかを表していると思われる。

さて、（自省の念を込めて言うが）このことから

も、果たして中等教育は、時代に応じた学びを提

供できているのだろうかと思う。あちらこちらで、

大学の研究の“高校バージョン”みたいなことが

行われているが（そして、それ自体は有意義だと

思うし、どんどん行っていくべきことだと思うが）、

その一方で、普段のベーシックな授業においては

旧態依然としているという話を他の学校の先生か

らもよく聞く。その両者をつなぐコンテンツが少

ないのではないか。研究発表で用いられるような

「最先端の高価な装置」と、授業で用いられる「従

来の道具」。どちらも大事だが、その間をつなぐ「も

の」や「情報処理」。生徒自らが課題研究に必要な

「ものづくり」を行っていない場合もあるし、逆

に、「ものづくり」が行われていたとしても、身の

回りのもので済ませており、“高校生らしい”とい

う謎のワードで表現されたりもする。中等教育で

担うべきは何なのだろうか。そんな自問自答の中

で、あえて今までの形式とは距離を置いた形で、

この理科課題研究を企画、展開してきた。

今回の取り組みで意識しているのは、「先進的な

研究」を必ずしも目指すものではないということ

である（もちろん、結果としてそのようなものを

含める余地があれば、その方向で進めてもらうこ

とは大いに歓迎されるべきことだが）。大げさに言

えば、今後の生徒の人生につながる「ものをつく

る・開発する」ということの難しさや楽しさを感

じてもらうことである。

また、あえてグループにしない。個人で研究・開

発を行ってもらう。グループにすると、メンバー

の中で活躍する人が偏ったり、時間や場所の調整

に手間取ったりするデメリットがある。もちろん、

共同研究における協調性やアイデアの共有など、

コミュニケーションは必須であるから、「個人主義」

ではなく、全体で集まる時間を作り、そこでは、

大学のゼミのように、意見を出し合ったり、クリ

ティカルな視点を見出したりしてもらった。また、

プラットフォームとして、Microsoft Teams（図１）

を用いたので、全体で集まらなくとも、「これは役

に立つかも！」とか「ここに困ってます！」のよ

うなチャネルを作り、オンライン上でもいつでも

議論できるような枠組みを作った。この枠組みは

図２でも示すように、非常に有効に機能した。個

人でテーマを設定していながらも、類似した内容

を扱っている生徒同士でやりとりが起き、自然と

つながっていくことができた。

図１ Microsoft Teams の一画面

－ 19 －



図２ Microsoft Teams で生徒同士が「これは役に立つ

かも！」のチャネルで、うまくいった取り組みや

コード情報を共有

また、理科実験などの場合、場所や準備の問題も

生じやすい。多くのケースで、実験室などの大き

なスペースが必要になったり、あるいは専門的な

道具が必要になったりすることも少なくないが、

マイコンを用いた実験は自宅で空いた時間に開発

を進めることは可能で、指導教員の負担も小さく

できる。

また、スモールサイクルで進められることもメリ

ットの一つである。開発や研究を行った経験が乏

しい生徒にとっては、まず「トライ＆エラー」を

何度か繰り返すことが大事だと考える。理科の課

題研究においては、実験が重要な位置を占めるこ

とが多いが、実験するという「トライ」が、テー

マによっては最初から多くの準備を伴い、結果と

して何も得られなかった、ということがよくある。

そうならないよう、指導教員が適切に指導するこ

とが求められるが、指導する教員一人当たり担当

する生徒数がそれなりにいると、負荷が大きく、

なかなかうまく回らない、という話もよく聞く。

生徒たちは「トライ＆エラー」から開発・研究の

スキルを身を持って学んでいくところが多分にあ

ると思うが、このサイクルが大きいと、時間がか

かり過ぎて、「初心者」である彼らにとって負荷が

大きく、途中でやる気をなくしてしまうことだっ

てあるだろう。

マイコン開発・研究の場合、コードを作成して、

コンパイルして、マイコンを走らせて、うまくい

かなかったら、再びコードを組み直して…、のよ

うに、自分でエラーに向き合い、それに対応し、

その結果をすぐ認識し…といったサイクルを「高

い振動数」で回すことができる。これを繰り返し

ていくことで、自分でステップアップしていくこ

とができ、「こういうふうに進めていけばいいんだ」

という感覚が身についてくる。

また、それでも「壁」にぶつかってしまったら、

教員に質問できるようにしてある（図３）。気軽に

質問できる機能の存在は、生徒にとっては安心感

を与えるもののようである。さらに、年度後半の

研究発表の場面でも、スライドの改善において生

徒とやり取りする際にも非常に便利であった。

次項から、この講座の大まかな流れについて説明

していく。

３．実践

３.１セットアップ～Ｌチカ（LED チカチカ）

今回、用いたマイコンは ESP32 というものであ

る。価格も 1,480 円で、非常にリーズナブルであ

る。マイコンといえば、Arduino、Raspberry Pi な

どが浮かぶ人も多いと思うが、この ESP32 は安価

であるにもかかわらず、WiFi や Bluetooth を用い

ることができるのが強みだ。また、何と 240MHz

Dual Core で並列処理も可能となる。諸性能は

Arduino を凌駕しており、これらの性能は「生徒が

やりたいこと」の実現可能性を引き上げてくれる。

もちろん、Raspberry Pi のほうが性能は高いが、価

格も高く大きいので、気軽に始められるマイコン

として、ESP32 を選んだ。

どちらの年度も、プログラミング経験がある人は

いたものの、マイコンを本格的に扱った生徒はい

なかった。それゆえ、各生徒にとっては新鮮な体

験であったようだ。最初の初期設定を全体で行い

ながら、LED をチカチカさせるまで進めた。初期

設定を一度学んでおくと、家庭のパソコン環境下

でも開発環境を整えることができる。

LED を点灯させるだけだが、いわばハードとソ

フトの融合としての結果は、彼らには刺激的であ

ったようで、感動してくれる。

３.２マイコンとセンサを動かす（基本の学習）

次に、具体的なセンサを扱っていく。温湿度セン

サ、圧力センサ、光センサ、測距センサ等、様々

な物理量が即座に測定できることを認識してもら

う。

現代的には、二酸化酸素濃度が即座にわかること
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等、応用面でも重要であることがしっかり伝わっ

たと考える。

３.３アキバでお買い物

マイコンやセンサ、Arduino IDE などの基本がわ

かってきたら、いよいよ「お買い物」である。

自分が用いたいセンサ、自分が作りたい IoT を考

え、実際にみんなで秋葉原に買いに行った。

生徒たちは、電子部品がたくさん売っているよう

な店に行ったことはないようすで、新たな世界に

踏み出した感じだった。

また、実際に行くと、買う予定がなくても、興味

深いセンサや部品が目に入るので、その場で新た

なアイデアが浮かぶ生徒がいたようであった。

自ら買ったものだからこそ、大切に用いるという

こともあるだろう。もちろん、自分で買って作成

した装置は自分のものになるので、それもうれし

いところだと思っている。

３.４購入したものを動かす

いよいよ買ったものを動かしてみる。それぞれの

製品に関するライブラリを Arduino IDE にインス

トールして用いてみる。

この段階で、ついに「共通の課題」はなくなる。

問題が発生したら、自分自身が主体となってクリ

アしていかなければならない。もちろん、他者や

Web での情報などを頼りにしてもよい。

実際に動かせると、単純であったとしても、とて

もうれしいものであるようだった。

３.５夏休み～夏休み中間報告会

夏休みは、一人 1 回、学校に来て、じっくり研究

開発を行ってもらう。今年度はコロナで無理だっ

たが、少人数で時間を取って、指導する時間も必

要だと考えた。

実際に、この時間を経て、大きく進捗し、モチベ

ーションが高まった生徒も少なくなかった。完全

に放置ではなく、良い距離間での指導が重要だと

感じた。

３.６進捗報告＆過去の先輩の研究を見る

２学期になると、だんだんと研究開発が「形」に

なってくる。それと同時に、より具体的な、より

ディープな課題が見えてくる。

そこで、全体で進捗状況を共有し、互いに改善点

やアイデアを出し合った。ここでは、大学のゼミ

のような形となる。この頃から、全体へ教授する

ような時間はなくなっていく。いよいよひとり立

ちである。

３.７文化祭での活用報告＆機械学習

マイコンやセンサでできることが分かってくる

と、学校の行事への活用というアイデアも出てき

た。EL ワイヤを身にまとったネオンダンスショー

がその好例であった。

科学技術は、定量的な測定だけでなく、アートに

も応用できる。アートを一つの着地点に持ってく

るのも、生徒のモチベーションの 1 つになる場合

がある。

これらについても、IoT の行事への応用という形

で SSH 発表会で口頭発表した。

また、機械学習について知りたい生徒も多く、ヤ

フー社員の土沢さんにレクチャーしてもらったり

もした。

図３ EL ワイヤをマイコン制御して用いた「ネオンダン

スショー」

３.８進捗報告～中３への発表を前に～

新年１月の中３への発表を前に、最後の進捗報告

であった。この時点になると、それぞれがある程

度の出来になっていて、各々、いくつか課題が見

えているという状態となっていた。ただ、1 人か 2

人ほど、進捗が芳しくない生徒がいたので、その

生徒については、より積極的にディスカッション

をするようにし、モチベーションを保てるように

心がけた。

３.９「課題研究オープン」～中３への発表会～

いよいよ、中３に向けて、各自の研究あるいは開
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発結果の発表となる。なるべく「実物」を見せる、

ということは伝えたが、細かいルールは決めず、

生徒たちに自由に発表してもらった。

ほとんどの生徒が、実際に物を動かし、あるいは、

動画で説明し、自分の当初の目標に近いものを作

り上げていた。参観していた中３も食い入るよう

に見ていたのが印象的であった。やはり、この分

野の潜在的な興味は高いのであろう。実は２年前

にこの発表を見て、今年度、絶対にチャレンジし

たいとこの講座で研究している生徒もいた。

４ 生徒たちの作品例

生徒たちによる作品例を紹介する。これでも

一部なのだが、これ以外でも、オリジナリティが

発揮されたものが多かった。自らが作り上げたい

ものにチャレンジする、仮に、それが難しそうで

あっても、まずはやってみることを推奨した。

先に述べたように、スモールステップで行える

利点があるので、失敗を恐れず取り組む姿勢が養

えたと感じている。

また、発表だけでなく、最終的な作品を紹介す

るための動画を自ら作成してもらった。これも、

どれも出来栄えがよく、スライド発表ではない、

発表の形態もあるような気がしている。

図４ 超遠距離操作ラジコンの作成

図５ 野球のデータ整理への応用

図６ トイレットペーパー残量測定器

図７ デュアルコアを活用した WiFi 自動走行リモコン

図８ 高 2 の理科課題研究に引き続き、高 3 課題研究を

選択した生徒による SSH生徒発表会の発表「9 軸セン

サを用いた姿勢推定 －計算手法の簡略化と高速化

―」発表ポスター
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図９ 高 2 の理科課題研究に引き続き、高 3 課題研究を

選択した生徒による SSH生徒発表会の発表「9 軸センサ

を用いた姿勢推定 －計算手法の簡略化と高速化―」

発表動画の一場面

図 10 木製のドローン（クアッドコプター）の製作

図 11 ジャグリングの Poiの IoT化の研究

細かい取り組みを語るより、これらの例を見て

いただければ、その多くを感じていただけるもの

と思う。

なお、図８、９で示した研究は、クォータニオ

ンを用いた姿勢制御に関するもので、SSH 全国発

表会において表彰も受けた。このように、「ものづ

くり」だけでなく、可能ならばそこに「新しさ」

「研究の要素」を含ませることもできる。生徒個々

の特性に応じた展開の自由度は大きいと考えてい

る。

４．検証

以上のように、生徒の探究心を大切にし、それ

らを向上させる IoT プログラムを実践した。

その結果、「生徒がやりたいことの実現」が「ス

モールステップ」で行え、「展開も多様である」こ

とが、この実践の魅力だと感じた。

高校のうちに、やりたいこと、実現したいこと

を、粘り強く取り組む体験が、その後の研究や開

発で大きく効いてくると感じている。アンケート

からも、生徒の達成感は非常に高いことが分かっ

た。今後もこの取り組みを続け、理数探究の一つ

の在り方として、広めて行けたらと思っている。

（文責：理科 今和泉卓也）
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c.情報収集能力とメディア活用能力の育成

１. 仮説

技芸科(技術、家庭、芸術、情報の教員が所属)
では、SSH シリーズセミナー「メディア虎の穴」

を構築して、生徒の研究・発表に必要な情報検索

やプレゼンテーションスキルの涵養を目標とし

ている。換言すれば、「研究活動の入口と出口の

技術の修得」である。これらのスキルを養成する

ことが、「国際社会に貢献する科学者・技術者」

の育成に有用と考えるからである。

最終年次である今年度もシリーズセミナーの

第 4 シリーズ(通算第 7 シリーズ)を予定していた

が、コロナ禍で変更を余儀なくされ、昨年度同様

独立した複数講座を実施したので報告する。

２. 方法

2.1 セミナー第 4シリーズ

2.1.1 「独立した複数講座」形態の継続

本来の「メディア虎の穴」は、半年にわたるシ

リーズセミナーを通してさまざまな角度から「研

究活動の入口と出口の技術」を扱い、修得させる

ことを目指すものである。しかし断続的なコロナ

禍の中、外部講師主体の半年にわたる講座を企画

することは憚られた。そこで、昨年度同様以下の

ように形態を改めることとした。

・生徒や教員の負担や感染リスクを減らすべく、

講座数はできるだけ少なくする。

・感染状況に応じて、オンライン形式での実施を

模索するなど、内容を工夫して実施する。

・全講座受講を前提とした受講生募集を取りやめ、

その都度受講生を募集する独立の講座とする。

・講座によっては、通常時間割内に講座（対面、

オンライン）を構成する。

今年度実施した講座は表 1のとおりである。

実施日 時間

本校学校図書館 加藤志保

筑波大附属図書館 大和田康代氏

① 2021/12/16 2時間
② 2021/12/20 2時間

テック・ステート 杉田和久氏 2022/02/22
高1

情報授業
1×4組

UiPath 原田英典氏 2022/01/17
高2

情報授業
1×4組

表1　2021年度の開催セミナー（単独）一覧

2022/01/22

希望者

学術情報の探し方

クラウドを活用した研究スタ
イル

中3授業 2×3組

AIとは、RPAとは

タイトル

プレゼンテーションの理
論と実際

日本マイクロソフト 西脇資哲氏

講師

2.1.2 講座の様子

・①学術情報の探し方 -論文とデータ-

加藤志保研究員(本校図書館司書)と、本学学術

情報部アカデミックサポート課の大和田康代氏

(本学附属図書館ラーニングサポート担当、リモー

ト出講)が担当した。翌年度に控えた高校進学後か

ら研究・探究活動が本格化する中３を対象に、各

クラス２時間の演習を設定した。なお、大和田氏

は勤務先からリモートで指導され、校内では渡邉

隆昌教諭と加藤研究員が生徒のサポートに当たっ

た。

大和田氏は先行研究の論文を効率的に探すため

の「CiNii Article」活用、論拠に足る統計データ

を探すための「e-Stat」活用と、それらのポータ

ルとしての筑波大学図書館「Tulips Search」につ

いて講義と実習を行った(図 1)。

大和田氏は授業時間内外で生徒から寄せられた

疑問に対してかみ砕いた回答をくださるなど、受

講学年に合わせた対応をしてくださった。今後の

本校側の指導の参考にもなるものだった。

生徒の感想：「中学 3年間でいくつかレポートを書

いてきたが、形式的な部分が適当になっていたこ

とがあった。今回の講義で、研究に必要なデータ

をいかに正確に手に入れ、論文の中で正しく用い

ればよいのかが分かった。高校生になればより一

層自分で研究する機会が増えるので、今日学んだ

ことを活用して、自身の成果を発表したい。」

・②プレゼンテーションの理論と実際

日本マイクロソフトのエバンジェリスト、西脇

資哲氏が担当し、中１から高２まで 43 人の生徒

が参加した。

1 日目は「プレゼンテーションの目的と基本、

そして話し方」と題し、単純な形式のプレゼンテ

ーションを作成し演習した。演習を通して、生徒

図 1 大和田氏の講義スライド(表紙)
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はプレゼンテーションの構成や魅力的な話し方の

コツをつかみ、研究成果の広い理解を得るために

プレゼンテーションが重要であることを学んだ

（図 2）。

生徒の感想：「ものを伝える際には、話し方がとて

も大切であることがわかった。ブリッジをいれる

ことで、とても伝わりやすくなることを実感した。

また、スライドを使う際には、相手の視野を固定

させることが大事だということがわかった。今日

知ったことは、これかのプレゼンをしたり何かを

伝える際にとても役に立つと思う。」

2 日目は「プレゼンテーションに動きと魅力を

つける」と題し、プレゼンテーションに必要なシ

ナリオやスライド作成技術を学んだ。また、当日、

西脇氏はあえてリモートで出講され、昨今必要性

が増しているオンラインでのプレゼンテーション

技術についても実演を交えて講じられた(図 3)。

生徒の感想：「話の構成や目の位置、更には光や背

景の工夫でいかによく見せることができるとわか

りました。今後、これらを生かしていきたいです。」

「自分が何を話すかではなく「視聴者がそれを見

て何を得るか」を伝えるという目線が非常に興味

深かった。」

・③クラウドを活用した研究スタイル

テック・ステートの杉田和久氏が担当した。高

1「情報の科学」の授業時間内にリモートで実施

した。

Microsoft365 の OneNote, PowerPoint を用い

たオンラインコラボレーションの方法、ファイル

共有の方法をオンラインで講義していただいた。

講師によるオンラインでのプレゼンテーションを

学ぶ機会としても有効であった。

・④AIとは、RPAとは

UiPath の原田英典氏が担当した。高 2「情報の

科学」の授業時間内に対面形式で実施した。

「情報の科学」の授業内容「モデル化とシミュレ

ーション」に関連して、AI と RPA (Robotic 
Process Automation) について、自動化テクノロ

ジーの技術紹介や社会へのインパクトなどを学習

した。

生徒の感想：「過程ではなく結果が重視される業務

に関しては人工知能に委託しても構わないのでは

ないかという観点に非常に共感した。また、コロ

ナウイルスの拡大によってリモートや自動化が進

んだというのはかなり実感している。」「コードを

書かなくても自動化できるというような、高度な

技術を直感的なインターフェースで実行できるよ

うにする技術の開発も重要だと思った。」

３. 検証

3.1受講生アンケート

上記講座は受講生の記述アンケートの結果はお

おむね良好であった。一部は、「生徒の感想」とし

て紹介した。数値によるアンケートは④のみで実

施した。理解度と今後の研究への有用度は 4 件法

でそれぞれ 3.2 と 3.12、内容の事前期待との合致

度は 5 件法で 3.79 であった。受講生から高い水

準の評価を得たと言える。

3.2受講生の成果

実際の研究発表面への波及という点で、今期（第

4 シリーズ）単独での成果は見いだせていない。

一方、昨年度（第 3 シリーズ）までの受講生から

は、国立台中第一高級中学校との研究交流、SSH
全国生徒研究発表会など各種発表会、立命館大学

など他学他校主催の SSH 交流企画への参加者を

輩出している。定量的な評価は困難であるが、目

標とした情報検索やプレゼンテーションスキルの

涵養は一定程度実現されたものと考えられる。

（文責：家庭科・情報科 植村徹）

図 2 プレゼンテーション演習

図 3 オンラインプレゼンテーションの実演
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② 主体的な探究活動をするための

基礎力育成カリキュラムの開発と実践

a. 理数系基礎力の充実と科学的

リテラシーの涵養

a1-1 数学オリンピックワークショップ

１． 仮説

数学オリンピックレベルの問題に他の生

徒と共同して取り組む経験や、また先輩た

ちの体験を知ることで、発展的な知識を獲

得するとともに、数学的な考え方の良さや

楽しさを感じ，数学オリンピックに挑戦す

る意欲を喚起できると考え、本ワークショ 

ップを実施する。

ワークショップの講師及び TA は、数学

オリンピックで活躍した本校卒業生で、講

師には全体に関わる講演と講義、TA には事

前問題および当日問題の作成と解説及び体

験談を依頼する。

SSH 第 4 期で新たに企画した事業である。

３年目となる今年度は、過去２年の実施を

踏まえ、２学期の土曜日に１回実施するこ

ととした。

２．実施の概要

日 時：2021 年 9 月 18 日（土）13:30～16:30

場 所：本校コンピュータスペース

（オンライン）

講 師：大島 芳樹氏（大阪大学准教授・本

校52期卒業生・国際数学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸﾒﾀﾞﾘｽﾄ）

  TA３名（数学オリンピックで活躍した本

校 OB）

助言者：カーナハン スコット

（筑波大学数理物質系・数学域 准教授）

参加者：生徒 41 名

（本校 18 名、市川学園 12 名、豊島岡女子

７名、立命館慶祥 4 名）

大島先生の講演（オンライン）

TA に作成してもらった事前問題を、1 週

間前に、参加者（及び希望者）に配布した後、

当日は次のように進行した。

1. 講師による講座

2. 事前問題及び当日問題の演習

3. TA による問題解説、体験談

4. 講評、助言

昨年度は９月に完全オンラインで一度行

った。今年度は対面とオンラインを併用し

て 1 回とし、TA に用意してもらう分野別の

事前演習問題には，基本問題も含めてもら

った。

講師の大島先生は自身の体験談などの

後、射影幾何学の入門的な講義をしていた

だいた。入門と言いつつも、ベズーの定理ま

で紹介するといった本格的な内容であった。

当日アンケート結果によると、7 割程度の生

徒が理解できたと答え、9 割以上の生徒が

「期待通り」と答えており、概ね満足したよ

うだった。
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講座の様子

今回の TA は 63 期～67 期の本校卒業生

で、昨年度も担当した 3 名で、1 人はアメリ

カの大学に進学した OB である。時差の関

係で、現地では深夜にもかかわらず、本ワー

クショップに協力してくれており、ありが

たい限りである。事前問題は参加生徒専用

の classroom を作成し、自分なりの答案を

form で提出するような形式とした。TA の 3

名の OB は丁寧に添削をしてくれて、解説

は出された答案に対するフィードバックも

含めながらのもので、非常にためになった

ようである。

TA による解説

従前までは数学オリンピックに向けて練

習問題をどのように探すか、合宿ではどん

なことをするのか、合格ラインはどの程度

なのかという経験談は TA に話してもらっ

ていたが、今回は国際数学オリンピックで

銀メダルを獲得した高校 3 年生の生徒に担

当してもらった。この高校 3 年生の生徒は

中 1 の時から高校 3 年生に至るまで、どう

いう本で勉強をしたのか、どんな挫折があ

ったのかなどを詳細に話してくれて、参加

生徒は楽しそうに耳を傾けていた。

高校3年生による体験談

３．評価・検証

参加した生徒のアンケートの結果は次

の通り。

［アンケート結果］（参加者41名が回答）

・講座の内容を理解できたか。

よく理解できた 17.1%

まあ理解できた 51.2%

あまり理解できなかった 29.3%

理解できなかった 2.4%

・講座の内容は期待通りだったか。

期待以上 48.8%

期待通り 12.2%

ほぼ期待通り   0%

あまり期待通りでない 2.4%

  ・講座の内容は学習の役に立ったか。

大いに役立った           61%
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  役立った 36.6%

あまり役立ちそうにない    0%

役立たなかった   2.4%

基本問題を含め、TA の解説が答案への

フィードバックだったためか、内容の理解

についてのポイントは昨年の74%から68%と

向上した。他の項目を含め満足度は極めて

高く，自らすすんで数学を学習する絶好の

契機となったと思われる。

講座の様子２

TA はいずれも本ワークショップの TA

としての経験を積み重ねており、参加者の

状況を理解し、適切に問題作りや解答解説

を行ってくれたことがアンケートの記述回

答に現れている。また、昨年に続き参加し

た生徒も充実したとの感想を記述してお

り、企画の狙い通りの成果が得られている

と思われる。

また、TAの 3名はオンラインというや

りにくさを感じさせず、図表や思考の流れ

を豊富に取り入れた分かりやすい解説スラ

イドを作成してくれたことも、理解度の大

きな飛躍の要因であろう。

（アンケート自由記述 抜粋）

・射影幾何の考えはいろんな場面に使えそ

うで面白かった（本校中 2）

・数学オリンピックの勉強方法を聞けたの

が良かった（豊島岡高 1）

・もう少し問題の解説に割く時間が欲しか

ったです。（本校高 1）

・平行線が無限に先にある点で交わるとい

う概念が興味深かった。数オリへのモチベは

上がった。（本校高 1）

・N3 が鮮やかで感動しました、でもワーク

ショップ前に解きたかった.. 射影平面が 3 次

元の直線に対応させられるなら、"射影空間"な

るものを考えれば４次元に応用できるのかな

と思いました（本校高 1）

・問題はわからなかったのに、解き方はシ

ンプルで面白かったです。こんなことの応用

なのに全く歯が立たなかった悔しさが、逆に

モチベーションになりました。ありがとうご

ざいました。（市川学園高 1）

・数学オリンピックでの貴重な体験談や高

校ではなかなか触れることのない学習内容で

より数学の学びを深めていきたいと思いまし

た。（立命館慶祥高 1）

・問題を解くときの着眼点が知れてために

なった。 数オリのモチベーションになった。

（市川学園高 1）

・メダリストの方々からのお話は貴重だっ

たので参加することができて本当に良かった

です。数オリの勉強は楽しみながら、良い成

績を残したいです。（立命館慶祥高 2）

・身近な写真から射影幾何学をとらえて実

際にグラフを動かして視覚的な理解を得られ

たのがすごく良い経験になったと思います。

事前問題のレベルもギリギリながらすべて解

けるほどでちょうどよく、自分の解法より鮮

やかな解法に触れてとてもためになりました
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（本校高 1）

・事前に問題を解くときはどこから手をつ

けていいかわからないという状態だったけれ

ど、解説が進むにつれて自分の知識でも応用

すれば解ける問題があることがわかりました。

特にパスカルの定理の証明も全てではないけ

れど、少し分かって興味深かったです。（市川

学園高 1）

・図形の変換の場面や、事前配布問題の解

説の場面ではとても分かりやすく、新しく知

ったことも多かったのでとても興味深かった

です。今回の講座は充実した内容で面白かっ

たので、是非またこの講座を行っていただき

たいです。（市川学園中 2）

・普段自分から数学を解こうというモチベ

ーションがなくなりがちだったがこういうす

ごい方々と直接かかわる機会はなく、非常に

面白かった。関数とかの苦手意識が強い分野

も意外とそうでもないように感じてうれしい。

終わりのほうの窪田さんあたりが特に理解が

追い付かなくてもっと精進すべきだなと。非

常に関係ないが先生方も数オリとかをかなり

意識してるんですね（本校中 2）

TA による解説画面

TAによる解説画面２

TAの人選、都合の調整、事前問題の

集約など運営の難しさはある。また、今年

度で SSH4期目の 5年目、来年度の予算編

成がどうなるかは見通しが立たないが、何

かしらの形で実施し、さらに充実させた

い。     （文責 数学科・吉崎健太）
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a1-2. 数学特別講座

１． 仮説

生徒の数学への興味・関心を高めるとともに，

数学に対する理解を深め，数学を学ぶ意義を感じ

てもらうためには，中高の授業で学ぶ数学が将来

どのように発展するのか，どのように活用される

のか等を知ることが有効であろう。この仮説のも

と，数学科では各分野の最先端で活躍する外部の

研究者を招いて講演していただく『数学特別講座』

を実施している。

２．実施の概要

実施に当たっては，メールで募集案内を配布し

て希望者を募り，期末考査後の特別授業期間中に，

対面で実技も含めて講演していただいた。

○第 50回 数学特別講座

『図法幾何学による球体折紙展開図の作図』

日 時：令和 3年 12月 13日（月）13:30～15:30

場 所：50周年記念会館

講 師：三谷 純 氏（筑波大学大学院システム

情報系情報工学域 教授）

参加者：中 1から高 2までの希望者 44名

内 容：（参加募集案内より）

・折紙の研究についての講義

・球体折紙の制作体験

（型紙提供）

・図法幾何学の考え方の説明

・球体折紙の展開図の作図

・球体折紙の制作（図の通り）

実際に，自分で曲面を持つ折り紙の展開図を作

図することを通して，幾何学について学ぶことを

目指す。

本講座では，三角定規とコンパスを用いた立体

図形の作図に関する学問である図法幾何学につい

て，球体折紙を例として，基本から丁寧に解説し

ていただき，生徒は，展開図の作図からはじめて，

紙を折る体験までできた。詳細については，次ペ

ージからの講演スライドを参照していただきたい。

アンケート結果から，ほぼすべての参加者は講

座の内容を理解し，期待通りであり，今後の学習

に役立つ，と回答している。また，自由記述では

主に以下のような生徒の感想が寄せられた。

・折紙は平面だけのものという概念をなくして，

立体のものに持ち込むのが興味深かった。

・作図の過程が面白く，出来上がった時の達成感

も大きかった。

・曲面で構成された折り紙の設計について興味を

持っていて，それが学べてよかった。

・球のような曲面だけの造形物を紙 1枚で表現で

きることに驚いた。

・球が作れないのを分かった上で，近似多角形で

近似をするところが面白かった。

・展開図を生成するアルゴリズムが思ったより単

純で，回転体に対して汎用性の高い発想だった。

３．評価・検証

今回の講座だけでなく，過去に SSHで実施した

特別講座は，どれも生徒たちに今まで知らなかっ

た数学の一面を気付かせる素晴らしい内容であっ

た。生徒の感想にも表れているように，この講座

に参加したことで，授業で学んだ数学の内容が最

先端の研究で使われていることを知り，さらに数

学への興味・関心と学習意欲が高まったことが実

証された。今後も，このような特別講座を実施す

るとともに，生徒にとって興味深い講座の内容を

教材化していきたい。

（文責：数学科 須田学）
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a2 理科 SSH特別講座

１．仮説

国際社会に貢献する科学者・技術者の育成にあ
たり、実際に世界の第一線で活躍している研究者
による講演は、生徒の理科に対する興味・関心や
探究活動へのモチベーションを大きく高めると考え
られる。本年度は化学分野と生物分野の特別講座
を 1 回ずつ、計２回実施した。

２．方法

○化学科特別講座
『太陽電池および二次電池の原理と関連トピックス』
日時：令和３年７月７日（水）9:30～12:30
場所：化学講義室 ( ZOOM での講演)
講師：守友 浩 准教授
（筑波大学数理物質科学研究科物理学専攻）
参加者：高２生徒（高２理科（化学）課題研究受講

者）15 名、教職員 1 名
内容：電池に関するご講演として、太陽電池と二次
電池の動作原理の概説や、関連するトピックス(特
に三次電池)を紹介していただいた。
太陽電池では特に有機薄膜太陽電池を、二次電
池に関しては二次電池の構造と動作原理の説明を、
また、守友教授が現在研究されておられる二次電
池の構造を利用したエネルギー・ハーベスト・デバ
イス(「三次電池」)を紹介していただいた。二次電
池は電気エネルギーで充電される電池であるが、
「三次電池」は熱エネルギーで充電される電池と
いうことで、もし、三次電池においてもし実用化
されれば、電力がなくても自然熱で発電ができる
ため、環境にも優しい活気的な電池になると考え
られる。三次電池については初めて聞いた生徒も
多く、とても新鮮なお話を聞くことができた。

○生物科特別講座
『遺伝子解析の最前線～新型コロナから体外受精
まで～』
日時：令和４年 2 月 8 日（火）15:30～17:30
場所：50 周年記念会館および Google Meet
講師：曽根原 弘樹 氏（医師・株式会社ゲノムクリニ

ック代表取締役）
対象：中学生・高校生
参加者：中１〜高 2 生徒 35 名、教職員 10 名

内容：医師であり、千葉大学発医療ベンチャー企
業の代表でもある本校 50 期 OB の曽根原氏を講

師に迎え、遺伝子解析の最前線と社会や医療への
活用についてご講演いただいた。遺伝子解析の基
礎的な手法から最新の次世代シーケンサーの仕組
みについてご解説いただき、現在行われている新
型コロナウイルスにおける PCR 検査やご専門の遺
伝子診断、体外受精時に受精卵が出す Cell Free 
DNA の解析と活用など、内容は多岐に渡った。講
演後には生徒から活発に質問がなされ、生命倫理
と科学技術の進歩についても考える機会となった。

３．検証

   化学科特別講座では、講演後も、受講者は積極
的に質問をし、電池に対しての興味や関心がさら
にあがったようだった。次世代電池の候補のひとつ
として、とても興味深いお話を聞くことができた。受
講者からは、「三次電池については今まで聞いたこ
ともなかったので、こういう電池の発想があるのかと
衝撃を受けた。」、「特定波長の光による電子の励
起については知っていたが、太陽電池の原理とは
結び付いていなかったため、点と点がつながったよ
うでよかった。」などの感想が得られた。受講後のア
ンケートでは、「電池に関する視野を広めることがで
きましたか。」という問いに対して、11 名の回答者全
員が「よくできた」、あるいは「できた」と答えた。また、
「今後の理科（化学）課題研究に対するやる気があ
がりましたか。」という問いに対して、11名中 10名が
「さらにあがった」「あがった」と答えた。
生物科特別講座にお
いても、生徒の事後ア
ンケート結果をもとに検
証した。「この講演会の
内容は期待通りでした
か。」という設問に対
し、「期待以上だった」
は 59.1％、「期待通りだ
った」は 31.8％だった。
生徒の興味・関心の高まりは感想からも十分伺えた。
以下、生徒の感想から抜粋する。
「実際に遺伝子関連の研究者の話を聞いて興味深
かった。」「僕が面白いと思ったのは、遺伝子解析
によって癌をはじめとしてさまざまな病気のリスクが
分かる、ということです。」「人間を DNA からみつめ
なおすことで、疾患を予防したり、出生前から疾患
を予測することができると知ってすごいと思った。」
「コロナの予防対策にも役立っているというのは知ら
なかった。リスク等を「見える化」する、というお話は
とても興味深かった。質問もしたが、体外受精など
の時の遺伝子検査が及ぼす社会的・倫理的な影
響は気になった。『科学的なことが分からなければ、
倫理的な話すらできない』という話は分かりやすか
った。」
以上から、これら２回の特別講演は、いずれも生

徒の理科に対する興味・関心や探究活動へのモチ
ベーションを大きく高めたと考えられる。

（文責：理科・黒田、宇田川）
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a3.国語科ＳＳＨ

１．指導の目標

第４期 SSH では、第３期までの成果を踏まえ、

「主体的な探究活動をするための基礎力育成カリ

キュラムの開発と実践」を国語科の目標に置いて

いる。その目標を達成すべく、中学生・高校生そ

れぞれの段階において、生徒同士の協働的な活動

も組み入れた探究的な授業カリキュラムを開発・

実施してきた。2020年度からは、コロナ禍を契機

として、オンライン学習支援も取り入れつつ実践

の蓄積を行っている。

2021年度は、あらゆる探究活動の出発点となる

「課題の設定」に焦点をあて、「国語科における〈問

い〉」をテーマに、授業をデザインし、実践を試み

た。

２．方法・内容（指導の実践例）

国語科では従来、生徒が自ら問いを作りそれを

もとに読んだり書いたりする活動を行ってきた。

今年度はその取り組みをふまえて、学習者が問い

そのものを検討する活動を授業内に取り入れるこ

ととした。

効果は、記述・作成されたものの質や授業中の

様子から総合的に判断した。以下は、その例であ

る。

2.1 中学校での指導：中 2国語（現代文分野）

掌編小説（江國香織「デューク」）を題材に物語

の読み解き方を学んだ後、以下の活動を行った。

①宮沢賢治「よだかの星」について、問いを

３つ作る。

②ペアで交換し、それらの問いについてオー

プン・クエスチョンとクローズド・クエス

チョンの変換を行う。

③作成された６つの問いを互いに回覧・評価

し、作品を理解したり解釈を深めたりする

上で有用な問いを選ぶ。

④選ばれた問いをクラスで共有する。

⑤選んだ問いをもとに、「よだかの星」を解釈

し、Google スライドで相互に発表をする。

問いの形式を変換し（②）、問いそのものの質を

評価する（③）ことで、問いの質が高まっただけ

でなく、物語を読み解く上での新たな視点が得ら

れたのが収穫であった。結果、探究の質そのもの

も例年よりも向上していた。

中２授業風景──相互プレゼン

2.2 高等学校での指導：高 1国語総合（漢文分野）

出典作品や版本などテキストに違いによって内

容や表現の違いについて比較させ、そこで生じる

疑問をアウトプットさせ自己解決へと向かわせる

べく、以下の活動を行った。

①同じ「先従隗始」という単元でも教科書に

よって出典が異なり（筑摩書房：『戦国策』、

大修館書店：『十八史略』）、その内容も大き

く違うことに着目させて、それぞれ問いを

創り、Google Form で提出する。

②本文を読解する。

③提出した問いをオープン・クエスチョンと

クローズド・クエスチョンとに分類し、優

先順位をつける。自分の問いの答えを考え

るだけでもよいが、提出された問いは全体

で共有し、他人の問いに興味を持った場合

はグループワークで答えを考えあう。ただ

し他人の問いに対して評価や批判はさせな

い。

④導いた答えから何を学んだのか、今後の学

習に活かせそうかを考え、振り返りをする。

教科書以外に、『史記』『資治通鑑』『蒙求』『太

平御覧』『古今事文類聚』『淵鑑類函』の該当箇所

を提示してそれぞれの違いについても考えさせた。

内容については教科書で理解しているので、原文

をそのまま提示するだけで良い。むしろ返り点な

ど余計なものが着いていない方が漢字一字一字に

着目できるため、たった一字の違いから筆者は何

故この字を選んだのかを考えるヒントとなる。生

徒自ら問いを考えることで、予め用意した答えにた
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どり着くだけの授業とは異なり、授業者の想定して

いなかった角度から教材を捉えることができ、振り

返りの授業がより豊かになった。

３．検証

従来の国語の授業においても生徒が自ら問いを

立てることは少なくなかったが、問いを変換して

バリエーションを生み出したり、その質を吟味し

たりする機会は必ずしも多くなかった。

今年度は、そうした活動を通して、新たな視点

が得られたり、学習者がメタ認知思考に到達した

りすることが可能になる様子が見られた。

今後はこうして得られた知見を、教科横断的な

活動にどのように活かしていくか、カリキュラム

マネジメントの視点からの授業開発や改善が課題

となるだろう。

４．講演会の実施

国語科では、科学者として必要な専門的な内容

の文章を自ら読んだり書いたりするための基礎的

な力を身に着けさせるべく、とりわけ現代文領域

において、科学史や科学哲学を題材とした授業を

展開してきた。

それと関連して、自然科学と人文・社会科学と

の境界領域における研究者を招き、年１回の講演

会をあわせて行ってきた。これまでの講演者・講

演内容は、以下の通りである。

2017 年度：松原仁氏「人工知能は芥川賞・直

木賞を取れるか？」

2018 年度：広瀬友紀氏「ことばの科学へご招

待：自分の内なる世界へ」

2019 年度：（新型コロナウイルス感染症拡大に

ともない中止）

2020 年度：川添愛氏「伝わらないこと、伝わ

ってしまうこと」

今年度は、2022 年 1 月 26 日に、豊橋技術科学

大学の岡田美智男教授を招き、「〈弱いロボット〉

的思考のすすめ」と題して、講演いただいた。〈弱

いロボット〉というコンセプトを通じて開発され

るロボットの様々な事例を通じて、「自立」や「コ

ミュニケーション」といった概念を改めて捉え直

したり、科学技術と人間の幸福のあり方について

思索を深めたりする貴重な時間となった。

参加生徒の感想を一部紹介する。

「ロボットというと工学的な内容を想起するが、

今回は認知科学やコミュニケーションといった領

域についてロボットを通じて議論するという非常

な興味深い内容だった。」

SSH講演会の様子（2021年度，岡田美智男氏）

「単にテクノロジーで道具の機能を高めて利便

性と効率を追求するのではなく、人々の関係性を

理想的な形にデザインするというのは、かなり昔

から美術や社会学などの世界で行われてきたこと

だと思いますが、それをテクノロジーの担い手で

ある岡田教授がロボティクスを手段にして実践し

ているというのが面白いところだと思いました。」

自然科学や工学に対する関心や問題意識を高め

るだけでなく、それらが言語学や社会学といった、

人文・社会科学とも連関することを生徒が知り、

視野を拡げることに寄与したと考えられる。

なお２月には中学２年を対象に、2018 年度講師

である言語学者の広瀬友紀氏のご協力のもと、日

常会話に潜むルールについて生徒が仮説を立て、

演劇創作を通してその仮説を検証する授業も予定

している。SSH 講演会を、国語科の授業開発に活

かす一例である。

（文責：国語科・森 大徳）
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a4.社会科 SSH講座

１．仮説

社会科は、「科学者の社会的責任を考える」とい

うテーマに継続して取り組んでいる。この観点を

ふまえて生徒が自ら課題を設定して考察を加えて

いくためには、科学と社会との関係や社会的文脈

の中における科学のあり方を捉える科学的リテラ

シーの涵養が求められる。その取り組みの一環と

して、今年度は 2019 年に『続・対話の場をデザイ

ンする』を上梓した八木絵香氏をお招きし、専門

家（科学者）が被害者とどう対話すべきかという

視点からご講演をしていただいた。今回の講演を

通して、生徒の市民としての（あるいは、将来の

科学者としての）科学的リテラシーの涵養を図る

ことができると期待した。

２．概要

演題：「被害者支援における「科学的」根拠をめ

ぐる諸問題」

講師：八木絵香氏

（大阪大学 CO デザインセンター教授）

日時：2021 年 12 月 9 日 13：00～15：00

対象：中学１年生～高校３年生

形態：Zoom によるオンライン開催

2.1 専門家と市民のコミュニケーションの必要

科学者が社会的責任を果たすためには、「専門

家」といわれる科学者や研究者が、どう市民（社

会）とコミュニケートするかが肝要である。以前

は専門家から市民へ一方的に伝えるだけの「一方

向型」であったが、近年はサイエンスカフェなど

の「語り合い」が普通にみられるようになった。

将来は共に「つくる」社会になるべきである。

2.2 コミュニケーションが求められる背景

市民はリスクを引き受ける側にある。それゆえ

専門家は、信頼と納得を構築するプロセスとして

市民とコミュニケーションをとらねばならない。

1970 年代までは科学技術の発展(メリット)を

重視する風潮が支配的であり、「副作用」としての

リスクをとることに寛容な社会であった。しかし

1970 年を前後して、公害・薬害といったかたちで

科学技術の「負」の側面が可視化されたこと、環

境問題が注目されてきたこと、「知る権利」や「情

報公開」の必要性が叫ばれるようになったことで、

リスク（あるいは安全）への価値観が転換した。

このような背景のもと、専門的なことは専門家が

決めればよい、という時代から、専門家でない人

にも伝える必要性を唱える時代になった。

80 年代にはいると、Ｕ．ベックのいう「リスク

社会」が到来した。リスク社会とは、過去と比べ

て格段に危険な社会となった、という意味ではな

く、自然環境やヒト自身を含む生命を改変できる

能力を人間自体が持ってしまったことをいう。危

険とリスクが違うのは、前者は損害が外部（環境）

からもたらされる場合を指し、後者は損害が人為

による決定の帰結とみなされる場合を指す。

以上、1970 年を前後して、「まずは技術を使っ

てみる時代」から「事前に安全性を確認する時代」

へ、「事故が起こってから事後的に対応する時代」

から「社会が受け入れてから技術を使う時代」へ

という変化が起こり、必然的に市民に対して専門

家がコミュニケーションをとることが求められる

ようになったのである。

2.3 ２つの事例から

ここで東日本大震災における、津波被害と原発

事故の２つを事例としてとりあげ、具体的に考え

てみたい。

多くの児童が犠牲になった大川小学校の遺族が

石巻市と宮城県に対して訴訟を起こした。大川小

は当時の知識・知見を結集してつくったハザード

マップの津波浸水区域外であったが、裁判所はハ

ザードマップに誤差があることを前提に検討すれ

ば「十分に予見できた」と退けた上で、市教委も

マニュアルの不備を是正させる義務があったと指

摘し、震災前の対策が十分であれば、「児童らが死

亡する結果を避けられた」とした。この判決に対

して、①判決通り避難計画の想定が甘かったこと

の責任は問われるべき、②ハザードマップにそっ

た避難計画であったので責任が問われるのはおか

しい、とおおきく２つの意見に分かれるであろう。

ただ、亡くなった子供たちの立場、亡くなった先

生たちの立場、亡くなった地域の人々の立場、生

き残った人たち（先生・生徒）の立場、遺族の立

場、行政の立場、専門家の立場など、どの立場か

ら考えるかによって、その見え方が変わると言う

ことを想像して欲しい。

次に全電源喪失によってメルトダウンした福島

第一原子力発電所の事故を 2 つ目の事例として考
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えてみたい。

全電源が喪失したらどのくらいで圧力容器が破

損するか、という想定自体はあった。つまり、想

定はしていたが、その想定を除外したために起こ

ったのが今回の事故である。2007 年時点で原子力

安全委員長であった班目春樹氏は、「ちょっと可能

性がある、そういうものを全部組み合わせていた

ら、ものなんて絶対造れません」と述べている。

「極めて可能性が低い」と評価される事象の全て

に積み重ねて対策をしていったら、ものなんて一

つもつくれない、ということ。この専門家の発言

についてどう考えるか。

班目氏の発言に対して、①史上最悪の原発事故

が起こした影響を考えれば許容されるべきではな

い、②とはいえ、どこかで割り切らねばモノ作り

はできないのだからやむを得ない部分もあった、

と２つに分かれるであろう。

では、想定しうる最悪の原発事故が福島で起こ

ったらどうなるか。東京は避難指示区域になる。

では、原発をつくるために東京の住民を全員移住

させるのか？そんなことはできない。かといって、

当時福島の原発からの送電なしで首都圏の電力需

要を賄えるのか？それも無理である。したがって、

不確実性（損失可能性）とメリットとの比較衡量、

トレードオフなど、科学的判断以外の価値判断や

政治決断が必要となる。

2.4 被害者支援における「科学的」根拠をめぐる

諸問題

次にＪＲ西日本福知山線の脱線事故を事例とし

て考えてみたい。

被害者は大きく、「遺族」・「負傷者」・「負傷者の

家族（家族という被害者）」の３者に分けられる。

ただ、負傷者といっても、生死の境を彷徨った人

から比較的軽傷であった人までおり、負傷者の被

害は多様である。そして、軽症であったがゆえに

「不幸中の幸いだったね」「（補償の手厚い）ＪＲ

でよかったね」など、何気ない他人の一言で深く

傷つく人もいる。また、サバイバーズギルドに苛

まれる負傷者、まったく瑕疵がないにもかかわら

ず自分を責める負傷者の家族など、身体的被害に

とどまらない被害の多様性が指摘できる。

一見すると平穏な日常を過ごしているように見

える負傷者であっても、「事故に遭わなかった」こ

とと同義ではない。些細な動作で痛みに気づいた

り、普通の行動をしているつもりであっても、被

害者ゆえの行動をとっていることを周囲から指摘

されて気づかされたりする。「被害者でいたくない

という想い」と「被害者であることを再認識する

時間」の繰り返しが、「事故」とともに生きていく

ということ。そして、長い年月の末、症状が固定

されたあとでも、加齢や出産などによって「再発」

することはあり得る。難しいのは、それと事故と

の因果関係（科学的根拠）をしめすことである。

それは可能なのだろうか。

人々は社会的なリスクではなく、個人的なリス

クでリスクをみている。これは「自分が被害者に

なるのではないか」という視点、市民の視点であ

る。一方で専門家（科学者）は、ほとんど起こら

ないリスクを取り上げていては社会生活ができな

くなる、というリスク管理者の視点でみている。

今は、この 2 つにどう折り合いをつけるか、とい

う時代である。どう決まるか、ではなく、必要な

プロセスで（コミュニケーションをとって）決め、

意見は違えども最終的にはお互い納得することが

大切である。

福知山線の事故の場合、「事故現場に関する(少

人数の)語らいの場」を通じて、事故現場の保存の

仕方が決まった。柳田邦男氏が提唱する「2・5 人

称の視点」が、いまの専門家（科学者）に必要で

ある。

３．生徒の感想と成果

生徒への事後アンケートでは、「科学哲学、科学

と市民は今後より一層進化の求められる部分であ

ると思うし、自分も無関係ではいられないと感じ

た」、「（これからますます）専門家と市民の対話が

重視されてくると思い、これからの学びにも活か

していきたい」というように、自分事としてとら

えるものが多かった。今回の講演で、生徒の科学

的リテラシーが深まったことが大いに期待できる。

（文責：社会科・早川和彦）
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a5.保健体育科

１. 仮説

保健体育科では、「体育や保健の見方・考え方を

働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に

向けた学習過程を通して、心と体を一体として捉

え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊か

なスポーツライフを継続するための資質・能力を

育成すること」を目指している。この目標達成に

向け、生徒の実態や現状を注意深く把握しながら、

工夫を凝らした教科教育実践の推進ならびに保健

体育やスポーツ科学・医学分野における最先端の

研究や事業等に触れる機会を提供している。

以下では、高校２年生における課題研究の概要

と、「教科プロジェクト研究」や、例年実施の「か

らだを測る」および姿勢学習における様子を示す。

２. 概要

2.1 教科プロジェクト研究「高校生の身心コンデ

ィショニングの実践報告」

中学生・高校生がいくつかの測定項目を用いて

学業やスポーツのよりよいパフォーマンスを発揮

するためのコンディショニングを検討する。筑波

大学との連携で、4 月 5 日(月)に、高校生が「青

年期の認知機能・ストレスコンディショニング測

定」における測定に参加した。これまでスポーツ

アスリートを対象にストレスモニタリングや認知

機能の評価測定、フィードバックの研究が行なわ

れてきたが、今回はさらに高校生（青年期）を対

象者とし、身心のコンディショニング法の開発を

目指した。2020 年度には高校２年生の課題研究を

通して、筑波大学教授、ヒューマン・ハイ・パフ

ォ ー マ ン ス 先 端 研 究 セ ン タ ー ARIHHP 
(tsukuba.ac.jp)センター長の征矢英昭先生から、

高校生・受験生の身心コンディショニングについ

ての講義を、高校２年生が受講した。さらに、2021
年度には講義を受けた高校生に対して「青年期の

認知機能・ストレスコンディショニング測定」に

おけるいくつかの測定を実施し、まとめとして次

のことが分かった。受験勉強はライフイベントと

しては大きいものであり、中学受験を通して入学

した中学一年生は運動から一時的に離れてしまう

生徒がいる。小学生のうちから塾に通い、運動に

親しんでいない児童や中学受験のため運動スポー

ツクラブでの活動をやめてしまう児童がいる。

中学校に入り部活動に入りまた運動を始める場

合は運動時間が増えるが、きっかけがなくそのま

ま運動をしない生活習慣になる生徒がいる。可能

であれば日常的に運動スポーツに親しむ生活習慣

が形成できれば健康・体力にとって望ましい。

運動をしてこなかった生徒にとって中学校に入

学し急に運動を始めることはハードルが高く感じ

ることもあるだろう。そのときに体育や学校での

学習活動が生徒の運動習慣の形成にスムーズに移

行できる環境があればよいと考える。また、「非常

に楽である」と感じる程度の短時間の有酸素運動

でも認知機能を促進することから、まずは負荷の

高い高強度運動ではなく、楽しいと感じる強度の

運動を促していくことも重要であると考えられる。

中学校から高等学校への移行も同様に運動を始

めること、継続することは同様であるといえる。

高等学校では大学受験という大きなライフイベン

トのために運動時間を減らしてしまう生徒が多い。

運動との良好な付き合い方を考え、運動をする方

がむしろ学業にも良い面があることを考えさせら

れるような研究実践を今後も継続していく。

「高校生の身心コンディショニングの実践報告」

の質問紙調査・測定の様子

2.2高 2課題研究

2021 年度、高校 2 年生 20 名を対象とした課題

研究では、筑波大学オリンピック教育の一環とし

て、7 月 14 日(水)筑波大学から大林太朗先生をお

迎えして講義とグループ討議を行った。大林先生

は体育スポーツ史が専門で、NHK 大河ドラマ「い

だてん」の時代考証を担当された方であり、講義

内容は次の通りである。

① オリンピックと感染症（疫病）の歴史的背景

② 日本のオリンピック初参加、初招致（1964 年

東京大会）について
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③ IOC OVEP toolkit を活用したグループ討議

また 12 月 13 日（月）「筑駒オリンピック・パ

ラリンピック」と称して、高校 2 年生課題研究選

択者が考案したプログラムを通じてオリンピック

教育の考え方を他学年に伝えるという行事を実施

した。主に中学 1 年生と中学 3 年生が参加し、先

輩からのレクチャー後、各プログラムを行った。

実施種目は、「蹴まり」「ブラインド蹴まり」「ブラ

インドフリースロー」「ケッチャ」「バドミントン

1on1」「だまされっちゃ」「バスケットリカゴ」「と

りかご本家 2」以上 8 種である。

ま た 過 去 の 課 題 研 究 で は 、 2020 年 度

「POST2020」というテーマで、ラグビーワール

ドカップ、オリンピックなどのスポーツメガイベ

ント以降のスポーツ・運動にどのように関わるか

自分事として考えるということをテーマに授業を

実施し以下のような内容を行った。

① J リーグ昇格を目指しつつ、渋谷を中心に社

会的な活動をしている TOKYO CITY F.C.の
監督を招き地域クラブの運営について講義を

受けた。

② ラグビーの聖地ともいえる秩父宮ラグビー場

で筑波大学と早稲田大学の公式戦を観戦した。

③ 筑波大学教授、征矢英昭先生を招き、高校生・

受験生の『身心コンディショニング』につい

て講義を受けた。

2019 年度は「きほんのき」というテーマでトレ

ーニングの基本を科学的に学んだ。

2018 年度は「AI によるスポーツ分析」を外部

研究機関（三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング

株式会社 55 期 OB 鈴江氏・その他 5 社）に協力

を得て実施した。台湾との研究交流プログラムと、

東京都 SSH研究発表会において研究発表をした。

タ イ ト ル は The present and future for
basketball and its relations with artificial
intelligence であった。5 団体からそれぞれ AI に
関する数名の専門家を招き授業を行った。国内の

AI のスポーツへの活用については、ほぼ網羅でき

た。

2017 年度は「スポーツ・パフォーマンス・ラボ」

と題し，24 名の生徒を対象にしてパフォーマン

ス・アナリティクスとスキル・トレーニングのふ

たつを柱とする研究活動を行った。

またどの年度においても課題研究のまとめとし

て研究発表を授業内で実施した。

2.3「からだを測る」および姿勢学習

身長・体重・座高・胸囲・大腿囲などの形態測

定、体育授業時における体力測定、立位静止姿勢

写真の撮影、超音波による筋厚・脂肪厚の測定を

実施した。撮影した立位静止姿勢写真を用いた姿

勢学習では、主に自身の姿勢における経年変化（角

度や高さ、ねじれ等）に着目させ、考察を深める

ことができた。

2021 年度の本学習は、例年通り対面授業におい

て実施した学年とオンライン授業形式で実施した

学年があり、後者は自宅での撮影とレポートの提

出を課題とした。

「からだを測る」で使用する姿勢写真撮影会場と

筋厚等を投影する超音波機器一式（対面授業）

「からだを測る」授業で使用したオンライン教

材の一部

（文責：保健体育科・岩田大輝）
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b. 主体的・協働的な学び（アクティブラー

ニング）による探究能力の開発

b1.「身のまわりの環境地図」の取り組み

１．仮説

「主体的な探究活動をするための基礎力育成カ

リキュラム」の一環として、本校中学校１年時に

実施している「身のまわりの環境地図」への取り

組みを紹介したい。これは中学校社会科地理的分

野で実施しているものである。自分の身のまわり

の環境を地図にあらわすという一見シンプルな活

動に、探究的活動を進める多くのポイントが備わ

っている。

２．方法

2.1 身のまわりの環境地図とは

「身のまわりの環境地図」作品展とは、北海道

旭川市で毎年開催されている地図コンクールであ

る。今年度で第 31 回を数える。本校は第６回から

参加しており、毎年中学校１年生を中心に、夏の

課題として取り組ませている。

2.2 作成のプロセス

①まず、４月の入学当初に行う授業ガイダンスで

環境地図について知らせる。夏休み中の宿題とな

ること、テーマが重要であること、本校生徒の課

題は説明文が多くなり、その一方で地図そのもの

に課題があること、などを強調した。

②６月には構想を練るプリントを配布し、各生徒

の準備状況をさぐる。担当者はそれをチェックし

ながら、生徒の問題意識がどの程度高まっている

かを把握する。また、本校生徒の課題がテーマよ

りも地図そのものにあることがわかってきたため、

地図により注力して仕上げるような助言も行った。

③夏休み前に、地図作成のガイダンスを行う。

ａ．テーマ設定

提出されたテーマの傾向を分析し、何が不足し

ているかを伝える。地図のレベルとして、「どこに

何があるか」レベルから「なぜそこにあるかがわ

かる」レベルの地図を作成することが重要である

ことについて、重点的に伝えた。

ｂ．調査

身のまわりの環境地図作成で最も重要なのが、

データ収集である。オリジナルな調査方法や地道

に足でかせぐ調査など、工夫してデータを収集す

ることの意義を説明する。

ｃ．描図

よいデータが集まっても、地図に表わせなけれ

ば、完成とはいえない。記号や色の使い方、ベー

スマップの作成方法などを説明する。具体的な過

去の作品も引用しながらイメージを持たせる。

2.3 環境地図おたすけ講座

近年は夏休みの終わりに、希望者を集めて講座

を開いている。これは、筑波大学免許更新講習の

実践講座の一環として実施しているものである。

希望者は、それまでに作成した地図を持ち寄り、

行き詰まっている点について発表し、参加者のア

ドバイスを仰ぐ。免許更新講習参加者は、授業に

参加して悩んでいる生徒に対してアドバイスを与

えてもらうことにしている。この講座を実施する

ようになって、改めてテーマ設定の重要性を再確

認し、この講座を経験した生徒の地図の質が格段

に上がることが見えるようになった。ただ、今年

度も昨年度に続き、新型コロナウィルスの感染拡

大により、この講座は開催することができなかっ

た。

2.4 環境地図発表会

９月になって提出された地図は、クラスごとに

発表会で紹介される。これは、中学１年生で学ぶ

プレゼンテーションの第一歩となっている。黒板

に自らの地図を張り出し、地図の目的・調査方法・

表現上の工夫・感じたことなどを全員に向かって

話すことになる。クラスで発表を聞いている生徒

も地図作成の経験を積んでいるので、この活動は

大いに盛り上がる。労力をかけて描かれた地図は、

その苦労を共有できるために概して高い評価を得

る。クラスで投票を行い、推薦された上位３分の

１ほどの地図を旭川の作品展に送り、専門家に評

価してもらっている。

３．検証

一昨年度のＳＳＨから、この取り組みを探究型

学習の基礎力を養成するプログラムとして位置づ

けることとなった。免許更新講習の廃止がほぼ確

実な情勢の中、より効果的な指導を行うにはどう

したらよいか、担当者として苦慮している。追っ

て報告できれば、と思う。

（文責：地歴科 宮崎 大輔）
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b2. 東京地域研究

１．仮説

「地域研究」とは、特定の地域をフィールドに

して、５人程度の班ごとに研究テーマを設定し、

取材や現地調査などを実施して、その成果をまと

めて発表する、一連の活動である。地域研究は探

究活動のプロセスに沿って進められることから

「総合的な学習の時間」に位置付けられ、学年の

生徒全員が、中２・中３・高２とフィールドを変

えてそのプロセスを三度反復する。これを通して、

探究的な学習の基礎となる資質・能力を高度に育

成することができる。生徒の生活圏をフィールド

にした「東京地域研究」は、本校における体系的

な探究学習の入門編である。

２．概要

首都圏をフィールドに、研究に値するテーマを

設定し、問いや仮説を立て、調査事項を絞り込み、

取材やフィールドワークを行う。そこから得た知

見を報告書にまとめ、それをもとにポスターセッ

ションやプレゼンテーションを実施する。

2.1プレ東京地域研究

時期：中学１年３学期

活動内容：東京地域研究に向けた準備活動である。

５名程度の班であらかじめ行動計画を立て、半日

程度で、アポイントメントが不要な場所（博物館

など）を訪問する。訪問の成果を報告書にまとめ

るため、目的意識をもって現地を観察することに

なる。この活動は、各自の興味・関心をもち寄っ

てテーマを設定し、話し合って進める協働的な学

習のトレーニングとなっている。

2.2東京地域研究

時期：中学２年１学期

活動内容：研究したい分野ごとに班分けを行い、

班ごとに話し合って研究テーマを絞り込み、２日

間（2021 年度は 5/19,20）のフィールドワークで

訪問する場所を選定する。例年の研究方法として、

企業や官公庁などに生徒がアポイントメントを取

り、事前に質問票を送って取材をする形が中心で

ある。ところが、2021 年度は covid-19 感染拡大に

より、この方法は大きな制約を受けた。その対応

として、生徒には野外観察など様々な研究方法を

開拓することを促し、オンライン会議ツールによ

る取材も選択肢とした。これにより、本格的な本

格的な自然観察や希少生物の生態調査などを実施

する班が現れ、例年よりも研究の幅が広がった面

もある。

「東京地域研究」では、首都圏の特徴を反映し、

研究テーマが多岐にわたる傾向がある。たとえば、

「スーパーコンピューターの用途と将来につい

て」「スポーツでのＡＩ活用」「産業用ロボットの

開発」「小規模河川における絶滅危惧種の保全活

動」「五輪会場周辺のバリアフリー環境」など、科

学・技術や都市開発に関連したテーマも多い。こ

こでの研究を端緒に、高校での課題研究など個人

で研究を深めるケースもみられる。

＜訪問の様子（理化学研究所計算室にて）＞

＜発表の様子：野外観察を行った班＞

３．検証

各班がそれぞれ興味深い研究テーマを設定し、

問いを立てて調べ、話し合いながら考察を深めて、

その成果を表現することができた。コロナ禍にお

いても、探究学習の入門としての東京地域研究の

機能は変わることがない。

（文責：中２担任団（校外学習担当）・山本智也）
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b3. 東北地域研究

１．仮説

東北地域研究では，訪問先、調査内容の決定な

ど、研究遂行の基礎力を活かした，宿泊を伴うフ

ィールドワークが実施される。訪問先の感染症対

策に従い、慎重な姿勢で臨むこととなった。訪問

後は短期間でスライド作成を行い、クラス内で資

料を共有した。クラウド環境を利用した学習は、

生徒達の協働的な探究活動が生まれると思われる。

２．概要

2.1事前学習

4月 10日に訪問先作りを行ったが、緊急事態宣

言による宿泊場所の変更により、実際のルートづ

くりは 6月上旬よりスタートした。授業や行事の

関係もあり、話し合いの時間を作ることが困難で

あったが、クラウド環境を利用して自宅でも作業

を進めさせた。事前学習としては本校歴史科、地

理科による講演会に加え、オンラインでの学習会

（白神地区、津軽藩の歴史、津軽弁）を行った。

2.2 現地研修

2021年 7月 9日～11日に実施し、3日間テーマ

に関係するフィールドワークを行った。今年度は

感染症の状況を考え、例年行っている取材形式の

形を原則とらず現地訪問のフィールドワークを基

本とした。2 泊 3 日に短縮されたこと、宿泊場所

が青森市内での連泊になった関係で、訪問先は白

神方面、八戸方面、恐山方面、奥入瀬方面など、

広範囲にわたった。

2.3 事後発表

全 23班がスライドでの資料を作成し，クラスご

とに発表会を行った。スライドを利用した協働学

習は慣れているため、訪問後すぐに資料を作成し、

発表会を実施した。学校で作業時間を設けたのは

4 時間分であり、それ以外は放課後などの時間を

活用し、クラウド上で作業を行った。

感染症対策を考え、発表会はクラスごとに行った。

また、夏季休暇中の課題として班ごとにポスター

の制作を求め、学年全体で資料の共有を図った。

以下に，2021年度の研究テーマを示す。

３．検証

緊急事態宣言により、予定していた日程での地

域研究が中止となり、宿泊場所、訪問先が変更と

なった。訪問先への配慮を最大限考え、取材の形

は原則行わなかったが、クラウド環境を利用して

の、スライドの作成、ポスター作成についてはス

ムーズに行うことができた。現地を訪問し、問い

を検証する形までは望めなかったが、これからの

フィールドワークの方法を考えるきっかけとなっ

た。今後、感染状況が続くようであれば，オンラ

イン取材を積極的に取り入れる等、従来とは違う

方法を考えていく必要があると思われる。

（文責：中３校外学習委員会顧問 渡邉隆昌）

テーマ

A1 陸奥湾で漁業について学ぶ

A2 青森県陸奥湾周辺の沿岸漁業について

A3 青森県の自然とその保護

A4 青森の自然を知る

A5 郷土料理を通して文化を知る

A6 青森の郷土料理を美味しく食べる

A7 りんご産業について

A8 リンゴ産業の現状と未来

B1 青森県の土産

B2 青森県における魚介類が消費されるまでの流通

B3 ホタテの流通

B4 青森の自然、生物について

B5 青森の地域限定◯◯

B6 津軽地方の伝統工芸品と背景の暮らしに迫る

B7

弘前城をはじめとした様々な城を見ることで、戦国・

江戸時代における津軽氏の治政を探る

B8 八甲田雪中行軍遭難事件についての追体験と調査

C1 青森における森林が果たしてきた役割と今後

C2 白神山地の特異点、特徴、その未来について調べる

C3 奥入瀬渓流の植生観察

C4 青森の水産資源及び市場の動きの特色とは何か

C5 歴史や人々の関わりから見る、青森の漁業・水産業

C6 明治期産業革命における津軽に引き起こされた影響

C7 人々との関わりなどから見える温泉の魅力
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③ 探究型学習を実践するための

プログラム開発とサポート体制

a. 筑波大学との連携（筑波大学訪問）

１．仮説

大学の研究室を 1 日訪問し、大学の研究に直接

触れて研究者と対話することで、生徒たちの探究

心，研究活動に対する関心や意欲を高めること、

さらには自らが主体性をもって行う「理科課題研

究」および学校設定科目「課題研究」への動機付

けが期待できるという仮説の下，本校では 2019

年度まで毎年，中学３年，高校２年の全生徒によ

る筑波大学研究室訪問を実施してきた。

当企画は感染症蔓延防止の観点から 2020 年度，

2021 年度と相次いで大学側の受け入れが難しく

なったため実施できなかったが，ここでは例年の

実施形態および今年度の筑波大学との連携企画に

ついて述べる。

２．方法･内容

例年，７月に高校２年生全員，年明け２月に中

学３年生全員が茨城県つくば市の筑波大学を訪問

していた。高校２年生は「課題研究」が始まって

すぐの時期であること，中学３年生は高校への連

絡進学を控えて進路や学問に対する興味関心を喚

起するのに適していることが，この時期に設定し

ている意図である。

いずれも日帰りの企画で，中学３年生は全体講

演と個別の研究室訪問，高校２年生は各研究室で

ゼミナール体験やワークショップへの参加等を行

っていた。また，研究室の都合で時間が空いた生

徒は，大学図書館の見学などもすることができた。

実施に当たっては，筑波大学教育推進部社会連

携課を通した全学的な協力を得て，学年全生徒を

受け入れてもらえるよう，毎年 20 近くの研究室が

本校生徒のためのプログラムを用意してくれた。

昨年度と今年度は，学年生徒全員による研究室

訪問は実施できなかったが，高校２年生の課題研

究においては，過去の高大連携プログラムでのつ

ながりを生かし，オンラインで生徒の探究活動に

指導・助言をいただく講座もあり，これまで実施

してきた本企画の恩恵を，わずかではあるが感染

症禍のさなかにある高校生にも還元できた。

３．検証

これまでの筑波大学訪問企画に関する効果およ

び実施課題の検証については，以下の点が指摘さ

れてきた。

①大学の広大なキャンパスと研究環境を間近で体

験することにより，ともすれば遠く漠然としがち

な「将来学びたい学問」に対する生徒のイメージ

を具体化させるのに役立つ

②中学３年生向けのプログラムでは本校 OB の筑

波大学教員による全体講演があり，その内容は学

問のみならず，生徒自身の将来設計や進路に対す

る意識を高める効果がある

③事後アンケート調査では，多くの生徒がそれぞ

れの研究室が用意する体験プログラムに高い満足

感を示しており，生徒が学ぶこと，探究すること

の楽しさを感じられるプログラムとなっている

④あわせて事後アンケート調査では，「研究室訪問

が自らの学習に役立つ」と考える生徒の割合も高

く，特に「課題研究」「理科課題研究」に取り組ん

でいる高校２年生にとっては，自らの興味・関心

のある探究テーマについて具体的な示唆を得る機

会につながっていると考えられる

⑤筑波大学までは生徒の各自宅からつくばエクス

プレスを利用しても片道２時間以上かかる場合が

多く，地理的には不利、負担になる面もある

このうち①と③については残念ながらオンサイ

トで実際に出向く，触れるといった体験が基盤に

あるため，ここ２年間はその機会を十分に確保で

きているとはいえない現状がある。一方で，④に

ついては，この２年間も細々と課題研究の各講座

のなかで，これまでの蓄積を生かして多少なりと

も価値は創造できたのではないかと考えられる。

また，②についても SSH 企画ではないものの，同

窓会等の協力を得た講演会や，各学年の探究学習

にあわせた外部講師，オンライン進路懇談会によ

る OB との懇談など，ある程度の機会は確保でき

たと考えられる。その際，オンラインであれば⑤

の地理的制約がないという副次的効果もあった。

今後は，長引く感染症禍のもとで，大学と築い

てきたつながりを絶やさぬよう，希望者だけでな

く学年全体に波及するような新たな連携プログラ

ムを創出することも求められるかもしれない。

（文責 研究部・須藤 雄生）
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b.東京医科歯科大学高大連携プログラム

1．仮説

単科医科大学の高大連携プログラムに参加すると、
医療に興味を持つ生徒にとって、重要な経験となり、
今後の進路を考える上で、視野が広がるのではない
か。

２．概要と実践報告

近年、継続して行ってきている「東京医科歯科大学

高大連携プログラム」であるが、今年度も、昨年度同

様、コロナの影響により、残念ながらオンライン開催と

なった。

ただ、オンライン開催ゆえに、元来行き帰りにかかる

はずの時間が省け、制約の少ないもと、気軽に参加で

きるためか、例年は参加していなかった高校３年生の

申込も、今年度についてはあった。

高校１年生から３年生にかけて、その学年によって

その進路意識が異なる可能性はあるものの、オンライ

ンならではのキャパシティで実施することができた。

2.1 当日のプログラム

当日のプログラム内容を以下に示す。

日  程：２０２１年１２月１０日（金）

時  間：１５：００～１７：００

実施方法：オンライン（Zoom）による実施

次  第：１５：００～１５：３０

入試アドバイザーによる大学紹介

（質疑応答含む）

１５：３０～１６：００

医師の診療風景とインタビュー（動画）

整形外科 藤田 浩二 先生

手術風景・コロナ対応

リハビリテーション科 酒井 朋子 先生

コロナ対応・一般診療

耳鼻咽喉科 堤 剛 先生

手術風景・コロナ対応中の

一般診療について

肝胆膵外科 赤星 径一 先生

ダ・ヴィンチ手術

  １６：００～１7：００

OB 現役大学生との対話

  医学科３年生１名、６年生 ３名

2.2 当日の具体的な内容①～ミッション・ポリシー～

ここでは、大学紹介など、具体的な内容をいくつか

ピックアップして紹介する。

まずは、東京医科歯科大学のミッションやアドミッシ

ョンポリシーについての話があった。

【ミッション】

「知と癒しの匠を創造し、⼈々の幸福に貢献する」

【アドミッションポリシー】

東京医科⻭科⼤学は、本学の基本理念に共感し、

本学で学ぶという強い意志をもった多様な⼈材を国

内各地のみならず世界各国から受け⼊れたいと考え

ています。

本学の使命は、研究者・医療⼈のリーダーを育て、

広く社会・⼈類に貢献する⼈材を育成することです。

それを実現するためには、幅広い教養と知識や、医

療・⽣命科学への旺盛な好奇⼼のもと、問題を発⾒

し、解決していく能⼒が必要となります。

また、本学に⼊学し培われた経験は、⽇本国内の

みならず、世界に発信していかなければなりません。そ

のためには、国内外に幅広く⽬を向け、医療・社会に

貢献・還元するという使命感を在学中から意識し、卒

業後に実践していく能⼒が必要です。

このように、本学で学ぶために必要な基礎学⼒と、

それをさらに発展させる⼒、⾃ら考え学習する能⼒と、

それを⽣涯にわたって継続する⼒と意志、年齢相応

の成熟度を備え、社会に貢献するために必要な倫理

観およびこれから伸びる⼒を有している⼈材を求め

ます。

仮に進学先が東京医科歯科大学でなくとも、大学

には、ミッションやポリシーがあり、そのもとにさまざま

な活動があるということを、生徒たちが認識したこと

は重要だったと思う。

単なる偏差値や入試難易度ではなく、このような視

点で、自分に合った大学選びをする、という一見、当た

り前のことが、案外おろそかになっている生徒が、本

校にも存在しているかもしれない。

先進的で探究的な授業や行事を実施している本

校こそ、生徒それぞれが「自分を知る」という機会に

数多く恵まれているはずで、それを踏まえた進路選択

ができるプログラムは非常に重要で、その意味で、高

大連携プログラムは今後もより発展的に行ってい行く

必要があると感じた。
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2.3 当日の具体的な内容② ～ECFMG～

また、⽶国における、医学教育分野別評価機構

（ECFMG）についての話もあった。この話は、実は重

要であるのだが、案外知られていないきらいがある。

医学教育の国際的認証を受けている医科大学・医

学部の卒業生でないと、2023 年以降、米国の医師

国家試験の受験資格が認められない。

と宣言したというものである。これは、国際標準の

医療教育を考える上では、欠かすことのできないトピ

ックスで、「2023 年問題」とも言われている。

このような、自分自身のキャリアの可能性に大きく

かかわることについての情報を深く知ることができる

のも、このプログラムの魅力である。

生徒たちは、先ほどのミッション・ポリシー同様、単

に入試難易度では到底はかることのできない「大学

ごとの特色」の存在を知るとともに、それを学ぶ重要

性も知るのである。この経験があれば、他の医学部は

どうなのか、偏差値以外の観点（そしてその方がいう

までもなく本質的）で各大学を見ることができよう。

2.4 当日の具体的な内容③ ～医師による動画～

大学紹介の後、各診療科の先生のインタビュー動

画を視聴した。本来は、手術の動画も見られる予定で

あったが、手違いで見ることができず、残念であった

（例えば、肝胆膵外科では、ダ・ヴィンチという最新手

術用機械による手術が紹介される予定であった。こ

の機械は、３億５000 万円もするもので、高校と大学

の規模の違いを思い知らされるトピックスであろう）。

インタビューの内容では、先生が専門を選んだ理

由、高校時代の思い出、大学の印象、意思をやってい

てよかったことなどが話された。このような高校時代

の話などになると、生徒たちも親近感がわくのだろう

と感じられた。

2.5 当日の具体的な内容④ ～OB との対話～

最後に、１時間程度、参加した生徒たちとＯＢとの

対話を行った。

生徒たちは、オンラインだからか、あまり積極的に質

問できなかった。そのため、ＯＢ一人ひとりから、高校

時代の勉強の仕方、海外の体験や大学での様子な

どについての説明があった。

実際に活躍しているＯＢからの話は、生徒たちにと

ってはさらに身近に感じるもので、刺激となったようで

ある。

３．検証 ～アンケート結果より～

事後アンケートを行ったが、必須ではなかったため

か、３名のみの回答であった。

１．本学訪問について、５段階で評価してください。

全く無意味 ０

有意義ではない ０

普通 ０

有意義だった ０

とても有意義だった ３

２．プログラム全体の時間についてお聞かせくださ

い。

もっと短く ０

もう少し短く ０

ちょうど良い ３

もう少し長く ０

もっと長く ０

以上のように、少ないながらも、非常に好評であっ

たことがうかがえる。

また、自由記述では以下のような回答があった。

・これまで医学部や東京医科歯科大学については

漠然としたイメージしかなかったのですが、どのよ

うな環境であるのか分かりやすく話してくださり、

ためになりました。ありがとうございました。

・実際に同じ高校出身の先輩の話を伺えたのが

良かったです。

やはり、大学を深く知るということが、生徒の「参加

して良かった（意義深かった）」につながるのであろう。

内容がどうあるべきか、など細かい点はいろいろある

かもしれないが、どういう形であれ、大学を深く知ろう

とするプログラムを経ることによって、生徒たちが自ず

と普段考えないことを考えるのだと思う。

本来なら、大学に赴き、研究室訪問などを行えれば

さらに知ることができるのだろうが、そうでなくても、大

学との繋がりを感じるプログラムは意義深い。

（文責：今和泉卓也）
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c.日経サイエンス社連携 明治大学

「中高生が学ぶサイエンス講座」

１．仮説

2014 年から 2019 年まで６年間にわたり，日本

経済新聞社／日経サイエンス社の協力の下、最先

端企業の研究者・専門家による講座として『SSH

スペシャル企画 社会発見！サイエンス講座』を

実施してきた。本企画は，本校と企業とが連携を

図り、普段見ることのできない施設や装置に触れ

る機会を用意することで、科学技術に対する生徒

の興味・関心の幅を広げられるという仮説のもと

に行ってきた企画である。

当企画が感染症蔓延防止の観点から実施困難と

なり，今年度は同じく日本経済新聞社／日経サイ

エンス社の協力の下，新たに大学の教授を本校に

招いた特別講義と最先端技術の実演を行う企画を

実施した。

２．方法･内容

以下，本年度の実施概要を述べる。

日時： 2021 年 10 月 2 日（土）13:30～15:00

場所： 本校 50 周年記念会館

講師： 明治大学総合数理学部先端メディアサイ

エンス学科長 宮下 芳明 教授

演題：「2050 年の未来をどう生きる？」

参加生徒：中１から高３まで約 15 名

内容：

講演の開始前には，校舎外で犬型ロボット

“Unitree A1”の実演が行われ，文化祭準備のた

め登校していた生徒も足を止めて操作体験に興じ

ていた。

講義は，技術革新の科学史を「構想」と「普及」

の両面からひも解き、「肖像画家」「電話交換手」

「エレベーターガール」など，現在ではほぼ消滅

した職業があること，一方で 3D プリンターや拡

張現実，テレワークといった技術革新の「構想」

自体は，私たちの知っているよりはるか前から存

在していたことなどをとともにあげながら，変化

に対応し未来を創る柔軟さに重点をおいたもので

あった。「『将来このような技術が生まれるだろう』

という構想，ビジョンは研究者にとってかなり早

い段階から見ることができる。しかし，その技術

がいつ実現し普及するかの予測が難しい」という

実感のこもった言葉が印象的であった。

そうしたなかで，現在宮下教授が行っている研

究の一端として，味覚をメディアとして記録・編

集・伝送する技術が紹介された。

質疑の時間には，生徒から，「脳とコンピュータ

ーをつなぐ技術」という興味深いテーマに触発さ

れての質問が多く出された。特に，人間とコンピ

ューターの関わり，それにともなう倫理的な側面

の問題など，踏み込んだ質問にも丁寧に答えてい

ただいた。

Unitree A1

質疑応答の様子

３．検証

以下は，アンケートの自由記述欄に寄せられた

生徒の感想の一部である。

・意識したことのない新しい見方を体感した。だ

が考えればそれは「現存概念を用い類似のモノを

研究している」ということだそうだ。例えば視覚

制御→眼鏡であるなら味覚制御→味ディスプレイ

ということ。現状から拡張して研究できるという

嬉しい気付きを得た。
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・数十年前に考えられていたものが最近使われて

いたりするように、この講義の主題である「2050

年の未来をどう生きるか」にもいえると思いまし

た。具体的には今「こうしたい」「ああしたい」と

思っても周りの人にただの妄想だとバカにされる

ようなことも，数十年後にはその考えが支持され

るといったことです。

・人間の脳の研究が進み、電気信号を読み取れる

ようになったということです。それに驚くととも

に、とても面白かったです。

・味を自由に調節して再現できる技術におどろい

た。また毒物についての味覚もはたらかせること

ができると知り、とても興味を持った。塩味を強

められるフォークが発売されたら、ぜひ使ってみ

たい。

・前に sns 等の中毒性について書かれた本を読み、

人間が技術に適応すべきなのではなく技術がそう

するべきだという主張があったことを本文を書い

ているときに思い出した。なぜ技術はあるのか等、

興味深い講義だった。

・新たな技術が開発され、それによって世の中が

変化しようとする時には、必ず懸念の声が上がる

ものだ。しかし、変化を恐れていてはそれ以上の

発展は無い。失敗してもいいから何事もまずはや

ってみる、作ってみる、使ってみる事が大切なの

だと学んだ。

・味覚や嗅覚に対して実際とは異なる味、匂いを

電気信号でつくりだせることが分かった。そこで、

この技術を応用してスマホなどで動画などを見る

ときに撮影者が体験した味覚や嗅覚を特別な機械

を使わずに感じることは可能なのかということに

関心を持った。

・脳から読み取れる情報から人間や動物の思考を

読み取ることや、逆に感覚器官に微弱な電流を流

すことで見たい映像を直接見せたり好きな味を再

現したりすることができるという研究が興味深か

ったです。

・味を調整するスプーンの問題点である人の反応

をどうするのかが気になりました。今の知らなか

った最新技術をしれて、未来について考えること

ができてよかったです。

日経サイエンス社との連携講座では，本期５年

間の前半では主に企業との連携として，以下のよ

うな講座を実施してきた。

2017 年度・2018 年度

清水建設株式会社（研究所訪問）

セコム株式会社（校内実施）

株式会社エリジオン（校内実施）

2019 年度

清水建設株式会社（研究所訪問）

公益財団法人鉄道総合技術研究所（校内実施）

本講座の特徴は，ものづくりや科学技術に興

味・関心の高い少数（10～20 名程度）の生徒が，

最前線の現場に触れられることで，より深く学ぼ

うという動機付けを与えるところにあった。今年

度は企業との連携ではなく大学との連携講座とい

うことで，特定の分野に興味の高い生徒だけでな

く，これから興味のアンテナを張っていこうとい

う中学生の参加も目立った。

一方で高校生は，自由記述の感想からも見て取

れるように，講義のテーマに深く入りこみ，議論

となるポイントを鋭くとらえて講師の宮下教授に

質問していくシーンが印象に残った。独創的な研

究とその背後に触れ，生徒には刺激的な学習体験

となったのではないかと考えられる。

本講座はもともと９月の実施を計画していたが，

国の感染症蔓延防止措置などの影響でいちど延期

され，10 月第１週の土曜開催となった。例年の「社

会発見！サイエンス講座」は 12 月と３月に行って

おり，高校３年生には参加しづらい時期であった。

今回も学校行事（文化祭準備）の立て込む時期で

あったが，それゆえか「ものづくり」への関心が

高まっている高校３年生が校内で多数活動してお

り，彼らがロボットの実演操作にちょうどハマ
、、

っ
、

て
、
積極的に参加するという，主催側も予期してい

なかった思わぬ効果があった。つくづく，こうい

った仕掛けはタイミングだと感じた次第である。

連携先の日本経済新聞社・日経サイエンス社に

は，本校の生徒が特にどのようなことに興味を持

っているか，長年の連携企画を通してよく汲んで

いただいており，今年度も感染症対策などの難し

い情勢のなかであったが，質の高い連携講座を展

開することができた。この場を借りて感謝申し上

げたい。

（文責 研究部・須藤 雄生）
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d. 水俣実習／福島フィールドワーク

《水俣実習》

１．仮説

「科学者の社会的責任を考える」授業づくりの

一環として、水俣に関する課題探究学習を行っ

た。高校２年生で実施している課題研究「水俣か

ら日本社会を考える」の現地実習である。課題研

究という授業となって６年目となり、生徒自身

が、自ら課題をたてて探究するという学習活動を

行っている。生徒が課題を探す場合、ある問題に

関する学習や実地の経験によって、自らの関心に

沿った課題が見つけやすくなり、探究が進むこと

が考えられる。実際に実習に行くことにより、事

前の学習で学んだことをより深く認識できること

や、問題の多面性に気づき、その後の各自の課題

探究につなげることが期待できる。昨年度は現地

へ行くことが叶わなかったが、今年度は投機に実

施することができた。

２．方法

2.1 水俣に関する学習

事前学習に関しては、例年どおりテキストや映

像資料を用いて進めてきた。テキストとして高峰

武『水俣病を知っていますか（』岩波ブックレット）

と原田正純『水俣病』を使用して、水俣病の歴史

や現状について知識を共有した。また、映像資料

としては、ＮＨＫ戦後史証言プロジェクト「日本

人は何をめざしてきたか 第２回 水俣」2013・

7・13放送（90分）、「水俣病－その 30年」土本典

昭監督（1987年制作、89分）を使用した。ま

た、上映中の映画、『MINAMATA』の鑑賞も行った。

今年は高校２年生の生徒 16 名が参加し、２名の教

員で授業を担当した。

2.2 実習

昨年度は実習を行うことができなかったが、今

年度は、新年１月４～７日の日程何とか実施する

ことができた。新型コロナウィルスの感染者が急

増する中で、本当にギリギリのタイミングで実施

することができたことになる。

１月４日（火）１日目

船で水俣湾をめぐる・水俣に聴くプログラム① 

１月５日（水）２日目

歴史考証館・水俣病資料館・県立環境センター

フィールドワーク（百間排水口・親水護岸等）

水俣に聴くプログラム⓶・反省会

１月６日（木）３日目

国立水俣病総合研究センター

水俣に聴くプログラム③④⑤・反省会

１月７日（金）４日目

水俣に聴くプログラム⑥

水俣に聴くプログラム⑥

実習後の活動 研究内容の発信

実習後、それぞれが担当したプログラムのまと

めと考察についての発表会を行い、下級生に公開

した。発表内容について皆で検討し、報告書にま

とめる。さらに個人で設定した研究テーマについ

て、レポートの形でまとめる活動を行う。

３．検証 今年度の課題研究と今後の活動

現地に行くことができたことが何より幸運で、

このことによる教育的な効果は計り知れないと考

えている。予算の関係上、来年度以降水俣実習を

続けられるかどうかは不透明であるが、この活動

で培った実践を、今後も形を変えて活かしていき

たいと考えている。   （文責：宮﨑 大輔）
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《福島フィールドワーク》

１．仮説

昨年度は、オンラインでの実施となったが、東日

本大震災・東京電力福島第一原子力発電所の事故

から 10 年が経過した今年度は、灘校（兵庫県）、

高槻校（大阪府）との３高合同で、２泊３日の「ふ

くしま学宿」に生徒達とともに参加した。

今回の焦点は、エネルギー分野を中心に発達し

てきた福島県の歴史を通して、地震・津波・原発

事故という「複合災害」を経験した福島のありの

ままの姿（光と影）と、各分野で復興に挑戦して

いる人々（ヒューマン）との対話を通じて、これ

からの未来に視野を広げ、自分事としてどう生か

すかということである。

２．方法

2.1 事前学習

11月 25日に事前ガイダンスを受ける前に、各自

がオンデマンドで福島についての基礎的内容を視

聴したうえで、３校合同での事前ガイダンスに臨

んだ。そこでは、福島県観光物産交流協会の職員

の方と、今回のツアーでフィールドパートナーと

して同行してくださった「まちづくりなみえ」の

事務局次長菅野孝明さんから、今年度における「ふ

くしま学宿」の流れなどをお話していただき、そ

の後、各班に分かれてグループワークを行った。

「学宿」の参加者は、中学 2年生 2名、高校 1年

生 5名、高校 2年生 3名（当日 1名が不参加）、引

率教員 1名であった。ただし、初日の移動で常磐

線の遅延が発生し、出発が６時間以上遅れたため、

当初予定を２日間に凝縮するような形となった。

2.2 実習①（「見る」）

①福島水素エネルギー研究フィールド…再生可能

エネルギーを利用した世界最大級となる 10MW の

水素製造装置を備えた施設を見学した。

②浪江町請戸地区…震災遺構となった浪江町立請

戸小学校の半壊状態のままの状況を見学し、近く

の高台に設置された大平山霊園で津波の恐ろしさ

について体感した。

③国道 6号線…車窓から帰還困難区域を眺める。

延々と続くバリケードと震災時そのままの家屋が

残る、時間が止まった光景を目の当たりにした。

④東日本大震災・原子力災害伝承館…甚大な複合

災害の記録や教訓とそこから着実に復興する過程

を収集・保存・研究している施設を見学し、経過

や復興へのあゆみの全体像を学んだ。、

⑤富岡町夜の森地区…帰宅困難区域がまだ多く残

る地域で、隣接する場所にも戻って住む人がいな

い現状を観察した。

⑥JAEA 楢葉遠隔技術開発センター…福島第一原

子力発電所の廃炉作業を推進するためのロボット

の開発と実証実験を行う施設を見学した。

2.3 実習③（「聞く」）

①佐藤秀三…浪江町行政区長会会長。震災避難時

の役割分担の重要性や地域の世話役として活動さ

れている体験について。

②二本木俊介…初代イオンなみえ店店長。町と相

互に協力し、利用者のニーズや意見をヒアリング

した形での店舗経営の実践について。

③東京電力社員…原発事故の概要・廃炉の進捗状

況や、原子力発電の今後について生徒と対話。

④前川直哉氏…福島大学特任准教授。2014 年に灘

校教諭を退職し、福島へ転居して子供たちの学習

支援を行う活動を継続。自分事ととして考える重

要性を生徒に気づかせた。

⑤秋元茉耶氏…日本原子力研究開発機構大熊分

析・研究センター。技術でのふるさと復興に貢献

したいという想いと研究分析について。

⑥及川友好氏…南相馬市立総合病院院長。福島第

一原発の 30 ㎞圏内の中核病院で、震災直後から

現場の指揮を執った経験について。（オンライン）

最終日にはワークショップを行った。これから、

考え続けたいテーマとそれにどのように向き合う

かを話し合い、福島で学んで変化したことについ

ても議論を深めていた。福島の現状について理解

を深めたことで、震災・原発事故の教訓をローカ

ルな問題とせず、持続可能な社会・地域づくりの

実現や、自分自身の行動変容につなげ、将来につ

いてどう生かすかを考え、探求することが期待さ

れる。この「学宿」の意義はそこにあるだろう。

（文責：社会科・関口岳）
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ｅ. 科学部・化学部 理科実験教室

１．仮説

社会貢献・地域貢献の一環として始めた化学部

生徒による理科実験教室は、その年度のテーマを

1 つに絞り年間 3 回（下記参照）実施している。

この実験教室は、実験講師を担当する部員達の

企画力・サイエンスコミュニケーション能力の育

成に確実に効果があり、SSH プログラムとして継

続すべきものと考えている。

２．内容

covid－19 の影響で、中学科学部・高校化学部の

生徒が講師を務める理科実験教室が実施出来ない

状況が続いており、生徒間での情報共有が難しく

なっている。特に、本校会場の企画の場合には、

ある程度のアクシデント（器具などの忘れものな

ど）にも対応できるが、大子町理科特別実験教室

と目黒区立駒場小学校サマースクールでは、本校

から実験器具など必要な資材を全て持ち込みで行

っているので、そのような対応が非常に難しい。

つまり、十分に余裕を持って準備活動を行わない

と実施が難しいことを、化学部生徒も教員も把握

しておく必要がある。これらの企画の趣旨説明な

どは教員から行っているが、各小学校の状況など

については、従前は先輩と後輩の間で引き継いで

来たのが、途絶えているのが現状である。

10 年以上継続しているこれらの企画は、化学部

生徒がサイエンスリテラシーやサイエンスコミュ

ニケーション能力を向上させるには、とても良い

企画である。本校の卒業生には、大学生になって

も同様の活動を実施しているサークルに参加して、

実験教室や講演会などを行っている者もいる。

本年度は、目黒区立駒場小学校から開催の打診

があり、参加児童の人数を制限し、感染対策を講

じることで実施することとした。

2.1 実施概要

(1) 「筑駒アカデメイア」公開講座（本校主催）

実施せず

(2) 目黒区立駒場小学校サマースクール

（本年度は本校会場）

「『プラスチック』を知ろう」

日時：7 月 27 日（火）

場所：本校化学実験室 14:00～16:00
講師：高校生 10 名、中学生 5 名

(3) 大子町理科特別実験教室 実施せず

2.2 実験内容

実験を通して、身近なプラスチックについての

性質やどのような使われ方をしているのかを知る。

(1) 取り出そう

方法：洗濯のり(PVAc)とエタノールを混ぜて、プ

ラスチックを取り出す。冷やしたり、温め

たりして変化を確認する。

結果：氷水で冷やすと硬化、手で温めると軟化

(2) 薬品で溶かそう

方法：アセトンに小さくちぎった発泡スチロール

を入れる。これを、茶こしに入れてから熱

湯(約 90℃)に浸す。

結果：減容した発泡スチロールがお湯に浸した茶

こしの中で膨張する。

(3) 温めよう

方法：ポリスチレンコップにペンで文字や絵を描

   く。これをオーブントースターで加熱する。

結果：コップが収縮して、（元の）丸い円盤状にな

る。描いた文字や絵はいびつに変形しなが

ら収縮する。

３．検証

参加した児童へのアンケートには「楽しかった

し、プラスチックのことをよく知れた」、「学校で

はやらないことを分かりやすく教えてくれた」な

どの記述が多かった。一方で、講師役を務めた本

校生徒は、「小学生の反応を見ながらゆっくり話

す」、「なるべくただ説明するのではなく、相手が

自分で考えるようにうながした。」などの感想が多

く、実験結果を通して「科学」に対する共通理解

を深められるように努力をしていた事がうかがえ

る。今後も科学の裾野を拡げられるように継続し

ていきたいと考えている。

図 実験中の様子

（文責：化学科 吉田哲也）
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f．課題研究「障害科学：ともにいきる」

1．仮説

本課題研究は視覚・聴覚・肢体不自由・知的・発達

障害、免疫機能障害、性的マイノリティ等、多様な障害

種について、医学的側面からの障害理解のみならず、

障害者の生活実態や社会的障壁や心のバリアなども

含めて知見を深め、「ともにいきる」ことを深く考究する

機会としている。年 11~13 回の講座は毎回テーマを

変えて、年齢、専門家、医師、当事者など多種多様な

方々から講義を聞き、交流・擬似体験ができるよう企

画している。それぞれの立場から捉える障害への知見

を深め、体験を重ねることにより、現状の社会の課題を

認識し、今後の社会について考え、自らが実践できる

力を養うことを目的としている。

以下、2021 年度のプログラムである。●SSH事業

・第１回「障害とは」「聴覚障害者と情報保障」

東京大学 中條麟太郎氏（OB）

・第２回「ブラインドサッカー・視覚障害を理解する」

    視覚特別支援学校 山本夏幹氏（ パラリンピックコ

ーチ）

・第３回「免疫不全症候群を通して、ともにいきるを考える」

国立国際医療研究ｾﾝﾀｰ 塚田訓久氏

・第４回「肢体不自由のある本人・家族のお話・交流」

桐が丘特別支援学校石田周子氏、卒業生

・第５回「『LGBTQ』を使わないで」

茨城県人権教育講師 河野 陽介 氏

「聴覚障害を知ろう、手話教室」

本学 水江 光希 氏

・第６回「発達・精神障害の支援」

東京大学学生相談支援室 准教授 渡邉慶一郎氏

・第７回「双極性障害の当事者として～」

博士（学術） 與那覇 潤 氏

●第８回「情報保障とユニバーサルデザイン（以下、UD）」

●第９回「工学的な人支援」

本学サイバニクス研究センター 鈴木健嗣 氏

附属大塚特別支援学校（知的障害）お楽しみ会参加

・第１０回「肢体に不自由があるとは」

心身障害児総合医療療育センター所長小崎慶介氏

●第１１回「プロジェクションマッピングを活用した交流」

大塚特別支援学校（知的障害）小学部と交流

●第１２回「聴覚障害がある高校生との交流を通して情報

保障を学ぶ」 附属聴覚特別支援学校高等部

本年度は科学的な視点での取り組みとして①有識

者・当事者参加型の成田国際空港での UD の取り組

み（第 8 回）、②本学サイバニクス研究センターと本

学附属大塚特別支援学校（知的障害を伴う自閉症の

教育に特化した特別支援学校）と連携をした「人を支

援する工学技術」を学ぶ講義・グループワーク及び交

流会（第９・11 回）、③聴覚障害のある高校生との交

流で要約筆記などの情報保障を体験的に学ぶ機会

（第 12 回）を設けた。これらの活動は、障害と科学が

融合した「ともにいきる」社会の実現の構築につなが

るプログラムとなったので、その成果について検証す

る。ここでは①について報告する。

２．方法（概要）と実践報告

2.1「障害者支援技術と UD について～成田国際空

港の UD の取り組みを通して～」講座

【実施日】 2021 年 11 月 13 日（土）

【授業時間】10：30～16：30 （昼休憩を含む）

【講師等】

1. 須田裕之氏 筑波技術大学 名誉教授

2. 関根千佳氏 株式会社 UDIT 会長

3. 橋口亜希子氏  橋口亜希子個人事務所

4. 松森果林氏 UD アドバイザー

5. 田中幸司氏 成田国際空港株式会社

6. 村山はるか 手話通訳士（フリーランス）

7. 丸山垂穂 手話通訳士（フリーランス）

【授業内容】

＜午前＞ 10：30～12：30
【須田裕之氏、関根千佳氏】

・「情報保障と障害者支援～多様な困りごとバリアフリ

ーコンフリクトに対する取り組み～」

・情報の UD
＜午後＞ 13：30～16：30
【橋口亜希子氏、松森果林氏、田中幸司氏】

・「発達障害を通して障害とは何かを問う」

・「音のない世界と音のある世界をつなぐ」

・「成田国際空港での UD 推進の取り組み」

・「全体を通しての質疑応答」

昨年に引き続き、聴覚障害者と視覚障害者に特化

した筑波技術大学で情報技術の研究をされていた須

田裕之氏に依頼し、「情報保障と障害者支援を学ぶ」

講座を設けた。他の講師は須田氏から紹介を得た。

UD推進委員メンバーで研究者・起業家・障害当事者

である(株)UDIT 会長の関根千佳氏、発達障害を手

がかりに UD コンサルタントをしている橋口亜希子氏、

聴覚障害当事者で UD アドバイザーの松森果林氏、

空港関係者である田中幸司氏である。それぞれの立
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場から UD 推進委員会での取り組みについて語って

いただいた。

写真 1 須田氏の情報保障と障害者支援の講義

実践事例として、「建築デザイン」「ハード・ソフト連

携による視覚障害者誘導」「知的・精神・発達障害へ

の対応」「カームダウン・クールダウンルーム」「UD ト

イレ」等具体的な取り組みの紹介もあった。

様々なテーマに対して、多様な立場の方から、多様

な視点で議論をし、「安全・安心（事故防止）」「誰も

がわかりやすい（空間認知）」「誰もが使いやすい（ユ

ーザビリティ）」を具体化していったプロセスは、本講

座が目指している共生社会の実現にとっても重要な

観点であった。関根氏からは「かわいそうな障害者の

ための UD であると思っていたら大間違い」との指摘

を受け、明日は自分も障害がある状態になるかもしれ

ない、という当事者の立場に立った視点でUDを考究

することができるようになっていた。

写真２ UD トークによる情報保障の様子

UD トークによる文字情報

保障を行った。UD トークを初めて知る生徒も多く、情

報保障の実際を体験する機会ともなった。

３．検証（まとめ）

生徒の感想は以下のとおりである。

・デジタルサイネージといった、必要な情報を届ける

ための技術などについてとても興味を持った。情報に

アクセスすることは個人の人権であるというのも、再

確認した。

・障害者が何も困ることなく生活できるかどうかは、

もし自分が障害を持ったらどうだろうかと考えること

でわかるということにはなるほどと思った。僕たちは将

来働くとき何に取り組むにせよ、そのような視野を持

ちながら仕事に臨まなければならないなと思った。

・海外に比べて日本では大きく UD などに対する取

り組みが遅れているということを初めて知った。また、

海外では障害者と健常者をわけるのでは無く、一緒

の空間にいるようにするということに驚いた。

UD を手掛ける人と

して話を聞け、非常に良い経験となった。

・CM にも字幕があるべきであると言うことに初め

て気づかれた。実際に CM を見たとき字幕ありとなし

ではびっくりするくらい情報量が違った。

・以前成田空港へ行ったとき、特段 UD だとか考え

ることなく快適な空港としてしか捉えていなかったこと

を踏まえて、それこそが UD のあるべき姿と思った。

・UD の実用例や developmental disorder と訳さ

れる発達障がいについて、カームダウンルームなどの

新しい知識を得ることができ非常に興味深かった。

写真３ 近隣小学校で UD の授業を行った様子

今年度は、プログラムでの学習内容を踏まえて、受

講生の数名が、近隣小学校の 4 年生を対象に「障害

とは何だろう？」「ユニバーサルデザインについて」の

特別授業を実施した。彼らがプログラムを通して学習

した内容を、小学校教員に助言をいただきながら、小

学 4 年生の発達段階に合わせたものに再構成し、授

業化することができた。彼等自身が受け身の受講生

から脱却し、課題に主体的に取り組み成果を発信した

という一連の活動は、まさに探究的なものであったと

言える。受講生が学んだことを小学生に伝承していく

ことを継続していきたい。     （文責：早貸千代子）
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g. 数学課題研究発表活動支援

①仮説
本校の「課題研究」「理科課題研究」は，教育課程に

おいて，まず高校 2年生に 1単位設定され，各教科が
開講する講座のなかから，全員がいずれかを選択して
受講する。数学科では毎年講座を開設している。2021
年度の講座名は「理数探究数学への道」とし，受講生
徒自身が自らの感性で数学の様々な側面に注目して課
題をそれぞれに設定し，各自の内容について発表や議
論を通じて受講生全員で考察や研究を進めることを掲
げている。

②実施概要
今年度は新型コロナウイルスの感染状況も少しずつ

落ち着き，1 学期から対面をベースに実施した。時間
割内で設定された「課題研究」の枠においては，筑波
大学数理物質系よりアソシエイト・坂井公先生，准教
授・スコットカーナハン先生をアドバイザーとして迎
えるとともに，筑波大学の大学院生や数学課題研究
OBにも加わってもらい，活発な議論を交わした。
しかし，外部の発表会の多くは，昨年と同様にオン

ライン開催となっており，モチベーション維持も少し
難しい状況の中で，生徒達は研究に励んだ。主な発表
の場として以下の 3つの研究会から生徒が選択し，参
加した。

(ⅰ) 東京都立多摩科学技術高等学校主催
「東京都内 SSH指定校合同生徒研究成果発表会
及び教員研修」(7月)

(ⅱ) 明治大学先端数理科学インスティテュート主催
「第１回 高校生のための現象数理学入門講座と
研究発表会」(10月)

(ⅲ) 大阪府立大手前高等学校主催
「マスフェスタ（全国数学生徒研究発表会）」(12月)

さらに，1 月の課題研究オープンでは，高校 1 年生
の見学はもちろんのこと，筑駒OB数名に来てもらい，
発表を見て意見をもらう機会を独自で設ける取り組み
を検討中である。また，最終的には研究成果を論文と
してまとめ，例年通り SSH課題研究として，論文集を
発行することにしている。

(ⅰ) 東京都内 SSH指定校合同生徒研究成果発表会
及び教員研修
最初の発表の場として，7/21(水)に開催された東京

都立多摩科学技術高等学校主催「東京都内 SSH指定校
合同生徒研究成果発表会及び教員研修」を選択し，代
表生徒発表会において本校生徒 1 名が zoom によるオ
ンライン口頭(スライド)発表を行った。本校生徒の発
表は非常に興味深いものであったが，他校の多くの生
徒の発表は理科の内容となっており，司会やオーディ
エンスからの反応や質問が薄かったのが，少々悔やま
れることとなった。

(ⅱ) 高校生のための現象数理学入門講座と研究
発表会
多くの生徒は，10月に実施された，明治大学先端数

理科学インスティテュート（MIMS）主催「第１回 高
校生のための現象数理学入門講座と研究発表会」内の
高校生による研究発表会を最初の発表の場として目標
に定めた。
この企画は，MIMS が 2011 年から 2018 年まで実施

していた「高校生による現象数理学研究発表会」を引
き継ぎ，2021年から新たなプログラムとして立ち上げ
られたものである（2019年は台風による中止，2020年
は新型コロナウイルス感染症の広がりで未開催）。今ま
では「口頭発表またはポスター発表」による研究発表
のみであったが，数理的視点を自然や社会の理解に活
用する面白さを一流の講師が語る入門講座と，高校生
による研究発表会の二部構成になり，多角的な視点か
ら現象数理学の魅力を伝え，現象数理学の裾野を広げ
ることを目的とした企画になった。本校は，前身とな
る発表会に 2011 年から 2018 年まですべて参加してお
り，第 1回となる新企画でも高校 2年「課題研究」の
選択者が，自らの研究の中間発表も兼ねて，第 2部の
「高校生による研究発表会」に参加することとした。
研究成果を「A4サイズ縦，5ページ以内，PDFファイ
ル」の形式で作成して，オンラインでアップロードし
た後，明治大学の審査員による審査を経て，表彰され
る優れた研究のみが，当日にオンラインで発表する流
れである。
高 2 課題研究数学選択生徒 19 名のうちから，15 名

がレポートを提出し，1 名が「優秀賞」を受賞し，
10/10(日)にzoomによるオンライン口頭発表を行った。
表彰されるものを含めたすべてのレポートのタイトル
は次の通りである。
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・円形会議場での効率的かつ安全な会議方法【優秀賞】
・ネタ曲投稿祭
・ラテン方陣による高次元方陣への応用
・ガチャと期待値
・変わったロシアンルーレット
・End-Nimの木グラフへの一般化
・クラス内における感染症拡大の独自モデリング
・街灯の配置の最適化
・相加平均，相乗平均の拡張
・「医療格差」の解消に向けて
・試験の問題配置
・折り紙の 4次元への拡張
・図形の決定条件について
・リンク・スライダーの最適行動について
・dubins pathとリニア中央新幹線

受賞者は，審査結果の連絡の後，発表動画（10分以
内，音声付きスライドも可）を短期間で作成し，発表
会当日に動画を流すことで発表し，審査員からの講評
と共に表彰された。受賞者以外も視聴者として参加で
き，上記を含む 5件の発表動画を視聴できた。また，
受賞できなかった研究についても，後日，審査員から
の詳細な講評を文書でいただいた。今後の研究に向け
て大変参考になる記述で，授業での講評返却時，生徒
も真剣な眼差しで見入っていたのが印象的であった。

(ⅲ) マスフェスタ（全国数学生徒研究発表会）
大阪府立大手前高等学校主催「マスフェスタ」が

12/25(土)に現地での実施となったため，2名の生徒が
ポスター発表に参加した。発表タイトルは『文化祭準
備における人員配置の最適化』『無限個の基数と有限
桁数での非負整数の表記法』である。
多くの発表の場がオンラインでとなる中，現地で発

表ができる大変貴重な機会となった。本年度は 34校，
延べ 48本と，昨年度よりも多くのポスター発表が行わ

れた。本校生徒の研究内容は，現象数理学に近い内容
が 1本，純粋数学の内容が 1本となっていたが，他校
の高校生からも，来校した先生方からも，非常に興味
を示してもらえるような良いテーマ・研究内容であっ
た。質疑応答にもしっかりと対応しており，教室内の
オーディエンスは途切れず，充実した時間を過ごして
いた。初めてのポスターセッションに緊張する様子も
あったが，終了後には 2人とも満足した表情を見せて
おり，非常に参加意義の高い発表会であった。

③検証
様々な発表会への参加を通して，自らの研究を客観

視することや，審査員や聴衆へ分かりやすく説明する
アウトプットの機会とするとともに，他者の研究発表
を見聞きし，お互いの研究の理解を深める場としての
効果も期待した。レポート・ポスター・発表動画作成
を通して自らの研究を客観視するという目標は十分に
達成されたと考えている。また，2021年度は，オンラ
イン授業の充実が分かった中でも，やはり対面で同級
生と議論を重ねる機会が貴重であることを生徒も体感
している様子であった。テーマ設定の段階から議論を
積み重ね，自ら課題を見つける探究型の活動を取るこ
とで，学習指導要領改訂に伴い，2023年度高校2年生」
より導入される「理数探究」へと繋がる，授業の形式
や内容を継承していきたいと考えている。

（文責 数学科 森脇）
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h. 高３課題研究生徒発表会

１．仮説

高３課題研究（理科課題研究）は、選択必修と

して設定している高２課題研究（理科課題研究）

に引き続いてさらなる研究を深めたい生徒のため

の選択科目として設定しているものである。その

研究成果を対外的に発信する機会として、９月に

課題研究発表会を設定した。この発表会への準備

および当日の発表・質疑を通して、発表生徒のプ

レゼンテーション能力の向上のみならず、聴衆と

して参加する生徒の探究意欲の向上も期待できる

ものと考えている。

２．方法･内容

今期５年間を通じて、当発表会は９月の土曜に

外部からの参加も可能な形で設定してきた。一方

で、感染症蔓延防止の観点から、昨年度について

は開催を中止、今年度についてはオンライン開催

とし、後日録画を外部公開可能な形で編集するこ

とにした。以下、今年度の概要について述べる。

日時：2021 年 9 月 25 日（土） 14:00～16:00

場所：本校 50 周年記念会館（配信本部、

Google meet を用いたオンライン開催）

参加者：教員、生徒（中学生／高校生）約 20名

司会者：高校自治会役員会生徒２名

発表者：高校３年課題研究／理科課題研究履修者６名

研究発表タイトル（口頭発表５報）：

課題研究（国語）

図書室の改善について、生徒の立場から考える

課題研究（障害科学）

「ともにいきる」とは

理科課題研究（生物）

ミジンコは光がお好き？

理科課題研究（生物）

大腸菌ラクトースオペロンの遺伝子発現調節

課題研究（数学）

円の弦の中点が描く軌跡に関する考察

参加者は、事前に発表会用で設けられた Google 

Classroom にメンバーとして登録することとし、

要旨の配布や共有、当日の meet への誘導とアンケ

ートの回収等はすべて Classroom 上で行った。当

日は特定の学年のみの土曜登校日であったが、例

年とは時間を変更して帰宅後でも視聴できる時間

に設定し、すべての学年の生徒がオンラインで参

加できるようにした。

司会進行は以前より高校生徒自治会に依頼して

おり、今回も同様の形式をとった。司会生徒は２

名で、１名がオンライン、１名は配信会場で司会

進行を行った。

以下は、録画された当日の発表・質疑の様子で

ある。
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３．検証

事後のアンケートでは、以下のような感想が寄

せられた。なお、この記述のなかには、発表者に

よる感想も含まれている。

《全体を通して》

・他のフィールドの発表というのはなかなかお目

にかからないので、非常に興味深く思いました。

・数学の発表がもっとも興味をそそられた。まだ

まだ分かっていないころもあるというのをきい

て、もっと大きなものへと繋がっていくのでは

ないかと興味を持った。

・内容は難しかったが、「GeoGebra」というソフ

トが面白そうで、興味を持ちました。

《国語科（図書館学）の発表について》

・図書館とあまり縁はないですが、意外と工夫が

こらされてますね。

・アンケートを自分も取るべきだったと痛感しま

した。

《保健体育科（障害科学）の発表について》

・そもそも「障がい」とは何なのか？深く考えさ

せられました。

《理科（生物）の発表１について》

・丁寧な説明があり、また、実験をグラフにまと

めていてわかりやすかったです。

《理科（生物）の発表２について》

・生物の挙動は面白いなって思わされます。

・内容が少し難解でした。

《数学科の発表について》

・好奇心をそそる、大変アクロバティックで楽し

い発表でした。初等幾何で完結しているのが素

敵です。

・数学が苦手な自分でもきちんと理解できた。

今期SSHの前半３年間では、当発表会について、

以下の効果と課題があがっていた。

1.それぞれの研究成果について、生徒独自の着眼

点からの研究を生徒自身が生き生きと語る姿が

印象に残り、発表者だけでなく聴衆の生徒の満

足度や意欲向上の効果も高い

2.外部の発表会で研究発表を既に経験した生徒が

同級生や後輩の参加しやすい校内開催という環

境のなかで成果を発表できることも、前述の効

果を高めている

3.９月の土曜日開催であり、本校の学校暦上当日

校内にいない学年があったり、他の校内外の活

動との兼ね合いがあったりして参加者が少なく

なりがちである

以上の３点について、今年度の成果と課題をま

とめ、５年間の総括に代える。

1.今年度の事後アンケートにも昨年までと同様の

記述が見られるように、生徒それぞれが独自の

研究成果を自分の言葉で語ること、それをリア

ルタイムに聴くことは、ともに意欲の向上や知

的好奇心の満足といった面で効果が大きいと考

えられる。今年度は特に、発表者が他の発表に

ついて質疑を活発にかわす姿も目立ち、発表者

と聴衆の両方を経験することによる相乗効果も

期待できることが見て取れた。

2.外部の発表会を経験した生徒にとっては、研究

発表の内容そのものだけでなく、そのときに受

けた質疑や感想などの経験を同級生や後輩に語

ることができる場としても、本発表会が機能し

ている。もともと高３の発表会として学校行事

等のかねあいもあり必ず９月に設定している本

発表会であるが、全国 SSH 生徒研究発表会が８

月であり、本校では例年ここに高３が参加して

きたことからも、９月という開催時期には妥当

性はあると考えられる。

3.一方で、９月という時期設定は発表者との事前

打ち合わせや進捗の確認、および、参加者を募

集するための開催告知が夏季休業中になり、進

行しづらいという難点もある。本年度は図らず

もオンライン開催によって「当日登校しない生

徒は参加しづらい」という問題点が解消できた

という成果もあったが、対面でないことも影響

してか、参加者増とまではいかなかった。また、

オンライン開催ではあったが外部への公開も技

術的な面から断念するなど、新たな課題もまた

持ち上がった。

今期の SSH が終了した後も，新教育課程におけ

る理数探究の導入など，生徒の探究活動を支援す

る取組が終了するわけではない。これらの検証を

ふまえ，効果の高い面についてどのような形で継

承していくか，模索していきたい。

（文責 研究部・須藤 雄生）
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i. 台湾台中第一高級中学との研究交流

①三宅島フィールドワーク

１．初めに

本校は，2009 年より台中市立台中第一高級中

等学校（以下、台中一中）との交流事業を行って

いる。本年度の研究交流会は，現況を鑑みてオン

ラインで実施することを 5 月に判断し，海外渡

航が困難であるため，生徒の研修を国内で実施

する方法を模索した。交流会は，2022 年 1 月 7
日に，台中一中とオンラインでの実施とし，本来

ならば台湾で実施していたフィールドワーク先

を，これまで台湾での研修と同等，または違った

観点での研究ができる場所として，東京都三宅

村を選択した。そこで，本研修を「Miyake Island 
Academy Tour for Taiwan (MSAT2)」と銘打ち，

台湾での研究交流会に向けた事前研修として実

施した。

２．仮説

2.1  Miyake Island Academy Tour for Taiwan 
(MSAT2)
三宅島はこの 50 年で 4 回の噴火を経験してい

る火山島であり，特に 2000 年大噴火は全島避難

となるほどの規模だった。その影響は現在も色濃

く残り，島のいたるところにジオスポットが点在

している。そこには，植生遷移を中心とした生物

学・活火山と共生する為のＳＤＧｓの観点での観

光資源・地層や溶岩層を観察できる地学的な観点，

火山活動を通して地球力学を学ぶフィールドとし

て規模と立地を含め，研修に適していると判断す

ることとなった。フィールドワークを実施するだ

けではなく，台湾交流会での研究発表を意識した

研究合宿という側面も持たせることで，物見遊山

ではない研修旅行とすることで，交流会での研究

発表の質の向上を目指すことを最大の目的とした。

2.2 事前学習と研修の目的

現地研修施設を利用することで，高 2 課題研

究の中で研究している生徒は自身のテーマを研修

で深めることを目的とした。本研修の事前計画は

以下の通り：

・7 月 キックオフミーティング

・8 月 研究計画の作成

・9 月上旬: 第二回全体ミーティング

・10 月上旬:第三回全体ミーティング

・10 月中旬:三宅島 FW 事前学習

・11 月 3 日(水)夜出発 ~ 11 月 6 日(土)夜帰着

三宅島 フィールドワーク

・11 月下旬:第四回全体ミーティング

事前学習では三宅島（伊豆諸島）の植生研究の

専門家である筑波大学生物資源学群の上條隆志教

授をアドバイザーに迎え、様々な観点で三宅島に

関する講義を実施した。また，本研修において，

それぞれの研究テーマについて発表の練習等を実

施することで，研究内容の深化を目指すことがで

きる，という仮説の元に実施を迎えた。

３．方法

筑波大学生物資源学群の上條隆志教授より、FW
先選定のヒントを多く頂いた。

3.1実施概要

三宅島 FW の実施概要は以下の通り。

日時：2021 年 11 月 3 日（水）〜11 月 6 日（土）

参加者：高校 1 年生 5 名、高校 2 年生 8 名

上條隆志教授に同行頂き，現地ネイチャーガイ

ドと共に植生遷移についてのレクチャーを中心に

様々な観点から活火山を目の前にしたフィールド

ワークを展開するとともに，参加生徒１３名それ

ぞれが課題研究と各自のテーマについてのセミナ

ーを２日間行った。

現地での研究セミナーの様子

ジオスポットでの現地ガイドのレクチャー
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3.2 行程

三宅島研修の行程は以下の通りである。

●11/3（水）

22：30 竹芝桟橋発

●11/4（木）

5：30 錆ヶ浜（阿古港）旅客船ターミナル着

8：35〜9：00
三宅島交流センターにてオリエンテーション

9：00〜17：00 FW①

七島展望台・新澪池・新鼻新山・大路池・アカコ

ッコ館・サタドー岬・三七山展望台・ひょうたん

山・椎取神社・島役場跡

17：00～18：30
三宅島交流センターにて振り返りとミーティング

●11/5（金）

9：00〜12：00 FW②

メガネ岩・火山体験遊歩道・伊豆岬

13：00～16：00
高１：FW③七島展望台・坪田林道

高２：三宅島交流センターにて研究発表スライド

作成と発表練習

●11/6（土）

8：20〜12：30 三宅島交流センターにて

生徒研究成果発表会（全員口頭発表）

12：35 錆ヶ浜（阿古港）旅客船ターミナル発

19：50 竹芝桟橋着 解散

４．検証

4.1 台湾での FW の代替企画として三宅島での

FW と研修を企画し，実施を迎えた。事前学習で

三宅島の植生についてや，島ならではの研究の観

点を学んだおかげで，参加生徒全員が三宅島で充

実感を持って研究に取り組むことができた。参加

生徒の感想には，「今回のフィールドワークを通し

て、島民が、ときに人間が制御できない自然の中

で、その自然とともに生活を営んでいることを実

感した。これが今回の三宅島研修で、なにより印

象的なことだった。そしてこのことは、実際に島

を歩いてみて、あるいは島の人の話を聞いてみて、

初めて得られる感覚だと思う。もし来年以降三宅

島に来る機会があれば、ぜひ訪れてほしいと思う。」

というものもあり，現地で得られた経験は，それ

ぞれの研究成果だけではないことが示されている。

4.2 現地での発表会を通して，「今まで一人で続

けてきた研究成果等についてプレゼンテーション

という形で言語化し、他の研修生と共有できたこ

とで、成果や課題点等をより明確化できたように

感じます。」というような感想を持った生徒が大半

であり，今回の発表会形式での研修は大きな効果

があったと言える。また，現地ネイチャーガイド

からも様々な観点で発表に関するアドバイスを受

けることもあり，今回の研修で育まれた能力はプ

レゼンのスキルだけではなく，多様な観点での研

究姿勢の育成にも及んでいることが分かる。

（文責研究部 三井田裕樹）

現地での研究発表会の様子

FW での豊かな植生についてのレクチャー

参加者集合写真
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②オンライン研究交流

１．初めに

本校は，2009 年より台中市立台中第一高級中

等学校（以下、台中一中）との交流事業を行って

いる。今年度はその 13 年目にあたり，その間に，

各教科における課題研究の指導やプレゼンスキ

ルの向上などが図られてきた。応募生徒の数も

多く，本校の国際交流の代名詞ともいえるプロ

グラムである。

交流は主に，隔年 5 月に台中一中の生徒約 60
名を本校に迎えるプログラムと，毎年 12 月に本

校生徒が台中一中を訪問して行うプログラムに

よって構成されている。本年度も、新型コロナウ

イルス感染拡大を受け、旧来のように渡航して

交流事業を行うことは困難となったため、昨年

度に続きオンラインでの交流を実施した。

２．仮説

2.1 課題研究の発表と交流

昨年同様オンライン研究交流であるが、今年度

違うのは、事前に「三宅島フィールドワーク」が

入ったことで、これは海外に行けないのでせめて

国内での研修を行おうという意図から計画したも

のであった。実際に「三宅島研修」とのタイアッ

プが決まると、昨年よりも参加希望者が多くなり、

高 2・8 名、高 1・5 名という構成である。仮説の

1 番目は、オンライン交流も 2 年目となり、昨年

体験した生徒も加わっていることから、より積極

的な交流ができるのではないかということである。

2.2 プレゼンテーション事前指導の有効性

三宅島研修となった理由の 1 つはアドバイザ

ーとして:筑波大学の上條隆志教授がおり、現地

に研究施設があるということであった。計画は以

下の通り：

・10 月上旬:三宅島 FW 事前学習 1
・10 月中旬:三宅島 FW 事前学習 2
・11 月 3 日(水)夜出発 ~ 11 月 6 日(土)夜帰着

三宅島 フィールドワーク

・11 月下旬:研究発表アブストラクト

(Abstract)・学校紹介提出

→1 発表につき 1 点、pdf ファイル 2 ページ

・期末考査後(12/11(土):プレゼンテーション・

リハーサル

・12/17(金):オンライン台中一中研究交流会（実

際には、台中一中の都合で 2022 年 1 月 7 日に

実施。

仮説の 2 番目は、この三宅島での事前研修が有

効なのではないかということである。

３．方法

オンライン研究交流の実施にあたり、昨年同様、

例年とは異なる流れとなった。

3.1 オンライン切り替えへの打診

今年度は年度当初から対面授業を展開しておい

たが、新型コロナウイルス感染の影響はまだ強く、

海外渡航し現地交流という段階にはとても進まず、

5 月には先方の本校訪問も中止となり、本校の訪

問もオンラインでの切り替え案を先方にメールで

打診し、6 月下旬にオンラインでの実施可能との

返答を受けて 7 月にはオンラインでの実施を決定

した。9 月以降の選抜及び予定については前項で

示したとおりである。

3.2 実施概要

日時：2022 年 1 月７日（金）9：00〜13：40
会場：本校オープンスペース

参加者：高校 1 年生 5 名、高校 2 年生 8 名

先方と接続するオンライン会議システムには、

Google Meet を使用した。本校生徒と台中生徒は

それぞれの学校の会場（本校は図書館）で一同に

会し、スクリーン（電子黒板）に Google Meet の
画面を写しながら互いの映像と音声を外部接続カ

メラとマイクで送った。本校側は、発表の際には、

Google Meet の画面共有機能を使って互いのスラ

イドを先方のスクリーンに映した。台湾との事前

接続テストは 10 日前に一度実施し、音響の不具

合により前々日にも再度接続確認を行った。

3.3 プログラム

研究発表会のプログラム自体は、例年 12 月に

台中一中で実施している形式とほぼ同様に実施し

た。司会進行は台中一中の生徒が務め、両校の校

長や代表生徒による挨拶、文化交流として台中一

中生徒による楽器演奏、学校紹介が行われた。本

校は高 1 生徒が学校紹介および三宅島の生態紹介

を行った。その後、本校高校 2 年生と台中一中の

生徒からそれぞれ 6 件ずつ英語による口頭発表を

交互に行い、最後に質疑応答の時間を設けた。
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(1)スケジュール（日本時間）

8：30〜 接続開始

9：00〜9：14 開会式

9：14〜10：00 文化交流

10：00〜10：05 休憩

10：05〜11：05 研究発表第 1 部（４件）

11：05〜11：10 休憩

11：10〜12：10 研究発表第 2 部（４件）

12：10〜12：15 休憩

12：15〜13：15 研究発表第 2 部（４件）

13：15〜12：25 質疑応答

13：25〜13：40 閉会式

(2)本校生徒の研究発表テーマ

本校高校 2 年生 8 名から研究発表が行われた。

テーマは以下の通りである。

1 Combinatorial Game Theory and Tree Nim

2 The Rigidity Theory
3 Quadcopter with Arduino flight controller
4 New Sound Effector using Microcomputer
5 Fabrication of a walking robot using esp32
6 LED Glow Poi, made with M5stickCplus
今年度は 1，2 が数学、3 以降は物理系の発表で

あるが、理論というよりドローンやロボット、

LED といったモノづくり的な発表で、専門でない

聴衆にも楽しめるプレゼンとなった。

プレゼン会場の模様（右にプレゼン用電子黒板）

４．検証

２点の仮説についてそれぞれ検証した。

4.1 オンライン研究交流 2 年目となり、より積極

的な研究交流になるのではないか、という点であ

るが、まず、研究発表としてスクリーンを通じて

より可視化できるテーマが増えたことがあげられ

る。偶然の面もあるかもしれないが、ドローンや

ロボット、LED というのは実際に提示して、動き

なども見え、プレゼンテーマとしてより適してい

るようにも思われる。数学関係でも、図示化する

ことで、より理解しやすいプレゼンになっていた

ように感じられた。そのせいもあるのか、昨年よ

り質疑応答が活発になり、相手校から 3 件、本校

からも 2 件の質問があり、それぞれがお互いの研

究により関心を持っていることの証明にもなった。

また、研究交流終了直前に QR コードによる Line
のアドレス交換も始まり、直後からお互いが個々

のレベルで交流する姿も見られた。

4.2 三宅島での事前研修の有効性であるが、これ

は、12 月の英語プレゼンテーションワークショッ

プで如実に表れた。例年はこの時期まだプレゼン

スライドなど十分固まっていないのであるが、今

回は事前研修でプリ研究発表を行い、大学専門家

や本校引率教員から様々なアドバイスが出て、ワ

ークショップの段階でかなり仕上がりが見られた。

やはり一泊して、お互いの研究を評価する場は貴

重であると思われる。今回の新型コロナウイルス

感染拡大により、オンライン会議システムによる

教育活動が世界的に広まっており、オンラインで

の交流は今後ますます活発になっていくと考えら

れる。本プログラムを通して、生徒はオンライン

でも活用できるコミュニケーション能力を身につ

けることができたと考えられる。

（文責研究部・国際交流：八宮孝夫）
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j.他 SSH 校プログラムへの参加（立命館）

1．仮説

海外の学校と連携するようなSSH校プログラムへ
「物理」をキーワードに参加すると、生徒にとって、ある
いは教員にとって、視野が広がるのではないか。

２．方法（概要）と実践報告

立命館中学校・高等学校による「国際共同課題研

究」事業に本校が参加した。

昨年度に引き続き、今年度もオンライン中心のプロ

グラムとなった。参加した生徒は、高 2 課題研究の

「物理」を選択している河西くんと、「化学」を選択し

ている名手くんの 2 名であった。

今年度の特徴として、本校と海外の高校だけでなく、

もう１つの日本の学校を合わせた 3 校での共同研究

となった。

もう１つの学校は、本校が探すことを要求された。そ

こで、高専を含む、いくつかの学校を候補に挙げ、最

終的に、本校から最も近い駒場東邦高等学校にお願

いをし、引き受けていただいた。

駒場東邦高等学校からは、模擬国連などに参加す

る生徒と物理部の部長を務める生徒の 2 名が参加し

た。国際協力が必要なプログラムであるので、英語が

得意な生徒が多いのは、ディスカッション等において

大いにポジティブに働いた。

2.1 学習会

まず、参加する生徒たちは以下の「学習会」に参加

した。講演会で、研究するということはどういうことか、

具体的にわかりやすくレクチャーしてくれた。

なお、この段階で、“もう１つの学校”（駒場東邦高

等学校）が完全に決定してはいなかったので、本校

生徒だけが視聴する形となった。

日時：2021 年 6 月 5 日（土）13：30～16：00

授業形態：オンライン ZOOM 開催

第１部  13:30～14:30 分  講演会

講師：林 左絵子 先生（国立天文台准教授、

TMT プロジェクト カリフォルニア事務所）

演題：「月、火星、そしてその先へ」

第２部  14:30～15:30 国際共同課題研究の

実施に向けて

「国際共同課題研究で目指すもの」

立命館大学          田中 博 氏

「異文化間協働で伸ばしてほしい力」  

立命館大学          堀江 未来 氏

「国際共同課題研究の開始に当たって」    

立命館高等学校      廣松 光一郎 氏

「Japan Super Science Fair での発表につい

て」   

立命館高等学校  武田 菜々子 氏

第３部  15:30～16:00  研究協議

第 1 部、第 2 部の内容についての質疑や今後の

方向性についての協議

図１ 学習会で示された計画

（実際は 11 月初旬の JSSF がメインで、１月の発表

会はなくなってしまった）

2.2 科目のマッチングの難しさ

この SSH 事業に参加する際には、「物理」的分野

で共同研究をすることを想定した。

研究テーマとして提示された subject は、数学、物

理、化学、生物等であったが、「物理」で手を挙げたと

ころ、海外のどの学校も「物理」を選択しておらず、

「生物」が多かった。

このことから、海外の高校においては、「生物」や

「化学」といった科目のほうが人気がある（あるいは

スタンダードである）ということなのかもしれない。た

だ、立命館高校とつながりのある海外の高校が、一般

的な海外の高校とみなせるか、まではわからない。

Subject の変更を余儀なくされ、立命館側からの

助言もあり、“computer science”とした。今年度の

「物理」の課題研究では、マイコンを用いるものであっ

たので、この subject 名ならば、「物理」でなくても、

親和性があるあろうと考えた。その結果、１校、グアム

の高校とマッチングすることができた。

こうして、共同研究する 3 校が決まった。

・筑波大学附属駒場高等学校

・駒場東邦高等学校

・St. John’s School（グアム）
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ただ、実際に、最初のミーティングを行ってみると、

グアムの高校の生徒たちは、プログラミング経験に乏

しく、共同研究においては、こちらからプログラミング

に関するティーチングを行う必要が生じてしまった。

海外の高校とは、科目のスタンダードも違うので、

互いのイメージする研究を「齟齬なく」行うためのマッ

チングは重要であり、また、難しい。

一度組んでしまうと、走り出すしかないので、その前

に、互いの興味や理解の状況を確認し、その上で続

けるかどうかを考える機会があってもよいと感じた。

2.３ ミーティング

３校がマッチングされると、あとはこの学校間でスケ

ジュール調整を行い、zoom を用いながら、研究活動

を進めていく。

以下は、行った公式ミーティングである。それぞれ、

60 分から 120 分程度行った。

第１回 ： 7/13 17:00～

第２回 ： 7/21 15:00～

第３回 ： 7/30 19:00～

第４回 ： 8/13 19:00～

第５回 ： 9/ 4 1８:00～

第６回 ： ９/２８ １８:00～

第７回 ：１０/ 6 18:30～

第８回 ：１０/16     １９:30～

第９回 ：１０/２９     １９:30～

それ以外の時間においても、生徒間で、SNS など

を用いて、活発に議論を行っていた。このようなツール

は、zoom などの発話によるコミュニケーションだけで

なく、現代的なコミュニケーションの能力を向上させて

くれるもので、参加生徒にとって、大いに有益な経験

となったと思われる。

今回は、前述のように、科目マッチングがやや不整

合な状態であったので、テーマ決めやテーマの絞り込

みに多くの時間を割いた。そのため、本格的な研究活

動に入るのが遅くなってしまい、顧問（筆者）がもう少

し「交通整理」をするべきだったと反省している。

2.４ 英語での共同発表会 Japan Super 

Science Fair (JSSF)

すべて zoom で行われた。口頭発表は、以下の時

程で計 2 回、3 校合同で、リレー形式で行った。

11/3 １１:３０～11:45

１１/4  19:25～19:40

図２ zoom での口頭発表の様子

（テーマ名 Home Agriculture Gauge using IoT）

図３ zoom での口頭発表の様子

（実際に、作成したプログラミングとともに、演示実験

をしながら発表した）

直前まで、SNS を用いた意思疎通を行い、綿密な

準備をしていた。３校の生徒がとても良いバランスで

協力して発表していた。英語もよく準備され、質問も

出て、活発な議論が行われた良い発表であった。

3．検証

海外の学校とも連携するSSH校プログラムでは、
「物理」は思った以上に受けがよくなかったので、仮
説は正しくなかった。違う科目のほうがよいのかもし
れない。

ただ、subjectの不整合があっても、海外の学校を
含んだ共同研究活動は、生徒にとって、実用的な英語
力の向上や国際理解といった点で大いに意味がある
ことは仮説の通りであった。   （文責：今和泉卓也）
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k. SSH プレゼンワークショップ

１．仮説

本校生徒は理科や数学などで高い能力を示して

いるが，各種研究発表でそれらを発揮するには，

英語力とともに効果的にわかりやすく伝える力が

必要である。この目的のため，本校では専門家に

よる指導を行っている。ワークショップに参加す

ることで，生徒のプレゼン技術と自信の両面をさ

らに伸ばすことができると考えられる。

２．方法

２.１プレゼンテーション・ワークショップ

「日本科学未来館」所属の Vierheller 夫妻を招

き，‘Learn to Present’と題されるプレゼン講座を，

今年も３回開催した。ただし、今年度はコロナ禍

の下、全てオンラインでのプレゼン作法について

の講座であった。

① 第１回（7 月 8 日／高 2 釜山国際高校とのオン

ライン交流参加生徒対象）

「プレゼンテーション能力向上ワークショップ」

7月 12日にオンライン交流を控えた生徒に対し

て、画面共有、ブレイクアウトルームでの効果

的なプレゼン方法を伝授。

オンライン上での効果的やり取りを伝授

② 第２回（12 月 11 日／台中一中との研究交流生

徒対象）「台湾プレゼン 6 チームの英語ブラッ

シュアップ」１３名参加。

大スクリーンによるプレゼンテーションにつ

いて、留意点を伝授。

③ 第３回（3 月 12 日／中１・中２希望生徒）ビ

ギナーズ用。スピーチの声の強弱，イントネー

ション，アイコンタクト，身振りなどを実際に

体験させながら細かく教えていく。

２.２ 第 2回プレゼン指導詳細

Vierheller 氏は、事前にコメント用にダブル・ス

ペースのプレゼン原稿を提出させ、各生徒が発表

すると同時に、表現のわかりにくい部分に赤を入

れていく。生徒は自分の研究の原稿を読むのに必

死だが、聴衆に事前にその研究についての予備知

識が全くないことが意識されていない。折角説明

を聞いても、取りつく島がないことがしばしばあ

る。

スクリプトの添削からプレゼンのポイントまで 3
時間を超える充実した講座であった。特に注意すべ

き語句として「Numbers / Action verbs / Adjectives 
/ Comparison words / Question words / Negative 
words」をあげられた。

  大スクリーンでのプレゼン法を伝授

３．検証

今回の講座からの感想をいくつか挙げる：

・強弱をつける言葉について(数は強調したほうが

良いなど) 身振り手振りについての指導。(意外と

声ばかりに頼っていたところがあったので)

・効果的なプレゼンテーションの作成のしかた（ア

ニメーションなどの視覚的な効果の利用方法な

ど）や，オンライン発表特有の注意点などについ

て学べたことが大きかった．聴衆の注意をどのよ

うに引き込むのかという観点でジェスチャーの使

い方を具体的に指導してくださったことはとても

役立った．

・オンラインでのやり取りが今後の時代において

大切になってくる中で、どのような姿勢で話せば

よいのか非常に参考になった。プレゼンの極意も

教えられた気がする。

まさに講座の意味を言い表したものである。

（文責：英語科・八宮孝夫）
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l. 課題研究「外国語学習の科学」

１．仮説

高 2 の課題研究では「外国語学習の科学／大学

入試研究」という講座名にし，英語の学習に焦点

を当てて，科学的な研究を実施できるようにした。

外国語学習という身近な問題から科学的な研究プ

ロセスを学びつつ，英語の研究論文に触れること

で英語力の養成にも寄与すると考えたからである。

２．方法

2.1 進め方

日 内容

1 5/8 全体のオリエンテーション

2 5/29 この講座のオリエンテーション

3 6/12 白井（2008）1,2 章＋論文発表①

4 6/26

白井（2008）3,4,章＋金谷（2008）1,2 章

＋論文発表②

5 7/14

白井（2008）5,6 章＋金谷（2008）3 章

＋論文発表③

6 9/11 研究テーマの設定

7 10/16 研究のまとめと面談①

8 11/13 研究のまとめと面談②

9 12/13 研究のまとめと面談③

10 1/15 リサーチ結果発表①

11 1/29 リサーチ結果発表②【課題研究オープン】

12 2 月

リサーチペーパーの作成・提出（開講しな

い）

外国語学習について，白井(2008)を教科書とし

て，現在（発刊された時点）までに行われた科学

的な研究を概観し，何がわかっていて，何がわか

っていないのか（あるいはわかりつつあるのか）

を確認した。また，受講生の興味に応じて，教科

書で紹介されている研究論文，あるいは関連する

研究論文を読み，それらをまとめて発表してもら

うことで，当該分野の知識を深めるとともに，第

二言語習得／英語教育の研究手法に慣れ親しんで

もらった。

次に，大学入試について，金谷(2008)を教科書

として，とくに語彙，文法の観点からどのような

出題傾向があるのかを確認した。有志生徒がこの

研究デザインを踏襲し，最新の大学入試を研究し

た。塾通いの生徒が増えている現状に鑑みると，

このような機会で過去問を解くだけではなく，研

究してみるというのは効果的だと思われる。

2.2 課題設定の実際

1 学期間に上記の論文や本を読み，2 学期から

はそれぞれ関心のある研究テーマを出してもらい，

個人面談を重ねることにした。12 月時点での受講

生の研究テーマ一覧を以下に載せる。

【英語学分野】

・付帯状況を表す with の新しい分類の提案

・日英韓の音素比較

・英語らしい主語選択とは

【外国語学習・第二言語習得分野】

・リスニング，シャドウイングのメカニズムとは

・教科書音声と映画音声のスピード比較

・中学文法で洋画をどの程度理解できるのか

・英語表現はどのように定着していくのか

・言語間距離，外国語副作用，脳科学の関係

・語彙学習は分散か集中か

・バイリンガルは使用言語で性格が変わるのか

・初学者にとって語源学習がどの程度有効か

【大学入試分野】

・各種検定試験の語彙レベルは

・受験構文はどの程度日常生活で使われているの

か

・大学入試のリスニングは本当に４択と言えるの

か

・大学入試の語彙・文法レベルは

３．検証

この漠然としたテーマからどのような問いを立

てるかが大変難しい。メールや対面で対話を繰り

返し，受講生がやりたいことを明らかにしながら，

その実現可能性を探り，それなりの達成感が得ら

れるような研究に落とし込むことに苦慮した。そ

れでも，先行研究を漁り，そこから自分なりの研

究疑問を立て，それに答えるようなデザインを立

案し，実際に 71 期生を対象に研究を実施した受

講生もいる。科学的な研究プロセスを体験できた

のではないか。

（文責：英語科 阪田卓洋）
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m. イングリッシュルーム

１．仮説

イングリッシュルームとは，生徒たちの英語コ

ミュニケーション力向上を目的とした，主に放課

後に実施される英語課外活動の総称である。特に，

リスニング・スピーキング力向上には，英語を実

際のコミュニケーションの場で使うことが必要で

あると考え，その機会を提供すべく実施している。

２．概要・活動内容

イングリッシュルームの活動は，①外国人留学

生による英語コミュニケーション・セッション，

②同留学生による海外交流プログラム派遣生徒の

指導，③ディベート指導，の 3 つの分野に分かれ

ている。本校の語学部の生徒たちを活動の中心と

しつつ，一般の有志生徒も参加できるようにして

いる。しかし，コロナ禍の為，この 2 年間は対面

での実施が難しく数回にとどまった一方で，

Zoom などオンライン・ツールを活用して実施す

る機会が増えた。

2.1 外国人留学生による英語コミュニケーション・セッ

ション

例年であれば，東京大学大学院の留学生２～３

名を講師に招いて約 1 時間 30 分ほどのセッショ

ンを月１～２のペースで行うのであるが，この 2
年間は中学 3 年生・高校 2 年生の総合学習の際に，

複数の講師を招いて Zoom でのオンライン会議で

実施する形が多かった。

グリーンランドから Dr. Margolin による講義

対面での指導を受けることが難しい一方で，オ

ンラインでの実施は，地理的な制約に縛られない

という利点もある。実際に，シンガポールやグリ

ーンランドなど，対面実施ではお話を伺うことが

難しい講師の方々とオンラインで結ぶことによっ

て，それぞれの専門分野についての講義を受ける

ことができた。

2.2 海外交流プログラム派遣生徒の指導

2 の課題研究で英語を選択している生徒たちを

対象に，英語プレゼンテーション指導や発表原稿

のチェックを実施して頂いている。講師の多くは

理科系の大学院生であるため，研究者の視点から

のアドバイスを頂けるのが非常に有益である。

2.3 ディベート指導

主に語学部の生徒対象として，ディベートの専

門的指導が可能な講師を招聘し指導に当たって頂

いている。生徒たちは様々なトピックについて，

英語でのブレインストーミングやスピーチ練習な

どに取り組み，年間を通して英語力・ディベート

力の伸長を図ることができた。日本国内の大会

(HPDU, PDA)で優勝，高校生の世界大会 WSDC
日本代表メンバーにも複数の生徒が選出されるな

ど効果を上げている。

対面実施の再開：Chris Hung 氏による指導

３．検証

今後の課題は，コロナ収束後にいかにイングリ

ッシュルームを継続実施していくかである。特に，

対面実施が再開された場合は，新しい講師陣の獲

得が必須である。多くの生徒たちに最大限の効果

を与えることのできる様に，対面とオンラインの

両方の利点を生かしつつ，今後の実施方法を模索

していきたい。

（文責：英語科・須田智之）
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a 教育研究会（数学科の取り組み（オンライン）） 

本校を含めた国立大学の附属学校には「国の拠点校」，

「地域のモデル校」として初等中等教育における研究

開発を実践していく使命がある。特に筑波大学の附属

学校は「先導的教育」，「教師教育」，「国際教育」の観

点において国の拠点校を目指している。本教育研究会

は主にその教師教育の部分を担うもので，数学科では

開発した教材の発信・共有を目的とし開催されている。 
1. 仮説

SSH 校の『数学』分野の取り組み事例とともに，生

徒の知的な興味関心を刺激し，数学的思考力を育成す

るような具体的教材について報告・協議することは，

SSH 校及びそれ以外の学校の数学教育に資するものと

考える。開発教材を外部に発信する研修会を積極的に

行い，他校の教員との協議を重ねることで，開発した

教材の深化と普及が図れるであろう。 

2. 実施概要

日程：2021年11月20日（土）

会場：本校大会議室よりライブ配信

（授業動画の事前視聴可）

参加者：本校教員，全国中・高数学科教員，

 大学教員，大学生・大学院生等 100名程度 

（今年度は新型コロナウイルスの感染拡大を受け，

Zoomによるライブ配信により行われた。） 

■Zoom 接続確認および開会行事等 10:00～

■ 研究授業映像の配信等 10:10～12:00

研究授業①「データの活用」

生徒：本校中学 1年生 123名（3クラス） 

授業者：森脇 雄（本校教諭） 

研究授業②「図形と方程式（軌跡と領域）」 

生徒：本校高校 2年生 162名（4クラス） 

授業者：須田 学（本校教諭） 

＜ライブ配信時の様子＞ 

■ 研究協議及び全体質疑等 13:00～14:30

①中学研究授業に関する協議

・授業担当者講評

・研究協議及び質疑

②高校研究授業に関する協議 

・授業担当者講評

・研究協議及び質疑

③本校数学科SSHの取り組みについて 

■ 全体講評および指導・助言

筑波大学 Scott Carnahan 先生 

＜研究授業①の授業動画の様子＞ 

教育研究会が通常開催される際は，その場の授業を

見学してもらった後，研究協議を行っている。今回は

事前に撮影した研究授業の動画を各参加者に見てもら

った後に研究協議をするという形式で行った。授業動

画については開催日の 3，4 日前から事前配信を行っ

た。参加者には当日の時程に沿って視聴するか，都合

に合わせ事前に視聴するか選択できるよう配慮した。

この点に関して一部の参加者からは「事前配信があっ

てよかった」，「気になる部分を何度も見直すことがで

きた」といった意見をいただいた。 

＜研究授業①における協議の様子＞ 

④ 探究型学習システムの開発と他校への発信・共有
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 各研究協議は授業者による講評の後，内容に関する

質疑や協議が行われた。授業者は指導案や授業プリン

トなどを画面共有しながら，自身の研究授業で工夫し

た点や手ごたえなどを話した。 

＜研究授業②における協議の様子＞ 

 質疑の際は Zoom の挙手機能を利用し，質問がある

場合はボタンを押して発言する形式で行った。質問に

は研究授業の教材に関するものの他に，この授業を今

後の授業にどうつなげていくか，内容の定着を図る演

習授業があるかどうかといった質問があった。中には 

本校の普段の授業に関するもの，特にICT等の活用と

いった補助教材の使用に関する質問や想定する生徒の

レベルに関する質問などもあった。質問の応対は授業

者のみならず，本校の教員から補足等があればその都

度補足説明を行し，場合によっては他学年での事例な

ども交えながら返答した。 

また，チャット欄においても質問を受け付けた。質

問がある参加者には随時書き込みをしてもらい，書き

込まれたものの一部を読み上げて共有し，本校教員が

答えるといった形式で行った。質問を挙手とチャット

の2通りで受け付けることができたのは，このオンラ

インツールならではの利点があり，多様な方法で質問

を受け付けることで，本研究会の研究協議をより深い

ものにできたと考えている。 

＜本校数学科SSHの取り組みについてのスライド＞ 

3. 評価・検証

研究授業の協議会に対して，大変熱心に協議に参加

してくださる先生方が多く，数学教育に携わる者とし

ての情熱が印象的であった。 

アンケートでは，次のような意見があった。 

・高いレベルを最初から要求するのではなく、一授業

の中でもステップアップした問題設定をされていまし

た。自分の授業にも活かしていきたいと思います。

・非常に興味深い教材や、授業・単元の中で身につけ

させたいことについて参考になりました。

・普段あまり扱わなかったり、深く考えずに扱ってい

る内容で、新たな視点が得られた。

・実践記録の蓄積の共有、大変に助かります。

・毎回質の高い教材を開発されていて大変勉強になっ

ています。

・授業で扱っていた教材が、私も授業で使わせて頂き

たいくらい面白かった。

・初めて他県の研究会に参加させていただき、新たな

学びが得られました。また機会がありましたら、ぜひ

参加させていただきます。ありがとうございました。

・インターネットでの開催には問題点もあると思いま

すが、家庭の事情で休日はあまり長く家を空けられな

いため、自宅からも参加できるというのはとてもあり

がたいことでした。

■ おわりに

アンケート結果から，本校の教材や授業に対する評

価が高く，本校の教材を授業で活用したいとの意見が

多数寄せられた。このことから，このような研修会を

実施し他校に向けて発信する意義が大きいことが分か

る。また，オンラインで実施したことに関しても一部

参加者から高評価をいただき，在宅や遠隔地からの参

加でも，十分効果があることがわかる。今後も，開催

形式を模索しつつ，教材を開発し続け，本校の開発教

材が広く一般に普及するように努めたい。 

（文責：数学科 薄井 裕樹） 
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b SSH数学科教員北海道研修会 

1. 仮説

本校における教材開発の基本姿勢は，「生徒と教員の

相互作用で築き上げる」ものであると言える。 

開発した教材・カリキュラムをSSH数学科教員研修

会で公開、発信し，全国に広めるとともに，本校にお

ける今後の研究の指針を得ることとしている。こうし

た研修会を重ねることが教育実践の中核であり，他校

の教員とも議論を重ねることで，開発した教材の深化

と普及が図れるであろう。 

2. 実施概要

日程：2021年8月25日（水）

会場：本校コンピュータスペースよりライブ配信

（生徒は立命館慶祥高等学校内で授業を受ける） 
参加者：本校教員，北海道中高数学科教諭

述べ40拠点同時接続 

■Zoom 接続確認および開会行事等 8:30～

■ 研究授業及び研究協議 8:55～11:45

授業①「補助線を引く理由・引かない理由」

生徒：立命館慶祥中学校 2年生 40名 

授業者：根岸 雄登（立命館慶祥） 

授業②「2次関数のグラフ・2次関数の決定」 

生徒：立命館慶祥高等学校 1年生 40 名 

授業者：薄井 裕樹（本校教諭） 

■ SSH教材等についての報告及び全体質疑等

13:30～17:00
・筑波大附属駒場中・高等学校 発表内容

①「筑駒数学科のSSH」吉崎 健太

②「統計分野の学習指導」三井田裕樹

③「立体図形の体積」町田多加志

④「円の作図」須田 学

⑤「循環小数と記数法」 須藤 雄生

⑥「2次合同式と3次合同式」森脇 雄

 本研修会は本来，本校数学科教員が北海道に出向い

て行う予定であったが，夏に新型コロナウイルスの感

染が広がったため，急遽オンライン研修会への変更と

なった。特に研究授業②のオンラインでの実施にあた

っては様々な意見やツールを活用し，東京から北海道

へ授業を同時配信する方法で実施した。研究協議や教

材紹介についても，従来の Zoom による研究発表会同

様な形式で行った。 

＜研究授業②における現地教室の様子＞ 

＜コンピュータスペースの様子＞ 

オンライン授業の基本スタイルは，授業者が昨年度

の休校期間中に確立した方策をベースにした。顔や声

はZoomで，板書や説明はJamboardを画面共有で行う

ものであった。 
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＜Jamboardを用いた板書の様子＞ 

 現地の教室では授業者の画面が見やすいよう，スク

リーンではなく2台の大型モニターで対応した。本校

の授業の特徴である，生徒と教師の双方向のやり取り

及び，生徒の発表活動を実現するために，現地に机間

指導用のタブレットを準備してもらい，現地の先生 2

名に端末を持って実際に期間指導をしてもらう形をと

った。現地の先生方と指導案を事前に共有し，授業の

ポイントを共有することでこれを可能とした。 

＜机間指導のタブレットの画面の様子＞ 

生徒は黒板ではなく，現地の書画カメラを用いてワ

ークシートに直接書き込みながら説明をする。書画カ

メラの映像を現地のモニターおよびこちらに共有する

ことで，現地の生徒たちにも，我々にも生徒が解説を

している映像を確認することができた。発表生徒の声

は現地の生徒には聞こえるので，我々にさえ音声が届

けばよく，机間指導用のタブレット端末をマイク代わ

りにした。（本研究授業のより詳しい内容については次

頁以降にある本研修会の実施報告書を参照。） 

＜Jambord上の生徒の答案＞ 

3. 評価・検証

研究授業の協議会や，各校の発表に対し，大変熱心

に協議に参加してくださる北海道の先生方が多く，数

学教育に携わる者としての情熱が印象的であった。 

アンケートでは，次のような意見があった。 

・どちらの授業も視点・発想が面白く感じた。更なる

広がりと深さを感じた。とても刺激的であった。

・補助線に焦点を当てた取り組みで興味深かった。

・SSH 校で数学取り組みが少ないですが、こういった

横の繋がりが有効だと感じる。

・今後もこの数学の研修会はぜひ続けて欲しいし、今

後も教材を公開してほしい。

・教師自身の楽しむ姿勢が大切だと実感した。

・考えることは楽しいなと再認識した。目の前の生徒

のレベルに合わせて、段階を踏んでステップアップさ

せるような教材を研究したい。

・関数を積の形としてとらえて決定するやり方は、概

形を把握するのにとても便利だと感じた。また、2 次

関数の決定というと数値で計算をして決める方法しか

思いつきにくいので、新しい面からアプローチできる

というのはとても面白かった。

・オンラインだから参加できた、ご準備大変だと思い

ますが本当に勉強になった。

■ おわりに

立命館慶祥中・高等学校との共催で，2 つの研究授

業，研究協議会，SSH 教材等についての報告と研究協

議を実施した。アンケート結果から，本校の教材発表

に対する評価が高く，また，このような研修会を実施

する意義が大きいことが分かる。今後も，教材を開発

し続け，本校以外の生徒への授業も実施し，教材の提

示の仕方も含めて，広く一般に普及するように努めた

い。 

（文責：数学科 薄井 裕樹） 
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令和 3年度　筑波大学附属駒場中・高等学校 SSH数学科北海道研修会

　　研究授業報告書（高等学校）

筑波大学附属駒場中・高等学校数学科　薄井　裕樹　

題目　　 2次関数のグラフ・2次関数の決定

授業学級 立命館慶祥高等学校　第 1学年

授業日時 令和 3年 8月 25日（水）9時 55分～10時 45分　　　

1. 本授業のテーマ

3点を通る 2次関数の決定というと， 2次関数の一般形

y = ax2 + bx + cに各点の座標の値を代入し 3元 1次連立

方程式を解くのが一般的である。場合によっては x切片に

着目し y = a(x − α)(x − β)の形が利用できるものもある

が，汎用性が低い面がある。

本授業では，まず 2次関数とそのグラフを「2つの 1次

関数のグラフの積として捉える」という見方・考え方を導

入することで，2次関数のグラフの概形を捉える取り組み

をおこなった。次にその考えを 3点を通る 2次関数を決定

に応用させた。3点を通る 2次関数の決定というと，3元 1

次連立方程式を立てないとできないような気がするが，本

授業ではそれだけではない新しい見方があることを生徒に

気づかせることに主眼を置いた。

2. 授業の構成

授業では前半と後半で以下の 2つのテーマを扱った。

1⃝ 2つの 1次関数の概形から 2次関数の概形を捉える

（ワーク 1. ワーク 2.）

2⃝ 1⃝の考え方を 3点を通る 2次関数を求める問題に応

用する（問題 1. 問題 2.）

1⃝では，放物線 y = f(x)g(x)が y = f(x), y = g(x)上

のどこの点を通るかに気づくような指導を心掛けた。特に

x軸，直線 y = ±1における点に着目させ，概形を捉えられ

るよう工夫をした。 できた生徒・惜しい解答を描いた生徒

には板書をさせ，生徒に説明させたり，どこが惜しいのか

等を分からない生徒が気づくよう説明した。

ワーク 1. 2つの 1次関数 y = f(x), y = g(x)のグラ

フの概形を踏まえ，関数 y = f(x)g(x)のグラフの通る

点を取ってみよう。また，y = f(x)g(x)のグラフ概形

を描いてみよう。

O

y

xO

y = f(x) y = g(x)

O

y

O x

y = f(x)

y = g(x)

(1) (2)

−1 2

1
1

※ (2) において 2 直線 y = f(x), y = g(x) は平行

解答例（ワーク 1. (1)）

解答例（ワーク 1. (2)）

2⃝では， 1⃝の考え方を 3点を通る 2次関数を求める問題

に応用する際に，「2つの直線の式が分かれば，2次関数の式

が決定できる」ことを強調し授業を展開した。直線の式の

組み合わせは色々なものが想定されたため，事前にいくつ

か用意し授業を行った。特に，問題 1. においては例題的な

問題であったため，想定できる解を多めに用意した。

想定 1 　 y = (−2x− 2)(−x+ 3)

想定 2 y = (x+ 1)(2x− 6)

※その他，y = (6x− 18)
(
1
3x+ 1

3

)
, y = (x− 3)(2x+2)等

また，問題 1.は x軸上に点が 2つある状態であるが，問題

2以降では x軸上にある点を 1つのみ，無しと段階的に条

件を緩くし，一般的な 3点を通る 2次関数を求める問題に

応用できるよう配慮をした。

問 1. 2次関数のグラフが 3点 (−1, 0), (2,−6),

(3, 0)を通るとき，この 2次関数を求めよ。

解答例（問題 1.）
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3. 生徒の反応

オンラインでの開催ということで，生徒の様子・反応をこ

ちらから捉えることは難しいものであったが，立命館慶祥

の先生方のビデオカメラや iPad等の機器のご配慮により，

マルチ画面にて生徒の様子を捉えることができた。ここで

は，そのような状況の中で感じたものをいくつか挙げる。

まず， 1⃝の段階で，生徒は懸命にグラフの概形を捉えよ
うとしていた。各軸上の点や直線 y = 1上の点を調べ，2次

関数 y = f(x)g(x)が通る点を取っていた。関数の積からグ

ラフの概形を捉える経験がない中で正確に点を取れている

生徒が数名見られた。一方で，取る点はワーク 1.(1)では各

直線の x切片 (2, 0), (−1, 0)の 2点と y = f(x)の y切片

(0, f(0))の計 3点に留まった。x軸上の点と一方の直線の

y 切片が 1のときの点は良く取れているが，直線 y = 1上

のもう 1点に着目できていた生徒は少なかったかいなかっ

た印象であった。

生徒の解答 1⃝（ワーク 1. (1)）

生徒の解答 1⃝（ワーク 1. (2)）

次に 2⃝の段階で，生徒にはヒントや助言無しで問題 1.に

取り組んでもらったが，ワークの考え方をどのように応用

すればよいのか戸惑っている生徒が多かった。そこで，生

徒の中で惜しい解答をしているものをみつけ，解説するこ

とにした。その惜しい解答は与えられた 3点のうち，x軸上

の点と x軸上にない点を直線で結んだもので，そのような

直線が 2本引いてあった。「2直線が両方とも x軸上にない

点を通ってしまうと，求めたい 2次関数 y = f(x)g(x)はそ

の点を通らなくなってしまう。どうすればよいだろうか。」

と投げかけた。その解説の中で分かった生徒が多数いたよ

うで，生徒から「あぁ，なるほど」といった声が聞こえた

ときは，この授業の内容が伝わったことを実感した。

その後，生徒は問題 2.に取り組んだ。問題 1.で得た考え

方をスムーズに問題 2.へと移行できているようであった。

ただし，生徒の活動の様子全体を把握できなかったため，一

部の生徒はまだ十分に理解できていなかったかもしれない。

生徒の解答 3⃝（問題 1.）

問 2. 2次関数のグラフが 3点 (−1, 0), (2, 3),

(3,−4)を通るとき，この 2次関数を求めよ。

生徒の解答 3⃝（問題 2.）

4. 授業を終えて

指導案作成の段階で本授業を 1時間でまとめるには時間

が足りないのではないかとの意見があったが，実際の授業

の展開においてもそこが課題となった。まず 1⃝の段階で関
数の積でグラフの概形を捉えられない生徒が多数いたので

はないかと推測される。この点については立命館慶祥の先

生方のサポートにより，授業内である程度理解させること

ができたと考えている。実際に授業をされる場合は 2, 3時

間の構成でもよいかもしれない。

おまけ 1. 2次関数のグラフが 3点 (1, 4), (3, 2),

(−2,−8)を通るとき，この 2次関数を求めよ。

解答例（おまけ 1.）

2⃝の最初の段階ではなかなかこの考え方を応用するとこ
ろまで行かない生徒が多数いた印象だが，良い誤答を説明

した後は理解できている様子であった。より一般的な 3点

を通る 2次関数の決定（プリントのおまけの部分）まで話

を進められるのが理想的ではあるが，問題 2.まで授業内で

扱うことができたことは良かったかと考えている。
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Ⅳ．実施の効果とその評価

a. 講演会・実施講座生徒アンケート

１．仮説

前年度までに引き続き，本校 SSH「国際社会に

貢献する科学者・技術者の育成をめざした探究型

学習システムの構築と教材開発」におけるプログ

ラムの講演会や講座において，本校研究部で共通

の項目として設定した内容を含む参加生徒アンケ

ートを実施した。共通項目でのアンケート実施に

より，個別の内容精査とその効果検証だけでは見

えてこない，本校生徒への SSH 事業の効果が明ら

かになると考えての実施である。

２．方法

本原稿作成時点までの集計で，おもに数学・理

科の企画を中心とする，以下の講演会・講座にて

共通項目のアンケートを行った。

＜全校＞

9 月 25 日（土）「高３課題研究発表会」(K と略記)

10 月 2 日（土）「日経サイエンス連携講座」(N と略記)

＜数学科＞

9 月 18 日（土）「数学オリンピックワークショッ

プ」(Mw と略記)

12 月 13 日（月）「数学科 SSH 特別講座」(Ms と略記)

＜理科＞

2 月 8 日（火）「理科 SSH 特別講座」(S と略記)

調査結果

Ｑ１ 講座・講演会の内容を理解できたか （％）

回答数
よく

理解
できた

まあ
理解

できた

あまり

理解でき

なかった

理解
できな
かった

無答

K 7 42.9 28.6 28.6 0.0 0.0

N 10 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0

Mw 41 17.1 51.2 29.3 2.4 0.0

Ms 43 86.4 9.1 2.3 0.0 0.0

S 22 31.8 63.6 4.5 0.0 0.0

Ｑ２ 講座を受講した動機（複数可) （％）

回答数
受講
必修

おもしろ
そう

役立ち
そう

講師に
ひかれ

友人に
誘われ

その
他

K 8 0.0 50.0 37.5 0.0 0.0 25.0

N 10 10.0 90.0 30.0 0.0 0.0 0.0

Mw 41 2.4 70.7 53.7 17.1 9.8 2.4

Ms 44 29.5 63.6 20.5 20.5 13.6 6.8

S 22 0.0 90.9 31.8 18.2 18.2 9.1

Ｑ３ 講座の内容は期待通りだったか （％）

回答数
期待
以上

期待
通り

ほぼ
期待
通り

少し
期待

はずれ

期待
はずれ

無答

K 8 75.0 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0

N 10 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Mw 41 36.6 48.8 12.2 0.0 2.4 0.0

Ms 44 59.1 34.1 6.8 0.0 0.0 0.0

S 22 59.1 31.8 4.5 4.5 0.0 0.0

Ｑ４ 講座内容は自分の学習に役立ったか （％）

回答数
大いに

役立った
役立った

あまり
役立た

なかった

役立た
なかった

無答

K 8 50.0 37.5 12.5 0.0 0.0

N 10 80.0 20.0 0.0 0.0 0.0

Mw 41 61.0 36.6 0.0 2.4 0.0

Ms 44 45.5 45.5 9.1 0.0 0.0

S 22 36.4 63.6 0.0 0.0 0.0

３．検証

４項目のうち３項目については４点法による選

択式となっているが，例年Ｑ１の理解度に関する

結果と，Ｑ３・Ｑ４の満足度あるいは有用性に関

する結果に，一見すると相反するような結果が見

られるのが本校の SSH 事業の特徴ともいえる。精

密なクロス集計をしているわけではないが，「理解

はできなかったが，面白かった」「難しかったが，

それを期待していた」という生徒が一定数いると

いうことであろう。数学科・理科の企画には毎年

この傾向が見られ，もともと生徒がハードな問題

演習を期待しているであろう数学オリンピックワ

ークショップや，生徒自身が発表活動を行う課題

研究発表会ではそれが顕著である。

Ｑ２の受講動機については，「受講が必修であ

る」と答える生徒がほぼいないことからも分かる

とおり，もともとそれぞれの企画についての募集

案内が，各自の興味・関心のアンテナにかかった

という意欲的な生徒が受講している。また，どの

企画も「おもしろそう」の方が「役立ちそう」よ

り高い値を示している。「役立ちそう」と一口に言

っても「将来の進路決定に役立つ」「自らの学習に

役立つ」など様々な解釈が可能だが，参加生徒が

学問に対して，近視眼的な実利よりも，知的好奇

心を満たしてくれるものととらえていることは確

かだろう。こうしたニーズに応える企画がこれか

らも求められる。（文責 研究部・須藤 雄生）
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b．台湾台中第一高級中学との交流

プログラムの評価

１．仮説

台湾台中第一高級中学(日本の高等学校に相

当。以下、台中一中)との交流は、本校の国際交

流の中心をなすものであり、本年度 13 年目を迎

えた。例年は現地での研究交流であるから、夜

市に行くなど文化的な交流もあるが、コロナ禍

の下、昨年に続きオンラインによる交流となっ

た。現地での実際の交流とオンライン交流と効

果や意識の差はあるか気になるところであるが、

少なくとも端からオンライン交流と心得て志願

した生徒たちである。例年同様の達成感を示す

のではないかと仮説を立てた。また、昨年度の

数値を（  ）で示し、適宜比較検討してみた。

２．方法

2.1 実施概要

・回答方法：Google Forms

・回答項目：10 項目（数値・記述）

・回答者：2021 年度台湾オンライン交流生徒 13

名

・回答期日：事後アンケート、実施後 1 週間。

2.2  アンケート項目

アンケートは昨年の調査は、①研究交流とそ

の動機、②研究過程で大変だったこと、③実際

の研究交流での自分なりの達成度、④研究交流

を通じて得たもの、という大きな柱を設けた。

また、オンライン交流ということで、その運営

面についても質問項目を設けた。ただ、ここで

はスペースも限られているので、①～④につい

て結果を述べたい。

2.3  結果

①研究交流の動機については以下の通り：(2つ

まで複数回答可)

A 海外の生徒との情報交換   58.3 (46.2)％

B自分の研究を海外生徒に発表 16.7 (53.8)％

C英語を実際の場面で使用   33.3 (53.8)％

Dオンライン交流に関心   8.3 (23.1)％

今回は海外生徒に研究発表をしたい、という

動機はあまり強くなかった。実は、その他が 50％

を占めていたのであるが、具体的にどのような

動機であるかを聞くのを失念していた。来年度

の課題である。英語を実際の場面で使用したい

というのも昨年ほど高くなかった。

②研究過程で大変だったこと

A研究目標の設定      25 (23.1)％

B計画通り実験を進めること 50 (30.8)％

C英語で表現すること   66.7 (69.2)％

Dプレゼンのスライド作成  25 (46.2)％

やはり昨年同様、自分の研究を進めるより、

それを英語でいかに表現するか、に苦労したこ

とが分かる。ただ、スライド作成にはそれほど

の負担感はないようである。オンラインの授業

などが進み、スライド作成には慣れてきたとい

えるかもしれない。

③実際の研究交流での自分なりの達成度

A大変よく出来た  8.3(15.4)％

Bかなりよく出来た    25.0 (46.2)％

Cまあまあよく出来た     33.3 (30.5)％

Dあまりよく出来なかった   25.0 ( 0)％

昨年度と比べると、自己評価が厳しいのだろ

うか。立ち会った筆者などからみると、昨年度

よりプレゼンの出来が劣っていたとは思われな

い。ただ、プレゼン練習では大きなスクリーン

で行っていたのが、本番では諸々の理由で電子

黒板となってしまい、少し勝手が違うと感じた

面はあるかもしれない。別の項目で「プレゼン

形式」を質問したが、「電子黒板」は 16.7%に対

して大スクリーンは 58.3%が占めていた。ここ

から察すると、電子黒板のやりにくさというも

のがあるのかもしれない。

④研究交流を通じて得たもの

まず、この研究交流は自分の成長に役立つか

を問うたところ、以下のような結果であった：

A大いに役立った   41.7 (46.2)％

Bかなり役立った   50.0 (46.2)％

Cまあまあ役立った   8.3 ( 7.7)％

ということで、これも昨年度と比較すると若

干満足度は下がっているようであるが、研究交

流自体、大成功と言ってよいであろう。ただ、

昨年度はオンライン交流ができたということ自

体で満足していたが、オンライン交流も定着し

てきてさらにプラス・アルファが求められる段

階にきているのではないかという印象がある。
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その上で、具体的に得たものを以下に挙げる：

・今回の発表会では、しっかり準備をして英語

でプレゼンするという経験が初めてだったので、

最初はなかなかうまく発表できませんでしたが、

何度も練習を重ねることで聴きやすくわかりや

すいプレゼンというものがどういうものなのか

が少しづつわかってきて、本番は自分の納得の

いく発表ができ、よかったです。また、台中一

中の人の研究がとても高度なものばかりですご

いと思いました。

・感染症の拡大により他校の生徒との交流がほ

とんど行えていない中、姉妹校である台中一中

との研究交流会はとても刺激的なものだった。

また、普段使っている言葉が違う人たちと英語

を通してコミュニケーションが取れたのはとて

も印象に残った。他文化との交流はこれからも

続けていってほしい。

・三宅島の合宿から今回の交流に至るまで 3 回

の発表の機会においては、英語を話すことに不

安があった分、どうやったら相手に伝わるかと

いうことを深く考えることができました。

相手方のプレゼンに関しては、前提知識の無さ

やリスニング能力が足りないことからほとんど

聞き取ることが出来ませんでした。

英語力の向上だけでなく、人に物事をどう伝え

るかということについて、今後も考えていきた

いと思います。ありがとうございました。

・今回の研究交流会で、私は、台湾の生徒の英

語の能力や研究のレベルの高さに改めて驚きま

した。残念ながら、自分にとっては具体的な内

容を理解できたものはほとんどありませんでし

たが、研究の進め方や、発表のまとめ方などに

ついて、新たな発見も多く、今後自分がこうし

た研究発表をする際の参考にできると感じまし

た。自分の発表についてもいくつか反省点があ

り、これもまた次回以降に活かせればと思いま

す。自分はこの交流会に 2年参加しましたが、2

回ともオンラインでの交流になってしまったの

がとても残念です。来年以降は、台中一中の生

徒と現地で交流できることを期待しています。

・今回の研究交流において僕が成長したと考え

るところは、研究を片山君と一緒に自分達の力

で行えたことである。今まで自分は完全に一か

ら自分で考える研究は行ったことがなかったの

で、今回このような研究を行う機会があったこ

とは、大学に進んでからも役立つ経験だと思う。

良かったと思うところは、研究交流それ自体か

らは少し外れてしまうが、三宅島で満天の星空

をみることができたことだ。僕は本当に宇宙の

ことが好きなので、今後も努力していくモチベ

ーションに繋がったと思う。

・台中一中との研究交流会は、僕が筑駒へ入学

した当初から参加してみたかった活動の一つで

した。単なる文化交流ではなく、自身の研究内

容を海外に向けて発表するこのような機会は、

他ではなかなか得られない貴重な経験であると

考えたからです。事実、今回の研究交流会を通

じて僕は様々な学びを得ることができました。

交流会という明確な目標があったからこそ高い

モチベーションを持って自分の研究により打ち

込むことができた他、英語、しかもオンライン

という慣れない制約のもので如何にして的確に

研究内容を発表する術をも得ることができまし

た。また、本交流会後に生徒間で自主的に行っ

た SNS での交流では、学校の様子や日常生活な

どを語り合い、自身の知見をより深めることが

できたと思います。

このような貴重な機会を提供してくださった教

員の方々、そして台中一中の皆様、ありがとう

ございました! 我特別感謝實現了這次研究交

流會的所有人們！

３．検証

感想の中に「感染症の拡大により他校の生徒

との交流がほとんど行えていない中、姉妹校で

ある台中一中との研究交流会はとても刺激的な

ものだった」というものがあった。一方で「自

分はこの交流会に 2 年参加しましたが、2 回と

もオンラインでの交流になってしまったのがと

ても残念です。」という正直な感想もある。理想

は、今回のようなオンラインを補助的に用いな

がら現地交流を行うことであろう。台中一中と

の交流が入学当初からの夢であったという生徒

もいる。いろいろ試行錯誤しながら、さらに良

いプログラムにしていくことが必要であろう。

（文責：研究部・国際交流担当 八宮孝夫）
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c. 国際交流プログラムの評価

１．仮説

本年度もコロナ禍の下で、ほとんどのプログラ

ムが実施不可となり、実施できたのは台中第一高

級中学（以下、台中一中）とのオンライン交流と

釜山国際高校とのオンライン文化交流のみであっ

た。本稿では釜山国際高校とのオンライン文化交

流について述べる。まず、実施したプログラムを

紹介する。その後で、参加した生徒へのアンケー

ト結果および感想をあげる。Zoom のブレイク・

アウトルーム機能により個々人の対話も含めての

オンライン交流で刺激を受け、達成感はあったこ

とが予想される。

２．釜山国際高校とのオンライン文化交流

本校の釜山国際高校（以下 BIHS）との交流は主

に文系向けのプログラムとして、筑波大学からの

教育庁裁量経費による支援を受け、2013 年より続

いている。ただ、昨年度はコロナ下で、本校への

受け入れも本校から BIHS への渡航も出来ず、交

流中止となってしまった。

① 今年度の事前準備

そこで、今年度は早くからオンライン交流の可

能性を探るべく、それぞれの学校の年間の学校暦

を比較し、どの時期であれば、オンライン交流が

可能かを検討した。その結果として、１学期期末

考査後の週は両校とも比較的自由が利くことがわ

かり、5 月の連休明けから、高１、高２への参加

を呼び掛けたところ、5 月末までに高２・12 名、

高 1・3 名が希望を申し出た。先方の担当者と連絡

を取り合い、以下のようなプログラムを組んだ。

期日：7 月 12 日 13：30－14:20、14：30－15：20

(BIHS 日本語副専攻・高 1 の 2 クラス)

形式：Zoom によるオンライン交流。

→50 分授業を 3 分割

・初めの 15 分を各校のグループ発表、

・次の 30 分を breakout room によるグループ交

流

・最後の 5 分を各グループの報告

→2 クラスで同様の展開をする。

その後、高 1 はコロナ禍で延期していた校外学

習を 7 月の第 2 週に実施することになり、オンラ

イン交流は高 2 のみ 12 名の参加となった。

② 本番までの流れ

・高 2生徒 12名を 2班に分け、それぞれ発表。

1 班：日本国内のコリアタウン・文化

2 班：筑駒学校紹介

・釜山国際に参加生徒のプロフィール送る。(5 月

下旬)
・釜山生徒(21名x 2クラス)のプロフィール届く。

(6 月上旬)
・釜山国際の担当者と本校担当者(筆者)とで Zoom

会議（6/15）→本番当日の時程を確認。

③ 本番当日

TKKM 12 名(Senior 2)、BIHS 21 名(Senior 1 ) x 2

classes （TKKM@Computer Space）(釜山国際高

校 はオンライン授業で各家庭から) 

13:30 Greetings （挨拶）

Group presentations (グループ発表) TKKM, 

BIHS 各 6 分  （両校学校紹介）

13:45 Discussion on the breakout room （ブレイ

ク・アウトルーム）

(TKKM2＋BIHS4)ｘ5 groups （30 分）

*talk over the topics of the group presentations

or talk over a photo of favorite things

(グループ発表のテーマに沿って、または好き

なものの写真などを用意して、それを説明し

あう)

14:15 Closing address （授業参加に対する感

謝）

14:20（5 限終了）

コンピュータ・スペースでの様子

④ 2 学期のプログラム

1 学期の交流の成功を受け、2 学期の期末考査後

に、今度は高校 1 年生を対象に同様のプログラム

を実施した。(参加生徒は 8 名)

期日：12 月 20 日（月）

10：40－11：30、11：40－12：30

  BIHS 日本語副専攻クラス・高 2 の 2 クラス
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形式：両校で学校紹介など（8～10 分ｘ２）、

 ブレイクアウト・ルームで個々に交流

３．研究発表評価および参加生徒の感想

Google form にて、「1参加動機、2準備過程で

苦労したこと、3自分のプレゼンについて、4文化

交流が自分の成長に役立ったか、5 自分が得たも

の」の 5項目について参加生徒に問い、以下のよ

うな結果を得た（初めの数値は 1 学期の高 2、後

の数値は 2学期の高 1参加生徒のものである）。

①今回のプログラムに参加した動機は？

(複数回答可)

a海外生徒との情報交換   66.7/62.5

b実際の場面での英語の使用   41.7/75.0

cオンライン交流への関心    33.3/12.5

dプレゼン活動への関心  33.3/12.5

②準備過程で大変だったことは？

a発表テーマの設定  33.3/37.5

b英語で表現すること   25.0/50.0

cプレゼンのスライドの作成   41.7/12.5

③本番での自分のプレゼンは？

a大変よく出来た   16.7/12.5

bかなりよく出来た   50.0/37.5

cまあまあよく出来た   33.3/50.0

dあまりよく出来なかった    0.0/ 0.0

④自分の成長に役立ったか？

a大いに役立った  58.3/62.5

bかなり役立った   41.7/37.5

cまあまあ役立った    0.0/ 0.0

dあまり役立たなかった    0.0/ 0.0

⑤自分が得たものについては、それぞれの学年で

上がったものを列挙する：

(高校 2年生)

・英語での発表の質が改善した。 また、一年ほ

ど韓国語を勉強するうちに、韓国人の友達が欲

しかったところだったので、４人も連絡先を交

換することができ満足している。

・政治などに踏み込んだ会話はしていないため

断定はできないが、所謂反日的思想を有する人

は若い年代では少ないのではないかと思った。

・新たな交友関係、会話英語のスキル（文法よ

りもノリと勢い、もちろんボディランゲージも）。

・海外の友人，異文化への興味（メールで BIHS
の友達と日本や韓国の飲み物や気候について質

問しあったり，SNS で交流したりしています）

などなど．もちろん，プレゼン力(英語，日本語

問わず総合的に)や語学力もついたと思う。

（高校 1年生）

・パワポを使う機会を設けてもらったことで、

普段はしない経験になった。

・韓国の知り合い？ 英語での会話の経験。

・スライド作成などの技術、見やすさ聞きやす

さなど相手への配慮、チームで動くときのコミ

ュニケーション、異文化・異言語理解、英会話

力、コミュニケーション能力

などなど

４．考察とまとめ

①では両学年とも、海外生徒との交流と英語の

使用という動機が強かった。対照的に、②では高

1 では英語での表現に苦労している一方でスライ

ド作成はあまり負担に感じていない。高 2は英語

表現よりスライド作成に苦労したという点が興味

深い。

③では両学年とも自分のプレゼンについて比較

的前向きにとらえている点は評価できる。また、

④についても、両学年とも、この体験を非常に有

益なものと評価している。

以上の反応から見て、仮説で示した「オンライ

ン交流で刺激を受け、達成感はあったこと」は裏

付けられてと言ってよい。

また、具体的に得たものとしては、高 2生の方

が、記述が具体的で多かったが、1 学期の方が、

時間的にゆとりがあり、準備のために都内のコリ

ア・タウンに実際に行ってみるという経験なども

大きかったのではないかと思われる。

この 2年間、釜山国際高校と現地での交流はな

く昨年度はオンライン交流すらなかった。今年度

は、何とかその機会を作り、1 度目がうまく行っ

たので 2度目も実施することになり全体として、

有意義な交流を持つことができたと言える。わず

か 2時間足らずの交流でも、Zoomのブレイク・ア

ウトルームの活用で、対面して 1対 1で話せたと

いう経験は、予想以上の刺激になったようである。

現地での交流が再開した後でも、オンライン交流

を補助的に活用して、国際交流をさらに有意義な

ものにしたいと思う。

（文責・研究部国際交流担当 八宮孝夫）  
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d. 卒業生アンケート

１．仮説

本校におけるSSH指定は本年度で第Ⅳ期目の５

年間を終える。この 20 年近くの間において、SSH

プログラムを経験した上で進路を選択し、社会に

出て活躍する OB も多数輩出している。こうした

観点から、在学中に学んだことが卒業後どのよう

に生かされているのか、どんな影響を与えたかな

ど、数値に現れにくい個々の事例にもフォーカス

して調査するためのアンケートを実施している。

これらを通し、過去 20 年の本校 SSH プログラ

ムの効果とともに、この先の本校の教育活動にと

って持続的に取り組むべき課題についても見いだ

せるものと考える。

２．方法と内容

今年度も昨年度に引き続きGoogle Formsを用い

たオンライン形式のアンケートにより、SSH 実施

前の 2001年卒業期から、SSH第Ⅳ期指定中の 2019

年卒業期まで、あわせて 22 名から回答を得た。

質問項目は主に、授業や学校行事に関すること、

SSH プログラムに関することの 2 つを設定した。

以下、自由記述の主な質問と回答を掲載する。

自分の進路選択に影響を与えた学校の授業

・生物。以前は理系科目は苦手だったが、本校で

の講義やショウジョウバエの実験で初めて生物学

に興味を持った

・生物。大学の受験科目としては選択しなかった

が、授業内容への興味が現在も医学を学ぶモチベ

ーションに繋がっている

・生物。原著論文を読みながら論理的に深い考察

をしていく過程が、研究の面白さの理解につなが

った

・生物。楽しい授業だったが期末の点数は低かっ

たことが印象に残っている。直ちに結果が伴わな

くても頑張りたいと思える分野だと感じ、進路選

択につながった

・物理。電磁気学の Biot–Savart の法則の導出、太

鼓などの 2 次元の振動など、およそ高校の教科書

では出てこない内容に踏み込んで深く理解できた

ことが、知的好奇心を満たすだけでなく、難しい

課題に取り組む自信につながった

・工芸。やはり自分は物を作っている時間が一番

楽しいということを実感した。結果として工学系

を強く志すこととなった

・現代文の授業をきっかけに、国語科の教職免許

を取得した

・国語科において古典を引用して戯曲を自作する

授業があったが、これによって古典へ関心をもっ

たため大学受験の際には国語科の教員を養成する

大学を選択した

・高校の倫理や政治経済、中学の地理。社会が昔

から好きで、工学部にいながら現在も国際政治学

を副専攻としている

・中学の公民。それまでは大学に行く意味を見出

せなかったが、経済学であれば大学行って勉強し

たいという気持ちが芽生えた

・社会学。新書等をいくつか紹介され、社会的な

弱者保護について初めて考えるきっかけになった

・公民。「企業」や「大人」の活動を身近に感じる

きっかけとなり、精神面での成長を感じた。進路

選択に向き合う心構えの形成に大きく役立った授

業だった

・倫理／政経。政治、行政への興味につながった

・中三の時の公民の授業で古典経済学的な話を習

って面白かったので、文科に進学することを考え

た。ただ、化学の授業でお世話になった先生に「理

転しなよ」と高校時代に言われていたのがずっと

頭の中に残っていたのも影響し、大学に入ってか

ら理転することになった

・英語の授業をきっかけに、海外を意識するよう

になった

自分の進路選択に影響を与えた特別活動（行事、

部活動）

・文化祭や体育祭で皆と１つのイベントを創り上

げるのが好きだった。当時からエンタメ業界には

興味があった

・文化祭、音楽祭。前例を参照しつつも、マニュ

アルがない中で主体的、自発的にプロジェクトを

完遂する経験ができた

・野球部での活動は自分の価値の根幹になった

・バレーボール部で、体力・運動能力を鍛えられ

て持久力・忍耐力が付いただけでなく、部長とし

て活動し、チームビルディングやメンバーのモチ

ベーションの維持の難しさ等を体感した
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・文化祭を「予算内で」「時間通りに」「一定以上

の質(審査賞受賞)で」開催するという単純な目標

が意外と難しく、中 2、中 3、高 1 と失敗して高 2

でようやく成功した経験から、準備の大切さを痛

感した

・文化祭などでリーダーのポジションなど、組織

をまとめる立場になることが多く、それにより経

済学部の中でもマネジメントなどについて学ぶ経

営学科に興味を持つようになった

在学中に参加した探究学習（課題研究）について、

覚えていることや印象深かったこと

・脳科学について研究した。同分野への関心は大

学に入っても続き、大学でも認知脳科学・心理学

の勉強をした

・数学、Steffen の多面体の運動解析。当時の能力

でできる限りの研究をしていたのかなと思う

・サッカー部の試合分析をした。当時のコーチの

練習に疑問を持っていたので、それを数字で裏付

けられて満足した

・実際に水俣に行ったことで、同じ現象について

も人が違えば全く違った感想を持つことがあると

実感し、その後はどんな分野に関することでも、

人に伝える場合に様々な側面を伝えることの重要

性を学んだ。校外学習等とも併せ、現地に行くこ

との重要性を今でも非常に意識している

・障害科学「ともにいきる」は相当に自分の進路

などを変えた。障害科学についての興味が大きく

なり、当事者のお話や支援者のお話を伺っている

うちに、障害の種別を超えてトータルで考えられ

ている方があまりいないことに疑問を持った。よ

り詳しく知りたいと思うようになり、大学でも活

動を続けている

在学中に参加した SSH 企画について、覚えている

ことや印象深かったこと

・（講演会で）高校数学がどのように実学として産

業活用されているかお話をいただいた記憶がある。

数学に苦手意識を持っていたので楽しく講義を聞

くことができた

・国際交流企画では、バディだった生徒が日本語

をとても流暢に話せていてとても驚いた。語学の

勉強において良い刺激になった

・医科歯科大訪問は進路指導としての側面が非常

に強く、自分が医学部を受験するに当たって大変

参考になる企画であった

・筑波大学訪問で地学分野の研究室にお邪魔した

際に、実験操作が上手であったとしてぜひ来てほ

しいと言われたことで非常に励みとなり、それ以

降ますます実験に興味を持った

在学中にもっとあったら良かったと思うSSHプロ

グラム

・ディベートやプレゼンなどを通してアウトプッ

トを鍛えるプログラムがあれば良かったかと思う

・シンギュラリティ時代を前に従来のキャリア形

成の概念が通用するのか、現役社会人は今後どの

ように技術革新と付き合っていくのか（業務は奪

われないのか）と言った趣旨の質問を受ける。人

工知能業界の専門家や各業界の DX 担当者など、

21 世紀後半の働き方などについて話をする機会

があれば生徒も喜ぶように感じる

・震災について学ぶプログラムがもっとあると良

かった

・正直なところ、もっと文系のプログラムが欲し

かった

本校はこれからもSSHを続けた方が良いと思うか

《肯定的意見》

・自身が実際に SSH をきっかけに進路を定めたた

め。また、他校の発表活動を現在の立場から俯瞰

した時、本校が一番 SSH 活動を十全に利用出来て

いる確信があるため、続けた方が良い

・生徒が得られる恩恵があるから

・在学中に SSH プログラムに参加することで貴重

な経験をすることができたから

・将来の進路に目を向けるきっかけになるため。

また、自分にとっては「筑駒出身者以外にも優秀

な研究者はたくさんいる」ということを実感する

良い機会であったため

・筑駒生の主体性は SSH であるかどうかに関わら

ず失われないと思うが、学術面でも自主性的な学

問への興味を醸成させる装置として実験的な授業、

講義、ワークショップ等を設けていることは意義

が大きい。何より、可能であれば自分の子供にも

自分の時と同じような環境で教育を受けさせたい

・筑駒で行ってきた教育との相性が良く、仕組み

の中で高大連携などを推進しやすくなることから、
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生徒の学習に資するところが多大なのではと思う。

はたから見れば辞める理由がない

・高校生のときに研究をしたり人前での発表など

をしたりする機会があることで、大学などで同様

の活動をしやすくなると思うから

・個人的にマストだとは感じないが、SSH がきっ

かけでその領域に突き抜ける生徒も少なからずい

ると思う

・国立でなかなか予算がない学校なので、続ける

べきであると思う

《中立・否定的意見》

・SSH のリターンが現場にかかるコストに見合っ

ているかが不明。文部科学省への報告資料作成は

じめ、関連する業務が教員の皆様の負担になって

いるようであればやめた方がいい

・認定にあたっての国の要請が無理のない範囲で

あれば是非続けてほしいが、意味のない対応を求

められるようになった場合にはすぐにやめないと

筑駒の良さが損なわれる可能性がある

後輩のため、保護者・教員・学校・国などへ要望

したいこと

・独自のカリキュラムを突き進んでほしい

・無理に全員参加させず、やりたい意欲のある人

間に的確な教育を施すスタイルがSSHには適して

いると思う

・東大以外に行っても楽しく充実して生きている

人がいることを在学中から知る機会が欲しい

・SSH の為に文書作成などで“縛られる”教員の

方々もいると風の噂で聞くので、制度の風通しが

よりよくなると良いかと思う

・筑駒の先生方には、私の在学中のような「手を

出していない風を装って、実は生徒の自主的な運

営が無事に行われるように腐心している」という

状態を続けて、中高生に自分でやり遂げたという

経験をさせてほしい。文化祭のクラスデコがどん

な展示になってしまっても前面に出てくることを

こらえ、HR でどんな散らかった議論になっても

収拾をこらえて下さった先生方のお陰で、自信と

議論の力を身に着け、各所で様々なことを実現で

きるようになった。今後とも筑駒クオリティが保

たれていくことを切に願う

・国への要望としては、これ以上「選択と集中」

というような「当たり馬券だけを買いたい」的な

ことを言うのはいい加減やめてほしいというのが

第一にある。基礎研究をおろそかにし、明確な基

準もなく国立学校の研究予算を削るばかりか、私

立学校を含む様々な学校を補助金で釣っておかし

な教育を求めること、「やってる感」の演出のため

に学校現場をこれ以上振り回さないでほしい

・Science という意味では、Natural Science だけで

なく、Social Science や Human Science なども当然

含まれると思い、その意味で国語科や社会科でも

SSH の講演会などを開催されていると思うが、社

会科学や人文科学がしっかりとした「科学」であ

ることの理解を促進していけるといいのではない

かと思う

・このアンケートに回答していて、自分がいかに

与えられた環境を活用しきれていなかったかを痛

感した。SSH であることは知っていても、課外活

動などに忙殺されて食指が動かない生徒も少なか

らずいるかと思うので、丁寧すぎるくらいの周知

活動を行っても良い

３．検証

昨年度までと同様，今回のアンケートに答えて

くれた卒業生も，本校の SSH 企画については，概

ね「SSH 指定前からある本校独自の取組が，予算

面・外部機関とのつながりなどの恩恵によりさら

に推進できる」という意識を持っていることがう

かがえた。特に今年度は一歩踏み込んで，「恩恵だ

けではない面もあるのならやめた方がいい」とい

う意見も寄せられた。それだけ，本校の教育活動

が不易流行の志のもと，制度や表面的なものに振

り回されず実質を伴うものであってほしい，と期

待されているのであろう。

また，本校の SSH はこれまで「全生徒，全科目

で取り組む」ことを掲げてきたが，これは別の面

から言えば「生徒はどの科目でも SSH の恩恵が受

けられる」ともいえるし，「生徒に興味関心に応じ

た選択肢が与えられている」ともいえる。こうし

た「参加の機会をできるだけ用意し，どれでも選

べる状態をつくる」という思想も，本校の教育の

特徴のように感じられる。このことは，SSH 指定

期間が終わった後のカリキュラム作りなどにも，

有用な視点となるのではないだろうか。

（文責 研究部・須藤 雄生）
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Ⅴ．研究開発実施上の課題 及び

今後の研究開発の方向・成果の普及

１．今年度研究開発の評価・課題について

研究内容の柱①～④の順に述べる。

①国際社会に貢献する科学者・技術者の育成を

めざした探究型学習の教材開発と実践

数学科では、北海道数学科教員研修会（オンラ

イン）において、開発した探究型学習教材を使用

して遠隔での公開授業の実施及び、実践の報告や

意見交換を行った。本校 HP でも行っている教材

公開と併せて、オンラインで実施したことによる

地理的・時間的制約が減じ、地方での発信・共有

の新たな方法の開拓となった。今後も、本校開発

教材を使用した授業実践・協議を発展継続させ、

さらなる共有・普及を図り、また、その効果につ

いてアンケート調査や本校開発教材の実施による

測定も継続して実施したい。

理科では、高２「理科課題研究」から国内外で

の発表会参加、高３「理科課題研究」履修から国

内外発表会参加の流れがほぼ確立している。多く

の発表会がオンラインで行われたことを受け、生

徒自身の成果を移動や時間の制約がなくなった為、

動機は高まり、多くの生徒の参加があった。研究

を開始する際には、生徒の研究テーマ設定のヒン

トとなるような教材を提示することにより、探究

型学習の実践はさらに深まってきたと考える。今

後の課題としては、高３課題研究選択者の数を更

に増加させることと、生徒の研究時間確保、大学

および各研究機関との連携を用いた指導などにつ

いてもオンラインを活用し、効果的な実施を継続

させる必要がある。

情報科では引き続き、民間企業との連携による

セミナー「メディア虎の穴」と「メディア虎の穴・

特別編」を発展実施し、生徒の情報収集能力とメ

ディア活用能力を向上させることができた。本来

は、希望生徒が所定のコース（日時）に全て参加

する形式の技術科特別講座だが、従来の独立講座

「特別編」と同様に「プレゼンテーションスキル」

をテーマに、全教科に関わるプレゼンテーション

能力育成に役立つ指導が行われた。

課題研究に関しては、中学３年「テーマ学習」

から、高校２・３年「（理科）課題研究」という流

れで、探究学習を引き続き実施することができた。

高２「課題研究」の総括として、研究成果の発表

の場として、外部や他校の SSH 発表会を利用す

る講座も参加者も引き続き増加傾向がみられる。

事業発展にともない、各講座での統一的評価とな

るようなルーブリックの開発を目指し、探究活動

の評価方法についても引き続き模索する必要があ

る。また、生徒による自己評価、相互評価を用い

た探究型学習の達成度を測る評価基準の作成に向

け、先進校の実践事例について SSH 情報交換会

などを利用し、研究を進めたい。

②主体的な探究活動をするための基礎力育成 カ

リキュラムの開発と実践

理数系基礎力の充実と科学的リテラシーの涵養

を目標とした SSH 特別講座を、数学科・理科・社

会科・国語科でそれぞれ実施した。統一のアンケ

ートを行い、受講生徒には概ね好評であったこと

が分かる。自由記述欄は数値以上に生徒の変容が

確認できるが、それには、通常授業や課題研究、

部活動との関連で参加したという声があり、参加

者をさらに増やすため、これらの関連について検

証したい。

主体的・協働的な学びによる探究能力の開発と

しては、中学社会科「環境地図作成」、総合学習

「地域研究」、中学理科「城ヶ島野外実習」を実施

し、グループ活動や議論を重視した活動を引き続

き行った。今後はアンケートだけではなく、参加

後の探究活動に対する意識の変容についても調査

し、その効果の検証を図っていきたい。

③探究型学習を実践するためのプログラム開発と

サポート体制

（ⅰ）高大連携によるプログラムの推進と実践

今年度も筑波大学研究室訪問が２学年（中３・

高２）とも中止されたが、各種 SSH オンライン研

究発表会への参加経験から、「中高大院連携プログ

ラム」の実施可能性の高い、新たな方策が創案さ

れた。これにより、高校・大学進学後の学習・研

究への意欲を高めることができると期待する。従

来行われてきた各１日の事業に終始せず、継続的

高大連携研究につながるよう、既存のプログラム

を効果の高い新たなものへと発展させる形で試行

したい。

（ⅱ）本校卒業生を活用した SSH 事業サポート

体制の充実と育成プログラムの検証

数学科では、「数学オリンピックワークショップ」
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を実施し、数学オリンピックに挑戦する生徒の意

欲を高め、数学の面白さを感じさせることができ

た。講師・ＴＡには本校卒業生のメダリストを招

いて指導を行い、参加生徒に好評であった。オン

ラインでの実施により、開催時期策定の課題は解

消されたが、事前問題の難易度、当日の時間配分

等についての課題は、今後も検討して改善したい。

SSH の効果を測る上で、卒業生への調査は必須

だが、本校では分科会形式で卒業生が在校生に対

して情報提供、協議をする進路（進学）懇談会が

毎年２回行われており、統一フォームでのアンケ

ートを一昨年度より行っている。今後もデータの

蓄積および数値評価を含めたアンケートの改善に

取り組んでいきたい。引き続き卒業生の進路など

も調査し、本校での SSH 関連の教育活動が与え

る影響についても評価・検証を行いたい。

（ⅲ）社会と連携し貢献する科学者・技術者の  

素養を育成するプログラムの開発と実践

地歴公民科では、課題研究「水俣から日本社会

を考える」現地実習を行うことにより、生徒自身

に問題意識を持たせるとともに、課題を立てて追

究させることができると期待する。

福島におけるフィールドワークも灘高校・大槻

高校との参考合同合宿の形式で実施し、文理を問

わず多くの生徒が社会と密接に関わる探究活動に

携わることができた。現地の高校や参加の他校と

の協議が大変有意義であったと言える。

課題研究の障害科学講座「ともにいきる」では、

特別支援学校生徒等との交流・協働学習を通じて、

これからの多様化した社会に必要なコミュニケー

ションスキルが育成された。情報科を始め、他の

様々な教科とも協働し、教科融合型課題研究の一

つの形として確立しつつある。

（ⅳ）国際舞台での研究発表の推進と国際科学

コンクール等への派遣

台中第一高級中学（台湾）との研究交流をオン

ラインにより実施し、継続的共同研究への発展へ

と繋げられた。理数系交流授業等における意思疎

通能力促進、連続派遣生徒のイニシアティブ効果、

外国人プレゼン専門家による事前指導の有効性が

示された。また、海外派遣プログラムや国際オリ

ンピックへの継続的な参加により、生徒のパフォ

ーマンスだけでなく、研究指導の方法についても

校内で広く共有された。また、追体験講座として、

参加生徒が本校中学生に海外派遣や研究発表につ

いて話す機会設け、生徒の研究意欲や応募意欲を

高めた。現状、海外での研修実施は困難ではある

が、オンラインを活用した共同研究などにも積極

的に参加することで、校内での国際交流プログラ

ムの更なる充実を図りたい。

国際科学コンクールも複数の成果を挙げ、今後

も各種 SSH 事業への参加生徒や卒業生など他デ

ータの収集を続け、方法についても検討する。

英語科は、プレゼンワークショップを年間３回

開催し、分かりやすく伝える技術と自信の両方を

伸ばすことができた。英語でのプレゼン指導の更

なる充実と、効果の検証は引き続き実施したい。

④探究型学習システムの開発と他校への発信・

共有

理科による新たな教材（オンライン・オンサイ

ト）の実践とその検証から得た知見を、本校論集

発行だけではなく、学校HP等を通じた早急な公

開普及が期待される。

２．今後の研究開発の方向・成果の普及

「課題研究」では、必修の高２「（理科）課題研

究」から高３「（理科）課題研究」への研究継続「の

流れが整備されている。「課題研究」での研究総括

として、全国や東京都 SSH 合同発表会などへの

参加が格段に増えてきた。従前は海外研修派遣生

徒の参加にとどまっていたが、ここで一定の成果

をまとめておくことで、高３「（理科）課題研究」

（選択）の履修に繋がりやすくなると言える。ま

た生徒アンケートから、各種 SSH 生徒研究発表

会に見学参加した高１・高２生徒が、自校・他校

の研究・発表など大いに刺激を受けていることが

分かり、実際に発表をしなくても参加させる意義

は明らかに高い。

「発信（普及）」では、大幅に刷新した学校 HP
で現在、過去の SSH 研究開発実施報告書や年間

SSH 行事カレンダー、イベント報告等を公開して

いるが、HP において重要な、情報の見やすさと

即時性、発信の効果については、外部の意見も取

り入れ、さらに改良を加えていく必要がある。

（文責：研究部 三井田裕樹）
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Ⅵ．校内におけるＳＳＨの組織的

推進体制

本校の SSH は、以下の組織を活用して研究開発

の企画・評価を推進する。

１．SSH校内推進委員会

全ての教科より選出される教員を含む計 14 名

の構成員によって、実施計画書、事業計画書、事

業経費説明書等書類の作成および事業の評価方法

の検討などを担当する。

２．校内プロジェクト会議

全ての教員が下記のいずれかに所属する。

プロジェクトⅠ（コロナ時代の学校生活プロジェクト）

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄⅡ(駒場流不易と流行の教育ﾃﾞｻﾞｲﾝﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

プロジェクトⅢ（駒場レガシーの継承と活用ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ）

プロジェクトⅣ（対外交流再構築プロジェクト）

プロジェクトⅢは社会貢献事業「筑駒アカデメ

イア」（「筑駒人材バンク」を活かした地域貢献）

の計画・立案、運営・実践を行う。

プロジェクトⅣは、研究内容の柱③を担当し、

国際交流企画の研究を進める。

プロジェクトⅠ・Ⅱも必要に応じて研究開発に

関わる。

３．運営指導委員会

筑波大学および外部研究者等９名（右表）で構

成される、研究推進のために設置された委員会で、

年２回開催される。SSH 事業報告の後に、各運営

指導委員から助言や指導を受け、事業改善・推進

に活用している。

４．研究部

校内の既設の分掌で、５名で構成される。実施

計画書、事業計画書、事業経費説明書のとりまと

め、文部科学省および JST との連絡協議、外部か

らの各種調査・アンケートの実施と取りまとめ等

とともに、各研究・プロジェクト間の調整を行う。

また、研究発表および成果普及の場である教育研

究会、校内研修会の企画・運営を中心になって進

める。

５．教育研究会・校内研修会

(1) 第 48 回教育研究会 2021 年 11 月 20 日（土）

実施形態：ｵﾝﾗｲﾝ･ｵﾝｻｲﾄ開催（Zoom 併用）

内容：国語・数学：授業動画公開、ｵﾝﾗｲﾝ研究協議

会/音楽・保健体育：公開授業、研究協議会

研究主題：闊達に探究する生徒の育成を目指した

授業の創造

(2) 校内研修会

今年度は第１回（6 月）を図書館研修・道徳教材

共有・ポスト SSH の展望、第２回（２月）を新教

育課程・SSH 総括・ポスト SSH の展望について、

協議を行った。

６．筑波大学・附属学校連携委員会・駒場連携小

委員会

連携委員会は筑波大学附属学校 11 校と大学、

駒場連携小委員会は本校と大学を繋ぐ役割を果た

し、両委員会にて SSH に関する報告を行う。

７. 筑波大学附属学校教育局（管理機関）

筑波大学の各附属学校の管理機関として、本校

と筑波大学および関係機関等との連携にあたり、

指導助言や事業推進のための支援を行っている。

（研究部 三井田裕樹）

2021 年度 運営指導委員

氏  名 所 属

吉 田 次 郎
東京海洋大学

海洋環境学部門

真 船 文 隆
東京大学大学院

総合文化研究科

古 川 哲 史
東京医科歯科大学

難治 疾患研究所

吉 原 伸 敏
東京学芸大学

基礎自然科学講座

緩 利   誠
昭和女子大学

総合教育センター

坂 井   公 筑波大学 数理物質系

星 野 貴 行 筑波大学 生命環境系

児 玉 龍 彦
東京大学

先端科学技術研究センター

近 藤 玄 大 Mission ARM Japan株式会社
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関係資料（2021年度）

■ＳＳＨ運営指導委員会の記録

2021年度 SSH運営指導委員・校内推進委員
運営指導委員：吉田次郎（東京海洋大学）、真船文

隆（東京大学）、古川哲史（東京医科歯科大学）、

吉原伸敏（東京学芸大学）、緩利誠（昭和女子大学）、

星野貴行（筑波大学）、坂井公（筑波大学）、児玉

龍彦（東京大学）、近藤玄大（特定非営利活動法人

Mission ARM Japan）

校内推進委員：北村（校長）、町田（高校副校長）、

赤羽根（事務長）、三井田（研究部長）、須藤（研

究情報係）、八宮（国際交流係）、須田（数学）、宇

田川（理科）、森（国語）、早川（地歴公民）、岩田

（保健体育）、土井（技術家庭芸術）、阪田（英語）

令和３年度 第１回 ＳＳＨ運営指導委員会

日時：2020 年 7 月 3 日（土）15：00－17：00

場所：本校大会議室（オンライン会議 Zoom 併用）

内容：事業報告と意見交換

（１）全般 研究部報告：事業計画書の説明と

今年度の事業概略について

（２）国際交流係より：今年度の国際交流生徒

派遣プログラムについての説明

（３）各教科報告（数学、理科、情報・技芸科、

国語科、地歴公民科、保体科、英語科）：

SSH に関する各教科の今年度の取組について

（４）各教科・事業に対する指導・助言：

・課題研究について，教科担当をおかずに学級

担任の監督の下フリーで探究していいよという

形だと深まらない，という失敗例を他校で耳に

する。その点，筑駒では高校２年生全員が課題

研究を履修していながら，教科担当の先生が専

門性を生かして取り組んでいるようなので，実

施体制や生徒がテーマを選ぶ仕組み，最終的に

研究成果を発表する場など，筑駒ならではのノ

ウハウを蓄積していってほしい。

・文科省の先導で取り入れてきたはずの課題研

究が，SSH 予算が消えるとはしごを外され，ど

んな影響を受けるのか心配している。例えば水

俣に行けなくなる等あると思うが，コロナの時

代におけるツーリズムという視点で，旅行会社

や実際に経済を回している層を中心に巻き込ん

でいければ形になるのではないか。同窓会（OB）

にファンドレイズするなども考えられる。

令和３年度 第２回 ＳＳＨ運営指導委員会

日時：2021 年 1 月 29 日（土）15：00－17：00

場所：Zoom 利用によるオンライン会議

内容：事業報告と意見交換

（１）全般 研究部報告：今年度事業報告の概略

（２）国際交流係より：今年度実施の国際交流

生徒派遣プログラムについて

（３）国際交流プロジェクトより：海外進学・恒

常的プログラムについて

（４）各教科報告（数学、理科、情報・技芸科、

国語科、地歴公民科、保体科、英語科）：

各教科の今年度実施取組について

（５）各教科・事業に対する指導・助言：

・三宅島研修で，高１の生徒も研究に参加した

ようだが，その高１も専門的な研究発表をした

とのことで，たいへん意欲的な取組と感じた。

外部での発表会にも参加するなど，さらなる発

展性があるとよいと思う。

・今後予算が削減されていくなかで，VR や AR
など，目まぐるしい技術進歩に対応していくた

めの予算は不可欠だと思う。クラウドファンデ

ィングなどの活用を視野に入れてほしい。

・三宅島や水俣の話をもっとたくさん聞いてみ

たかった。そうしたニーズにこたえるために，

動画を私たちも含めて広く発信するのはどうか。

編集には腕がいるが，コンパクトにキャッチー

な動画を編集する上で，そういったことが得意

な生徒を巻き込むこともできるだろう。今後筑

駒に入りたい子どもや，保護者にも訴求力があ

ると思う。

・これから SSHが経過措置に移行するなかで，

これまでの 20 年の SSH の成果を情報発信，社

会貢献していく視点が必要になる。水俣病の風

化などは昨今新聞記事でも話題になっていた。

筑駒からの発信に期待したい。

・新課程での「理数探究」について，特に筑駒

では，中学から上がってきた生徒がリベラルア

ーツを３年間体感してきているのに対し，高入

生がいきなりその場に放り込まれるのにギャッ

プがあるという話も聞く。カリキュラムとは別

に，ていねいに埋めていくことを考えてほしい。

（文責 研究部・須藤 雄生）
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■教育課程 高等学校（2021年度入学生）

高校１年 高校２年 高校３年

1

国語総合（４）

現代文 B（２） 現代文 B（２）
2

3

古典Ｂ（３）
★古典Ｂ（２）

4

5
地理 A（２） 倫理（２）

6
政治経済（２）

7
世界史 A（２） ★数学Ⅱ（２）

8
日本史Ａ（２）

9

数学Ⅰ（３）

★数学ＩＩＩ（６）

★数学 B（２）
10

数学Ⅱ（３）11 ★古典講読
（２）12

数学Ａ（２）
13 数学Ｂ（1） ★地学基礎

（２）14
生物基礎（２） ◆物理基礎 or 地学基礎（２）

15 ★

16
化学基礎（２） ◆化学 or 生命科学（２）

★ ★ ★ 地理概論（３）

17 物理（４）生物（４） 地学（４） 世界史概論

18

体育（３） 体育（３）

（３）

19 ★化学（２） 日本史概論

20 高２化学選択者のみ （３）

21 保健（１） 保健（１）

体育（３）22
◆芸術Ⅰ（２） ◆芸術Ⅱ（２）

23

24 情報の科学（１） 情報の科学（１） 家庭基礎（１）

25

コミュニケーション英語Ⅰ（３）

家庭基礎（１）

★コミュニケーション英語ＩＩＩ（３）26

コミュニケーション英語Ⅱ（４）
27

28
英語表現Ｉ（２） ★英語表現Ⅱ（２）

29

30 総合的な学習の時間（１）
◆理科課題研究 or

学校設定科目「課題研究」（１）
総合的な学習の時間（１）

31 HR（１） HR（１） HR（１）

32 特別活動（１） 特別活動（１） 特別活動（１）

33
★理科課題研究 or

学校設定科目「課題研究」（１）

無印：必修   ◆：選択必修   ★：選択可能な範囲で自由選択

卒業に必要な教科科目の修得単位は、77 単位以上（総合学習を含む）

その他、ホームルームおよび特別活動に参加し、活動しなければならない。

※SSH の研究開発に係る変更：

高校２・３年「理科課題研究」および「学校設定科目『課題研究』」の設置
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■教育課程 中学校（2021年度入学生）

教科等 １ 年 ２ 年 ３ 年 計

国 語 4 5 4 13

社 会 4 3 4 11

数 学 4 4 4 12

理 科 3 4 4 11

音 楽 2 1.5 1.5 5

美 術 2 1.5 1.5 5

保健体育 3 3 3 9

技術・家庭 2 2 2 6

外国語（英語） 4 4 4 12

道 徳 1 1 1 3

特別活動 1 1 1 3

総合的な学習の時間 2 2 2 6

合 計 32 32 32 96

（備考）

  １ 表の数字は、週当たりの授業時数を示している。

  ２ 総合的な学習の時間には、以下の内容、及び学年行事や学校行事に関わる活動を実施する。

 総合学習Ａ 水田稲作    中学１年１・２学期

 総合学習Ｂ 地域研究（東京）   中学１年３学期・中学２年１学期

 総合学習Ｃ 地域研究（東北）   中学２年２・３学期

 総合学習Ｄ 個別課題（テーマ学習）中学３年

 総合学習Ｅ 共通課題（集中講座） 中学３年（年２回程度）

■令和３年度 「理科課題研究」「課題研究」テーマ一覧

高校２年「理科課題研究」

理科（物理） スマートデバイス作成と実験

～IoT 時代に向けて～

理科（化学） エネルギー・環境問題解決を

目指した化学探究

～革新的なエネルギー

システムの開発を目指して～

高校２年「課題研究」

国語  映像を読み解く・批評する

地理歴史 水俣から日本社会を考える

公民   法と社会

数学  理数探究数学への道

保健体育 “筑駒”オリンピック･パラリンピックを

開催する〜オリンピック精神を伝える

ために〜

障害科学 ともにいきる

英語   外国語学習の科学

高校３年「理科課題研究」

ミジンコは光がお好き？

大腸菌ラクトースオペロンの遺伝子発現調節

高校３年「課題研究」

国語（図書館学）

図書室の改善について、生徒の立場から考える

数学

円の弦の中点が描く軌跡に関する考察

保健（障害科学）

「ともにいきる」とは
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平成 29（2017）年度指定

スーパーサイエンスハイスクール

研究開発実施報告書・第五年次

研究開発課題

国際社会に貢献する科学者・技術者の育成をめざした

探究型学習システムの構築と教材開発

令和４（２０２２）年３月発行

発行：筑波大学附属駒場高等学校

学校長 北村 豊

（https://www.komaba-s.tsukuba.ac.jp/）

編集：スーパーサイエンスハイスクール校内推進委員会
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